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電子書籍特典　書き下ろし短編『エリザベートの日常』・後















　はじめまして、あなた。

　こうしてあなたに声を届けられて、私は大変嬉うれしく思います。

　あなたは『貴方あなた』でしょうか？　それとも『貴女あなた』でしょうか？　どちらでも、私にとっては喜ばしく、心底どうでもいいことです。あなたは『この世界』にいる。即すなわち、あなたもまた、神の創造物に他ならない。大事なのは、その一点のみなのですから。

　故に、私は猶なお更さらこの奇跡を愛いとしく思うのです。私の喜びが、どれほど大きなモノなのか。あなたに正確に理解してもらえる日は、恐らく永遠に訪れないであろうほどに。

　そう、あなたは私のことを何も知らない。

　私がどのような顔をし、どのような声を持ち、どのような肉と骨を備えているのか。

　私がどのように生き、どのように愛され、どのように脚色され、どのように創られたか。

　何も知らない。知る由もない。

　だからこそ、『はじめまして』、あなた。

　他の誰でもない、『私』の声に直接耳を傾けてくれてありがとう。深い感謝を。同時に、私は疑わざるをえません。果たして、私の声は本当にあなたに届いているのでしょうか？

　もしかして、私の伝言は誰にも聴かれていないのかもしれない。

　今も、昔も同じように。それでも、私は構わないのです。

『貴方』や『貴女』が聴いていようといまいと、所詮は何も変わらない。本来、祈りなど一方通行。コレもソレと同じ、似たようなモノなのですから。

　そう、あなたが祈りを捧ささげる際、『私』が聴いていようが、いまいが。

　本当はどうでもよかったように、ね。

　ねぇ、……そうでしょう、あなた？
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　人は死ねば、それまでだ。泣こうが喚わめこうが続きはない。

　しかし、瀬せ名な櫂かい人とはその数少ない例外だった。

　実父による長年の虐待の末、彼は無残に死亡した。だが、消えることなく、存在は保たれたのだ。今でも、櫂人は自身が『殺された』瞬間をまざまざと記憶している。

　異様かつ稀け有うな事例と言えるだろう。また、なかなかの不幸でもあった。

　そう、『殺されながら』、瀬名櫂人は考える。

（死んだ時のことを夢に見る上に、自力では目覚められないってのは性た質ちが悪いよなぁ）

　首を絞められながら、彼は気づいていた。コレは夢にすぎない。

　既に終わった出来事だ。それでも抗あらがう余地はなかった。大の男に馬乗りになられては、衰弱した体で敵かなう術すべなどない。足あ掻がいてみても絶望が増すばかりだ。

　湿った畳の上で、彼は再度絞殺される。

　動脈と気道が潰された。みしみしと背骨に圧がかけられる。ぽきりと乾いた音が響く。

　その直前のことだ。

「ト─────────────────────ウッ！」

「がぼげっ！」

　無む茶ちや苦く茶ちや気軽な声が響いた。同時に、櫂人は腹に強烈な一撃をお見舞いされる。

　衝撃を食らい、彼は覚醒した。くの字になった後、櫂人はぱたんと手足を倒す。

　思わず、彼は瞬まばたきをした。櫂人は乾いた敷布の上に横たわっている。視界には石造りの重い天井が広がっていた。割れた蛍光灯や染みはない。生前の櫂人の部屋と異なる内装だ。

　ここはどこで、何があったのか。彼は眉根を寄せた。

　そこでようやく、櫂人は重大にして重要かつ、甚だ理解し難い現実を思い出した。

（あっ、そうだった。俺は）

　異世界に、転生したのだ。

　恐る恐る、彼は隣を盗み見た。寝台横には、予想通りの人物が立っている。

　艶やかな黒髪に、透明感のある白肌。宝石のごとき紅あかい目。革ベルト状のボンデージドレスに、際どく隠された胸。その前で、不機嫌に組まれた両腕。

　ハイヒールに飾られた美脚はと言えば、櫂人の腹に食い込んでいた。

　諸もろ々もろの確認を終え、彼は理解する。先程の衝撃の正体は、彼女の踵かかと落としだったようだ。

　文句を言いかけ、櫂人は口を閉じた。生存本能の訴えに従ったのだ。彼は窓へ視線を移す。鎧よろい戸どの隙間から金の光が漏れていた。カシャカシャーンッ、と櫂人は情報を整理する。

　既に、夜は明けていた。現在、不本意ながらも、彼は従者の立場に置かれている。

　その主人こそ他でもない、櫂人の腹に一撃を食らわせた娘だ。

　孤高の狼おおかみにして、卑しき牝めす豚ぶた。稀き代たいの大罪人。

（『拷問姫』──エリザベート・レ・ファニュ）

　既に、彼女は身支度を完璧に済ませていた。一方、櫂かい人とはまだ寝台の中にいる。

　踵かかと落としの理由を察し、彼は口を開いた。

「おはよう……いや、おそよう、ございま、す？　エリザベートサン？」

「ほーう、寝坊の自覚はあるようではないか、カイトォ？　ん？　主人よりも長く惰眠を貪るとは、いい身分になったものよなぁ？」

　美しく凶悪に、エリザベートは微笑ほほえんだ。やっちまったと、櫂人は顔を青あお褪ざめさせる。

　こうして、瀬せ名な櫂人の理不尽にして、奇妙な一日は、

　もう何度目かとなる、新しい朝を迎えたのであった。
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『拷問姫』、エリザベート・レ・ファニュは稀き代たいの大罪人だ。彼女は己の領民を始めとする多数の者達たちを殺害した。だが、その暴虐は長続きしなかった。エリザベートは教会の手に捕らえられたのだ。本来早期の処刑は免れない。だが、例外として、彼女は猶予を得た。

　火ひ炙あぶりとなるまでに善行を成すよう、エリザベートは命じられたのだ。かくして『拷問姫』は捕縛済みの【皇帝】を除く、十三の悪魔とその契約者達と戦い続けることとなった。

　悪魔とは世界を壊し、神の創造物の苦痛を糧とする上位存在を指す。
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　彼らの恐ろしさの片へん鱗りんは、櫂かい人とも既に味わっていた。

　十四の悪魔の最下位、『騎士』の所業を、彼は目の当たりにしたのだ。

　まだ記憶に新しい──『騎士』は無む辜この村人達たちに正視に堪たえ難いほどの残虐な仕打ちを成した。だが、その罰にとエリザベートが『騎士』に科した『八つ裂き』も凄惨を極めた。

　どちらに目を向けようとも、結局は地獄でしかない。

　だが、非戦闘期間中、櫂人はそれなりに平穏な日々を送っていた。

　まぁ、実にギリギリの線ではあるのだが。

（『皿が舞い飛ぶ生活』ってのは、果たして平穏なのか？　どうなんだ？）

「まっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ、ずい！」

　両腕を組み、櫂人は悩んだ。その前を『濃厚タンシチューのマッシュポテト添え』が高速で飛んで行く。確かめるまでもなく、犯人はエリザベートだ。発作的犯行と推測される。

　ブーメランじみた軌跡を描きつつ、皿は奇跡的に帰還した。飛沫しぶきを散らしながら、櫂人はソレを受け止める。やれやれと、彼は首を横に振った。

「なるべく無難なメニューにしたつもりだったんだけどなぁ。まさか、これでも駄目とは」

「余はな？　余は確かに内臓料理独特の風味を好むぞ？　だが、流石さすがにコレは度を越しておるわ！　一口目には野菜と肉の旨うま味みが多少出ているかと思えば地獄のごとく血腥なまぐさい！　野菜はどっろどろのくせにタンは硬い！　余の歯を全滅させる気か！　最も早はや許し難し！」

「いや、お前の歯ならこの程度じゃ無傷だろ……ってか、やっぱり食レポ凄すごいな？」

「呑のん気きに感心しておる場合か！　少しは反省を態度で示そうとせんか、この戯たわけ！」

　エリザベートはフォークを投げた。見事、櫂人は額ひたいに食らう。ビィインッと柄が震えた。

　慌てず騒がず、櫂人はフォークを引き抜いた。ぷしゅーっと間抜けに血が噴き出す。だが、特に問題はない。彼の体は人造人間ゴーレムだ。そのため、ほぼ不死である。生前の経験から痛みにも慣れていた。やれやれと、櫂人は似合わない執事服の袖口で傷を押さえる。

　エリザベートは涙目で震えていた。別にしておいた皿を、櫂人は彼女に差し出す。

「まぁ、朝から内臓料理とか重いし、食いすぎだと思うしで、実は他にも用意してあった」

「貴様の寝坊のせいで、もう昼すぎなのだが、珍しく有能な……って、なんだ。これは？」

「焼き鳥なら作れたし、目玉焼きくらいだったら余裕だろう、と油断した結果なんだなぁ」

「焦がすでないわ！　卵を！　焼くだけで！　黄身と白身とひよこに謝れ！」

　妙に細かな指定と共に、エリザベートは再度食卓を殴った。彼女の頭に櫂人はぺしゃぁんっと潰れた猫耳を幻視する。『拷問姫』は稀き代たいの罪人だ。だが、彼女は美う味まい品を無邪気に喜び、まずい品にはかわいそうなほどがっかりする──子供じみた一面を持っていた。

　うーん、哀れと、櫂人は同情を込めて頷うなずく。キッと、エリザベートは顔をあげた。

「だーかーらー、何な故ぜ、当の貴様が他人事のような顔をしておるのか！」

「エリザベートさん、ナイフは止やめてください。大量出血したら魂が抜けて死にます」

　ガルルッと、エリザベートは威嚇をするように唸うなった。流石さすがに勘弁と、櫂かい人とは逃げ出す。

『拷問姫』の魔力を含む血液を大量に失うと、彼の体からは魂が抜け落ちるのだ。櫂人の唯一の弱点だった。そうでなくとも、エリザベートの機嫌を更に損ねては危険だ。

（何せ、『拷問椅子』に座らされる羽目になるからな！）

『触らぬ神に、祟たたりなし』。

　生前聞いた諺ことわざに従い、櫂人はシチューの後始末に取り掛かった。
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『家事を担当させるため』、エリザベートは櫂人を召喚した。

　何と、彼は『そのためだけ』に転生させられたのだ。無む茶ちや苦く茶ちやな話である。

　実は、召喚者たるエリザベートには、異世界の人間を招くつもりなどなかったのだ。

　悪魔との戦いに専念するため、彼女は従者を求めた。だが、選抜に条件を設けたのだ。知らず悪人を雇い入れてしまっては、教会から叛はん乱らんの意志ありと疑われかねない。疑惑を避けるため、エリザベートは『罪なき』魂を選んで召喚した。罪に見合わぬ凄惨な殺され方をしたことで、櫂人は条件に該当したのだ。世界を超えた選出はただの偶然にすぎない。

　つまり、残念ながら、瀬せ名な櫂人の家事スキルは低かった。

　料理は勿もち論ろん、他も秀でてはいない。本末転倒だ。だが、料理以外の事柄に対し、エリザベートは寛大だった。彼女は『この辺を掃除しておけ』、『必要なモノは洗濯せよ』程度しか命じない。お言葉に甘えて、櫂人は思う存分適当に働いていた。だが、エリザベートの寝室の清掃だけは毎日欠かさず行っていた。そこまで手を抜くほど、命知らずではない。

　城主の部屋にも拘かかわらず、エリザベートの寝室の造りは簡素だった。私物に触っては危険だが掃除自体は楽だ。日々、櫂人は少数の家具にハタキをかけ、シーツを替え、手洗いし、干した。羽根入りのマットや枕はエリザベートの昼寝の合間を縫い、バルコニー付きの部屋まで運んで叩たたき、干した。適切な手入れ方法は知らないため全ては勘で行っている。

　以上を済ませると、大抵の場合、彼は各部屋や廊下の掃除へ移った。

　時には動く鎧よろいから逃げて貯水室に駆け込み、水精霊の泳ぐ様に驚きよう愕がくしたこともある。そうこうしているうちに昼時や夕方となった。後は食事を作り、浴槽や酒盛りの準備に移る。

　毎日がその繰り返しだった。

　しかし、本日、櫂人は趣向を変えて裏庭へ足を向けた。

　いつの間にか、雑草が領土拡大を目もく論ろんでいたためだ。駆逐しなければ、近々裏庭は惨状と化すだろう。だが、あえての選択は誤りだったかもしれない。

「ふぁっ……あー、寝坊もそうだけど、なんだか、今日はやけに眠いんだよなぁ」

　ぶっちぶっちと雑草を引き抜きつつ、櫂人は欠伸あくびをした。基本、この地方は曇天が多い。だが、本日は綺き麗れいに晴れていた。暖かいと、生き物の瞼まぶたは自然と落ちがちになる。

　そうでなくとも、櫂かい人とは悪夢のせいで深く眠れてはいなかった。

　冷えた室内に戻った方がいいのかもしれない。だが、作業の進行具合は中途半端だった。

「それにしても『拷問姫』の城でうとうとするとは、我ながら呑のん気き……ふぁ……だよなぁ」

　眠ってしまうのを避けるため、櫂人は声に出して呟つぶやいた。この世界の者が知れば、目を剥むく話だろう。だが、一度殺されて以降、彼は恐怖心や警戒心が麻ま痺ひ気味だった。

「転生前も、生きてるんだか死んでるんだかわからない人間を運ばされたり、クスリを捌さばかされたり、血みどろの部屋に石灰を撒まいたり、色々やらされたしな……悪魔との戦いがなければ今の方が楽と言えなくもな……ふぁ、いや、その悪魔が問題すぎるだろ」

　やれやれと首を横に振り、櫂人は立ち上がった。雑草の小山を抱え、彼は振り返る。

　既に整え終えた地面の上に、無残な死骸が落ちていた。

　同時に、櫂人は気がつく。

（あっ、俺、これは寝てるな）

　コレは夢だ。そうでなければおかしい。

　目の前の死体は、実在していい代物ではなかった。

　何せ、全てにおいて奇妙なのだ。

　ソレは死んでいた。だが、動いている。全身の皮膚は無残に引き伸ばされていた。その端には、細かく糸が通されている。正確には『全身の皮膚』という表現も誤りだ。死骸の体は縦に半分しかなかった。切断面は千切られている。何かに癒着していたところを無理やり剥はがされたかのようだ。櫂人は粘着テープにくっついた芋虫を引っ張る様を連想した。

　ビラビラと余った皮膚は、黒い糸と共に間抜けに宙を泳いでいる。

　死骸は首を動かした。異様な角度で、ソレは櫂人を見上げる。未いまだ、死骸は激痛を味わい続けているようだ。瞼のない、剥むき出だしの眼球は涙で濡ぬれている。

　思わず、櫂人は喉奥で呻うめいた。恐怖に駆られたせいではない。

　同情と、親愛からだ。

（あぁ……痛い、よな）

『救われることもなく、永遠と痛みの中にいる』のは苦しいことだ。

　とても、怖いことだった。

「──そんなに、泣くなって」

　櫂人は囁ささやいた。コレは夢の中の出来事のはずだ。だが、声は妙にはっきりと響いた。ふと、彼は地面に視線を移した。紅が広がっている。死骸から血が溢あふれ続けているのだ。粘性を伴った動きも夢にしては異様に生々しい。だが、櫂人は違和感に答えを出せなかった。

　首を傾かしげながら、彼は一歩前に出る。

「今、そっちに行くからさ」

　何かがおかしい。

　だが、何がおかしいのかすら、わからなかった。

　大股で、櫂かい人とは死骸に近づく。その足取りは、彼自身にもわかるほど異様に軽く、速かった。死骸は櫂人に残された腕を向ける。応えようと、彼も手を差し出した。

　死者の指と、生者の指。二つが触れかける。その瞬間だった。

　櫂人の前で、地面がボンッと盛大に破裂した。

「うわっ！」

　衝撃で、彼は後ろにひっくり返った。抱えていた雑草が、辺りに飛び散る。

　視界が上向く寸前、櫂人は死者が杭くいに貫かれる様を目撃した。だが、新たな血は出ない。元から無残だった体は音もなく消えた。それだけだ。大の字になって、櫂人は青空を仰ぐ。

　ぼんやりと、彼は考えた。

（あぁ──ほら、やっぱり夢だったじゃないか）

　悪魔の襲撃にしては貧相だ。ならば、夢以外でこんな奇妙な出来事は成立しないだろう。

　何な故ぜか、死骸に近寄らなければならないような一刻も早く触れなければならないようなその手を取って痛みを共有し同化することこそ己の義務であり定めであるかのよう、な？

　歪ゆがみきった、焦燥に駆られることもないはずだ。

（いや、ちょっと待てよ──『同化する』、ってなんだ？）

　ゾッと、櫂人は寒気を覚えた。だが、その感覚も直すぐに鈍化していく。代わりに、重い疲労が圧し掛かってきた。半ば混乱したまま、櫂人は考える。

（まぁ、別にいい、か……どうせ夢、だし……さて、問題はどう目覚めればいいか、だな）

　そこで、櫂人は眉まゆ唾つばな話を思い出した。夢の中で眠ると、現実の方で起きられると聞いた覚えがある。深呼吸をして、彼は手足から力を抜いた。ゆっくりと、櫂人は瞼まぶたを閉じる。

　暗闇に青空が覆い隠された。

　そして、何も見えなくなる。
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「ト──────────────────ウッ！」

「がぼげっ！」

　無む茶ちや苦く茶ちや気軽な声が響いた。同時に、櫂人は腹に強烈な一撃をお見舞いされる。

　衝撃を食らい、彼は覚醒した。くの字になった後、櫂人はぱたんと手足を倒す。思わず、彼は瞬まばたきをした。櫂人は地面に横たわっている。抜けた雑草が手足にチクチクと刺さった。

　視界には青空が広がっている。

　ここはどこで、何があったのか。櫂人は眉根を寄せた。

　恐る恐る、彼は一撃を食らった箇所を確かめた。その上に想通りの人物がいた。猫を思わせる美貌が、櫂かい人とを眺めている。彼女の腕は彼の腹に食い込んでいた。見事な肘鉄だ。

「今度も足技かと推測したら、腕だった」

「ふふん、余はありとあらゆる戦闘技術に精通している故な……そんなことよりも、だ、カイト！　貴様、何を寝坊したうえに昼寝までしておるのか！」

「あっ、そう言えばそうだった」

　シュタッと、エリザベートは立ち上がった。両腕を組み、彼女は威圧的に言い放つ。

　慌てて、櫂人も体を起こした。紅あかい目を吊つり上あげながら、エリザベートは続ける。

「しかも、寝台ではなく裏庭で、とはな。一体、貴様はどれほど眠たいというのだ！」

「ううっ、確かに、言い訳はできない状況」

「世が世ならば、問答無用で『親指捻じり器サムスクリユー』にかけられているところよ！　余の寛大さと慈悲に心より感謝し、存分に涙するがいいわ！」

「一体、それはどんな異世界での常識なんだ……って、あれ？　俺、寝てたん、だよな？」

　つい先程、エリザベートに指摘された通りのはずだ。彼自身にも眠っていた覚えはある。だが、櫂人は首を傾かしげた。違和感は消えない。

　夢で見た存在の異様さを、櫂人は改めて思い返した。

（アレは、なんだったんだ？）

　彼は裏庭を見回した。だが、縦に切断された死骸は消えている。生々しい血痕も跡形もない。やはり夢だったかと、櫂人は安あん堵どの息を吐ついた。だが、不意に、彼は眉根を寄せた。

　一部地面がおかしいのだ。内側から爆散されたかのように荒れている。まるで戦場痕だ。

（中から鉄てつ杭くいでも生えた、みたいな……いや、まさか、な）

「ところで、だ。カイトよ」

「急になんでしょうか、エリザベートサン？」

「その、わざとらしい丁寧語を止やめぬか……で、だ。堂々と昼寝をするとは、死ぬほど暇と見たぞ。そんな貴様に、うってつけの任務があるのだ。喜び勇んでついて来るがいい」

「いや、確かに昼寝をしてたのは悪かったけど暇とは限かぎらな……うわっ！」

「いいから！　来るがよい！」

　ぎゅっと、エリザベートは櫂人の耳みみ朶たぶを掴つかんだ。この流れでは、抵抗しても無駄だろう。

　櫂人は渋々歩き出した。市場へ売られる子牛のごとく、彼は悲しそうな目をして運ばれる。裏庭から、櫂人は遠ざかった。だが、なんとなく、一瞬だけ、彼は後ろを振り向いた。

（─────う、ん？）

　その時、櫂人は見たのだ。

　いつの間にか、地面には腐敗した沼のように紅が広がっていた。ごぼりと、表面に粘つく泡が浮かぶ。だが、その全貌は蜃しん気き楼ろうのごとく掻かき消きえた。後には乾いた地面が残される。

　進行方向へ、櫂かい人とは視線を戻した。前より素直に足を運びながら、彼は考える。

（見間違いだ……あぁ、そうに決まっている）

　もしも、『そうでなければ』、

　紅色の沼は、不吉すぎた。
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　エリザベートに連れられて、櫂人は階段を降りた。二人は地下に辿たどり着つく。

　櫂人は石畳に足を置いた。彼の前には黴かび臭くさい通路が長く伸び、途中で折れている。

　地下は迷路のように入り組んでいた。謎の呻うめき声ごえが響く様は、怪物の潜ひそむ迷宮のようだ。実際に、何かが飼われていてもおかしくはない。そう、櫂人は睨にらんでいる。

　地下通路最奥の部屋に、エリザベートは重要なものを設置していた。彼女の血を使った移動陣だ。だが、今そこに用はないらしい。無数に並ぶ扉の中から、彼女は一つを選んだ。

　勢いよく、エリザベートは該当の部屋の扉を蹴り開ける。

「ほいっ、ドーンッ！」

「なんでいちいち、お前の開け方は乱暴なんだ？」

　呆あきれながらも、櫂人は彼女の隣から室内を覗のぞき込んだ。中はひどく狭い。囚人の精神を圧迫するために設計された、地ち下か牢ろうのようにも見えた。だが、実際は別の用途で使われているようだ。空間の中央には、不思議な物体が設置されている。

（……発光するガラス球？　いや）

　そんな単純な代物ではないだろう。透明な球体の内側は、紅あかい光で満たされていた。

　紅色は花の形を取った。美しく咲き誇った後、花弁は散り落ちる。空中で、ソレは蝶ちようの羽根に変わった。蝶達たちは舞い、集まると花の形を成す。絶え間なく、光は変化を続けた。

　輪りん廻ねが延々と繰り返される。

　不思議な球体を、エリザベートは指差した。

「これは、遠い昔に余が試し置き、綺き麗れいさっぱり存在を忘れ去った魔道具よ。貴様が何やら魘うなされていたことと、いつまでも眠そうにしているのを見て、不意に思い出したのだ」

「忘れたままでいて欲しかった予感しかしない」

「何、警戒する必要などないぞ？　コレは悪夢を見ないようにするための装置故な」

「悪夢を見ないようにするための装置？」

　鸚鵡おうむ返しに、櫂人は囁ささやいた。聞く限りでは穏便かつ便利そうな品だ。自分が殺される瞬間の悪夢など、見ないで済むのならば越したことはない。思わず、彼は興味を示した。

　櫂人の反応に、エリザベートは唇の両端を吊つり上あげた。彼女は嫌な笑顔で囁く。

「まぁ、一歩間違えば帰って来れなくなったり、廃人化したりもする代物らしいが？」

「全っ力で断らせてもらう！」

　逃げるが勝ちだ。素早く、櫂かい人とは廊下に飛び出す。だが、脱出直前ガシッと、エリザベートの細腕に襟えり元を捕獲された。櫂人の背後で、彼女は元気に謎の断言を始める。

「いや、いける！　根拠など微み塵じんもないが、貴様ならなんだかいける気がする！」

「一番肝心なものが曖あい昧まい！　だぁあ止やめろ！　せめて人を押す時は根拠は持とう！　な！」

「男は度胸だ、行ってみよ！　安心するがいい、もしもの時は骨は拾ってやる！」

「あっ、死ぬのを前提にされてる……って、うわぁああああ！」

　抵抗虚むなしく、櫂人は背中をガラス球に押しつけられた。

　瞬間、

　ひゅ、ぼっ

「んあっ？」

　短くも呆あつ気けない音を立てて、

　櫂人は球体の中へ吸い込まれた。
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　果てしなく、

　世界いっぱいに、

　紅あかい花が咲き誇っている。

　魔的に美しい光景だ。底なしに不吉でもある。

　花畑の中で大の字になりながら、櫂人は呆ぼう然ぜんと考えた。

「……悪魔がいようがいなかろうが、やっぱり、今の生活は無む茶ちや苦く茶ちやだ」

　裏庭での考えを、彼は早速撤回した。魔術がある世界など、果てしなくロクでもない。だが、嘆いたところで進展はなかった。紅い花弁を散らし、彼は立ち上がる。

「さて、と。一体全体、俺はどうなったんだ？」

　極力冷静さを保ちながら、櫂人は辺りを見回した。血の海じみた大地とは異なり、空は灰に濁っている。薄闇を背に、紅い光製の蝶ちよう達たちが輝いていた。地平線の丘まで乱舞は続く。

　美しくも歪いびつな光景だ。どこへ進むべきなのか。

　そう迷い、櫂人は再度周囲を確認した。数秒後、彼はバッと視線を戻した。

　あからさまにおかしなものが、浮いていたのだ。

「変なのがいる！」

「ば─────────く───────────っ」

「うっわ、啼ないた」

　紅い花畑の中央に、丸っこいナニカがいた。黒と白で構成された、謎の生き物だ。

　コレは何だと、櫂かい人とは悩み始めた。黒白の生き物など、彼にはパンダしか思いつかない。

（でも、コイツは違うよな……夢に関係があって黒白……ううん、学校の図鑑で見た覚えがあるような、ないような……昔だし、そもそも少ししか通えなかったし、記憶が曖あい昧まいで）

「ば─────────く───────────っ！」

「うっわ、また啼ないた」

　飛とび退のきながら、櫂人は気がついた。謎生物の鳴き声は不自然だ。本来は別の音なのだろう。恐らく、人造人間の体に搭載された機能が『それっぽく』翻訳しているのだ。

　不満げな声を最後に、生き物は沈黙した。意を決して、櫂人はソレに近づく。目を閉じながら、生き物はふわふわと浮かんでいた。羊水内の赤子のように、安らいでいる。

　愛らしい姿に、櫂人は少しだけ緊張を解いた。恐る恐る、彼は手を伸ばす。

　あむっと、その掌てのひらは生き物の口の中に消えた。数秒遅れて、櫂人は叫んだ。

「喰くわれてるっ！」

「ばぁくぅ、んむっ、んむっ、んむっ」

　幸いにも痛みはなかった。肉は食われていないらしい。ただ、掌が涎よだれでベタベタになる。んむ、んむっと、甘あま噛がみは続けられた。櫂人は何かを吸われているような感覚に襲われた。

　不思議だと、彼は首を傾かしげる。瞬間、生き物の体はぷぅううううううっと膨らみ始めた。

「うわっ、大丈夫か、お前！」

「………………………………」

　応えはない。黒白の生き物は不吉に沈黙したままだ。その間も膨張は続いた。まるで風船代わりに息を吹き込まれているかのようだ。短毛に覆われた体は丸く丸く、丸くなり、

　ぱあんっと、

　弾はじけた。

「…………………えっ？」

　愕がく然ぜんと、櫂人は呟つぶやいた。だが、生き物の肉体が破裂したわけではない。頂点から毛皮が弾け、四方にツルリと剥むけ落ちただけだ。後には脂肪と血管で彩られた、筋繊維の球体が残された。生き物は醜悪な塊と化す。この世界の心臓のように、ソレは空中で脈動した。

　歪いびつな変化は続く。傷んだ果実のように、ソレは蕩とろけ始めた。端から、肉塊は崩れ落ちる。

　地面の上へ、黒い雨が降り落ちた。ドロドロと、肉液は花々の間へ吸い込まれていく。

　やがて世界は、

　動きを止めた。
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「…………なん、だ？」

　果てのない輪りん廻ねは、唐突に終わりを迎えた。

　蝶ちようは羽ばたくままに、花弁は降り落ちるままに、凍りつく。

　混乱しながらも、櫂かい人とは辺りを見回した。彼は悪いことなど何もしてないはずだ。だが、動どう悸きは治まらない。嫌な予感もした。櫂人は身構える。だが、何かが起こる様子はない。

　櫂人は細く息を吐いた。体の緊張も解く。だが、油断した時だ。

　世界は動き始めた。

　まるで、『把握し終えた』、と言うかのように。

　花弁が一斉に散り落ちる。バラバラに崩れ、紅は消えた。茎と花芯だけが残される。冷え固まり、ソレは別の色、素材へ変貌を遂げた。銀の針が完成する。

　蝶の羽根も、薄く鋭利な刃物へ変わった。空間は、人を傷つける品々で埋め尽くされる。

　銀世界の中、櫂人は立ち尽くした。流石さすがに、彼も声を強こわ張ばらせる。

「……マジか、これ」

　一歩でも進めば、針に足を貫かれるだろう。刃やいばに肌も裂かれるはずだ。

　途方に暮れ、櫂人は残酷な世界を見回した。だが、変化は不可逆らしい。

　謎の生き物は溶けたままだ。再度現れる気配はない。行動の指針となりえるモノは最も早はや消えたのだ。だが、立ち続けていても埒らちが明かない。どうするべきかと、櫂人は考えた。

（ここから脱出できる可能性は、まだあるはずだ。世界の端──球体の表面近くまで辿たどり着つくことができれば、外のエリザベートへ呼びかけられるかもしれない）

　しかし、少しでも動けば、世界に傷つけられる。絶望的状況と言えるだろう。

　深く息を吸い、櫂人はゆっくりと吐いた。

「まっ、仕方がないか」

　一言で、彼は全てを片づけた。

　徐おもむろに櫂人は歩き始めた。針の上へ、彼は足を進める。銀色が櫂人の足を綺き麗れいに貫通した。

　靴の表面から、針先が覗のぞく。軽く顔を歪ゆがめ、櫂人は足を持ち上げた。ずずずずずっと、嫌な音を立てて針は抜ける。汚らしく、針に脂が残った。傷口から血が垂れた。

　激痛を味わいながら、彼はもう一歩進んだ。再度、櫂人は自ら針を踏む。

　その時だ。謡うような声が響いた。

『痛みを恐れながらも慣れすぎている、か。その矛盾こそ、貴様の抱える歪いびつさの根幹よな』

「ん……この声？　エリザベートか？」

　慌てて、櫂人は辺りを見回した。束の間、彼は足が貫かれている事実を忘れる。それがよくなかった。派手に体を捻ねじり、櫂人は縫い留められたままバランスを崩す。

　彼は転びかけた。櫂人の前に、大量の針先が迫る。

（──っ、流石に、これは嫌だな）

　ずっと痛いのも、

　痛いまま死ぬのも、

　痛いまま死ねないのも、

　本当は、とても嫌なことだ。

　そう考えながらも櫂かい人とは為なす術すべなく倒れていく。だが、針に突き刺される寸前のことだ。

　誰かが、後ろから、

　ぎゅっと、櫂人の手を握った。

「──ん？」

「よっと、」

　そのまま、彼は引き上げられた。呆あつ気けないほど簡単に、櫂人は宙へ連れ去られる。

　異世界から気まぐれに、

　ひょいっと、魂を吊つり上あげられた時のように。
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「…………はっ！」

　気がつけば、櫂人は黒白のナニカの上に座っていた。

　よく見れば、ナニカの正体は先程と同じ丸い生き物だ。形はそのまま、巨大化している。

　ふよふよと、大きな生き物は空中を浮遊していた。その背中に乗せられて、櫂人は運ばれている。わけのわからない事態だ。だが、謎生物に驚いている場合ではない。

　素早く、彼は隣を向いた。そこには、予想通りの人物がいた。

　びしぃっと、櫂人は相手を指差す。

「エリザベえええええええええええええええええええええええええええット！」

「よーう、カイト」

　涼し気な声と共に、エリザベートは片手を挙げた。彼女は体育座りをしている。内側が緋ひ色いろの飾り布は、尻の下に敷かれていた。半ばキレつつ、櫂人は声を張りあげる。

「よう、じゃないだろ、よう、じゃ！　こっちはな、お前のせいでひどい目に」

「そんなことを言われてもな。貴様の『悪夢の原因』がこんな形とは、余とて予想せぬわ。それに人の合流も待つことなく動き出すとは……針を踏みながら歩くとは戯たわけか、貴様」

「うっ、確かに、そう言われるとな……って、待ってくれ。『悪夢の原因』？」

「そうだ──また随分と、矛盾した光景よな」

　変貌した花畑を眺め、エリザベートは囁ささやいた。彼女の隣に、櫂人は座ったまま移動する。

　気がつけば足の痛みは消えていた。跡形もなく、傷口は塞がっている。だが、針と刃やいばで構成された世界に元に戻る様子はなかった。冷たい光景に圧倒されながら、櫂人は尋ねる。

「いや……俺の悪夢とこの光景に、なんの関係があるんだよ？」

「他人の『悪夢の原因』を特定するためには、その記憶へ深く潜もぐらねばならない。だが、実験段階のこの魔道具では不可能だ。代わりに、コレは取り込んだ者の『悪夢の原因』となる恐れを、象徴的に表現してみせるのよ……結果がこの光景だ。お前は痛みを恐れている。だが、慣れきり、受け入れてもいるようだ。矛盾した話よ。余の目にすら歪いびつに映る」

「……そう、か」

「針と刃やいばの海、とはな──まるで、出ることは不可能な苦痛の檻おりよ」

　永遠に痛いのは、嫌だ。

　確かに、櫂かい人とはそう思い、恐れながら、慣れてもいた。

　二人は沈黙する。謎の生き物の背中は、静寂で満たされた。無言のまま、二人は座り続ける。だが、不意に、エリザベートは、んーっと背伸びをした。革ベルトで覆われた胸を、彼女は危うく上下させる。すとんと肩を戻し、エリザベートはふひーっと息を吐いた。

「まぁ、実のところ、余には正直ぶっちゃけどうでもいい」

「素直すぎるだろうが」

「ハッ、貴様のトラウマがなんだと言うのか。貴様が何を恐れ、何が嫌で、何を引きずっておるのか、余は詳細を聞く気もないし、興味すら持たぬわ」

「だ、ろうな」

「ただ、な。今から、ココをぶっ壊すぞ」

「──────はぁ？」

　突拍子もない宣言だった。

　櫂人は瞬まばたきをする。何を言われたのか、理解が追いつかなかった。間抜けな声と共に、櫂人は辺りを見回す。『ココ』は『此こ処こ』か。そう気がつくと、彼は慌てて尋ねた。

「エリザベートさん、エリザベートさん、そんなことして、本当に大丈夫なんですか？」

「仕方がなかろう！　何せ、コレは元々そのための魔道具なのだからな！」

「あっ、俺達たちが無事で済むっていう保証はないやつだ、コレ」

　ナルホドナーと、櫂人は早々に悟った。シュタッと、エリザベートは立ち上がる。

　飾り布をマントのごとく靡なびかせ、彼女は銀世界を睥へい睨げいした。艶やかな黒髪に、数匹の蝶ちようが止まる。刃の羽根に危うく飾られながら、エリザベートはにんまりと笑った。

「この魔道具は、悪夢を見る対象を中へ取り込み、その原因を象徴的に再現する──そこまでが第一段階だ。で、解決方法はここからよ。再現された世界を、別の人間が叩たたき壊こわして見せることで、対象の精神の解放を目指す──という、乱暴な仕組みなのだな」

「全く理屈になっていない気がするんだが、そんなことで本当に悪夢を見なくなるのか？」

「微み塵じんも根拠などない！　大掛かりな魔道具の開発者は大抵理性が蒸発しておるものよ！」

「またしても、根拠などなかったのだ」

「だが、無む茶ちや苦く茶ちやな発想から造られた品とはいえ、試してみる価値はあろう……ここ数日は戦闘もなかった故、余の体も鈍なまっておる……それに丁度不快なこともあったばかりよ」

　エリザベートは低く囁ささやいた。ゴキゴキと、彼女は指の骨を鳴らす。

　ううん？と櫂かい人とは首を傾かしげた。どうやら、彼の知らない間に何かがあったらしい。だが、問いかける暇はなかった。エリザベートは動き始める。足元で、謎の巨大生物がば──く──と不安そうな声をあげた。危機感を覚えたらしい。だが、彼女は訴えを無視した。

　それどころか、エリザベートは謎生物の声を蹂じゆう躙りん開始の合図とした。

　虚空に、彼女は手を伸ばす。白い掌てのひらの上に、紅あかい花弁と闇の渦が生まれた。

　中央から、エリザベートは一本の長剣を引き抜く。

「『フランケンタールのエクセキユーシヨナーズソードオブ斬首用剣フランケンタール』ッ！」

　刀身に刻まれた銘が、紅く輝いた。

　見る者に、ソレは己の意味を強制的に叩たたき込む。

『お前の行為のうちに、自由にさせよ。神がお前の救い主であるようにと祈るのだ。始めも真ん中も終わりも、すべて神の手のうちにあり』

「『魔女の踊りウイツチ・ズ・ダンス』！」

　エリザベートは鋭く刃やいばを振り下ろした。

　櫂人の目には、剣から炎が放たれたように映った。だが、ソレは錯覚にすぎない。

　刃は虚空を斬っただけだ。だが、眼下に広がる、銀の光景には変化が生じた。

　空気が熱で歪ゆがむ。見れば、大地は焼かれた鉄板に変貌していた。上に人がいれば、熱さで踊り狂う羽目になっただろう。容赦なく、鉄板は温度を高める。銀の花が、とろりと紅く萎しおれた。蝶ちよう達たちも雫しずくを垂らして溶け落ちる。閉じた世界の全てが強烈な熱に侵され始めた。

　勿もち論ろん、櫂人達も例外ではない。

　黒白の生き物は、危うく急上昇した。だが、変貌の影響は免れない。熱いと、巨大生物は短い手足をパタパタさせた。振り落とされないよう、櫂人はその背中にしがみつく。

「な、なぁ、エリザベート！　このままじゃ、俺達も炙あぶられて死ぬ気がするぞ！」

「ふむ、困った……実は、その可能性を考えておらんかった」

「なんで、むしろ真っ先に思いつかないんだ！」

　混乱も露あらわに、櫂人は叫んだ。一方、エリザベートは何な故ぜか落ち着き払っている。再度、彼女は剣を振り上げた。まさか、と櫂人は思った。そのまさかだ。

　迷いなく、エリザベートは宣言した。

「それでは幕を切って捨てるとしよう」

　彼女は剣を振り下ろした。紅い花弁と闇が迸ほとばしる。鎖を何本も連れ、衝撃波が灰色の空へ吸い込まれた。止める間もなく、エリザベートは世界に更なるダメージを加える。

　一体、何が起きるのか。櫂人は身構えた。その前で、ギチリッと空が軋きしんだ。

「えっ」

　続けて、ガラスの砕けるような鋭い音が響いた。

　痛みで造られた、世界が壊れる。星のごとく、空の破片が舞った。

　無数の輝きが、櫂かい人との瞳に焼きつく。

　数千の光達たちが、降り注ぐ。その刹せつ那な、

　──ひゅぼっ

「──んあっ？」

　短くも呆あつ気けない音と共に、

　櫂人達は外へ吐き出された。
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「ト──────────────────ウッ！」

「がぼげっ！」

　本日、三度目となる衝撃だ。

　踵かかとだか肘だかを食らい、櫂人は目を覚ます。

　くの字になった体を、彼は元通りに倒した。だが、瞬時に起き上がる。櫂人の前では球体が鈍にぶく光っていた。その表面には罅ひびが入っている。黒白の煙も上がっていた。どこからか、ばーくーっと不満げな声も聞こえた気がする。一連の出来事は夢ではなかったようだ。

　球体の隣には、エリザベートが立っている。惨状を眺め、彼女はむうっと眉根を寄せた。

「なんとも貧相な代物であったな。危険度が高い上に、一度しか使えぬとは聞いておらん」

「いや、単に、お前が果てしなく使用方法を間違えているだけな気がする」

　呆あきれながら、櫂人は訴えた。だが、エリザベートは応えない。ふむふむと、彼女は球体の裂け目をなぞった。エリザベートは魔道具を隈くまなく点検する。やがて、彼女は頷うなずいた。

「まぁ、よい。後で適当にくっつければ何とでもなるであろう」

「ならないと思います」

「何を言う。溶接を信じよ。それなりに万能だぞ」

「更なる惨事が起こるだけでは」

　球体の重症は、めでたく致命傷と化すだろう。そう、櫂人が忠告しかけた時だった。

　くるりと、エリザベートは振り向いた。極々自然な調子で、彼女は尋ねる。

「で、だ。妙に眠いのはなくなったか？」

「あ、あぁ、そう言えば、そうだな……わけのわからない経験ばっかりしたしな」

「うむ、ならば、まさに余のおかげと言えよう。伏せ奉り感謝して崇あがめるがいい」

「なにゆえ」

　抵抗を無視して、人を魔道具の中に放り込んだ者の台詞せりふではない。櫂人は半目になる。だが、何だかんだで、エリザベートがあの世界を壊してくれたのも事実だった。

（……もしかして、コイツなりに考えがあっての行動、だったんだろうか？）

　同時に、櫂かい人との頭を気になることが掠かすめた。

　裏庭の爆発跡。『不快なことがあったばかり』との言葉。何かがあったらしい様子。

　もしかして、球体に入る前も、エリザベートは動いていたのではないだろうか？

　浮かんだ疑問を、櫂人は口にしようとする。だが、その前に、彼女は振り向いた。

「で、だ、カイト。そろそろ夕食の時間だが、遅れた場合『水攻め椅子ダツキング・スツール』でよいか？」

「よくないです」

　前言撤回。

　本日も、エリザベート・レ・ファニュは絶好調に理不尽だった。
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　夜もまた、意外とやるべきことは多い。

　まず、エリザベートの湯ゆ浴あみの準備をする。次に魔法の灯あかりが切れていないか、各所を点検した。これだけ広い城では無意味だろうが、戸締まりの確認も欠かさずに続けている。

　エリザベートが晩酌を望んだ場合、その準備もした。全て纏まとめると結構な作業量となる。

　本日の業務を終え、櫂人はふらふらと部屋へ戻った。

　従者用の棟にて、彼は自身の寝台に腰かける。天井を仰ぎ、櫂人は呟つぶやいた。

「……つ、疲れた」

　今日は異様な目に遭った上に、常と同量の仕事もこなしたのだ。結局、あの魔道具に効果があるかどうかは謎のままときている。夕食後、エリザベートは堂々と宣言していた。

『今後とも、悪夢を見るときは普通に見るであろう！　ただ、その頻度は減るような、そうでもないような、気がしないでもないな！』

　いい加減というレベルの話ではなかった。どこまでも曖あい昧まいかつ適当だ。やはり、根拠などないのである。だが、何な故ぜか、不思議と、櫂人は腹が立たなかった。

（『悪夢を見る対象を中へ取り込み、その原因を象徴的に再現する──ソレを別の人間が叩たたき壊こわしてみせることで、対象の精神の解放を目指す──という仕組み』の魔道具、か）

　一連の出来事は無む茶ちや苦く茶ちやだった。だが、苦痛で構成された世界が破壊される様には、確かに爽快さがあった。胸に刺さる深い棘とげが僅かに動いたように、櫂人は錯覚した。

　数千の星のように、

　散った輝きも美しかった。

（……ん？　俺が裏庭で見たモノも、悪夢の原因になっていた苦痛の象徴、とかなのか？）

　疑問に駆られ、櫂人は首を捻ひねった。あの異様な幻の正体は判然としないままだ。普段とは違う形で悪夢を見た、と考えても納得し難い。再び、彼は目撃したモノの姿を反はん芻すうした。

　永遠に終わらない苦痛の中にいる。

　死にながらも、動き続ける、死骸。

「……俺は、お前の側には行けないよ」

　そう、櫂かい人とは呟つぶやいた。延々と、ただ苦痛に喘あえぐ存在に同化するわけにはいかない。現在、彼はエリザベートに仕えていた。『拷問姫』の傍そばにいる、愚鈍な従者は、櫂人独りだけだ。

　今日も明日も明後日あさつても、過ぎた出来事を嘆き続ける暇などないだろう。

　それに、死後も泣くことになるのはごめんだった。

（もしも死ぬのなら……笑って、悔いのない状況がいいな）

　これでよかったのだと、

　誰かのために、微笑ほほえむことができるような。

　取り留めもなく、櫂人はそう考えた。背中から、彼はぼすっと寝台に倒れ込む。大の字になり、櫂人は目を閉じた。エリザベートは魔道具の効果は不明だと語っていた。

　今日も、悪夢を見るのだろうか。

　一瞬、櫂人は不安を覚えた。だが、疲労から、彼は急速に眠りの底へ落ちていった。
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　その夜、瀬せ名な櫂人は夢を見た。

　変な生き物がばーくーと鳴きながら頭上を飛んでいた。丸っこい背中には、エリザベートが乗っていた。ふよふよと空中散歩をしながら、彼女は櫂人の飯がまずいと怒っていた。

『拷問姫』が何やってんだよと、櫂人は呆あきれた。




　とにかく、ヘンテコな夢だったが、

　別に全く微み塵じんも悪夢ではなかった。
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　さて、困りましたね。

　こうして、私はあなたに言葉を届けることができました。本当に実現しているのか否か、確信は持てませんが……そう、仮定するとしましょう。まるで奇跡です。

　二度とは得難いこの機会を前に、私は何を語るべきなのでしょうか？

　そうですね……まずは、前提の確認といきましょう。

一、あなたはこの世界に棲すんでいる。悪魔が壊し、神が再編した脆もろい地で生きている。

二、全ての存在がそうであるように、あなたもまた神の創造物である。

　ならば相当幼くない限り、あなたは私の言葉を十か二十は目にしているはずです。伝承に文献、専門書まで親しんでいれば更に多くを。そこには繰り返し記されていたはずです。

『彼女は仰おつしやった』、と。しかし、私は残酷な真実を教えねばなりません。

『ソレは偽りである』。『私の言葉ではない』。

　そう、慈愛に満ち、含蓄に富んだ言葉の数々は、私のモノではないのです。私には語った覚えも残した記憶もありません。それらは、誰かが私に相応ふさわしいと考え出した代物です。

　　そうして多くの者達たちが、無邪気に私を脚色した。好意と理想と憧れを表現した。

　数多あまたの言葉はその『傍はた迷めい惑わくな』結果にすぎません。ですが、『だからこそ』、私の言葉以上に魅力的でもある。一人が自然と発したモノより、多数が考え、選抜し、世に受け継いできた言葉の方が有意義ですから。故に、私は今更何を語ればいいのかわからないのです。

　私の言葉で、『私のモノとされた偽り』を超える術すべなどないのですから。いいえ、考えてみれば違いますね。そもそも、私にはあなたに伝えたい言葉がない……そうです、私は、

　私は何も言いたくなどない。

　あぁ、やっとわかりました。もう、ずっと、遠い昔からそうだったのです。今になって、はっきりと自覚することができました。私には言いたいことなど、何一つとしてなかった。

　残したい教訓も、示したい模範も……もっと、簡潔明瞭に言いましょうか？




　私はあなた達のことを、

　言葉を残したいと望むほどに、愛したことなどなかった。
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　先日、『拷問姫』、エリザベート・レ・ファニュはある魂を召喚した。

　彼女は悪魔討伐で多忙な身だ。雑務を楽しむ趣味もない。そのため、家事を代行させるべく、エリザベートは『罪なき魂』を招いたのだ。だが、条件には『予想外の人物』が該当した──罪に見合わぬ凄惨な殺され方をした、異世界の人間。

　瀬せ名な櫂かい人と、だ。

　現在、彼は城の家事全般を担当している。だが、残念なことに、櫂人の技術はあらゆる面において未熟だった。特に、料理の腕は壊滅的と称せる。彼の唯一の得意料理、『プリン』がなければ、エリザベートは廃棄すら検討しているところだ。

　その上、本日、櫂人は朝食作り自体をサボッた。

　恐らく、寝坊したのだろう。万死に値する罪だ。

「カイトめ……主あるじよりも遅くに目覚めるとは、よい度胸ではないか」

　空腹のエリザベートときたら、飢えた獅し子しに近い。

　石造りの廊下を、彼女は大股で進んだ。従者用の棟は造りが狭く簡素だ。城主のための彩色窓や鎧よろい、石像等の装飾もない。薄暗く貧相な空間を、エリザベートは靴音高く歩いた。

「転生後間もないと言うのに、『拷問姫』の城で堂々と気を抜きすぎであろうが……ここは、余の威厳を思い知らせるためにも『九尾の猫[image: ]キヤナタイン・テイルズ』で躾しつけ直しといくべきか……う、ん？」

　不意に、彼女は物騒な独り言を呑み込んだ。眉根を寄せ、エリザベートは足を止める。

　廊下の中腹に、ナニカがいたのだ。

　より正確に言えば、櫂人の部屋の前で、異形の影が蠢うごめいている。

『柔らかい』、『ナニカ』が扉に張りついていた。カリカリと爪で木材を掻き、『ナニカ』は荒い息を吐く。その体は縦に半分しかなかった。異形は無残に『千切られている』。癒着箇所を、無理やり剥はがされたかのようだ。切断面からべろべろと伸びる皮膚には、何な故ぜか細かく糸が通されていた。その向こう側では、内臓が扉に押し当てられ、脈動している。

　生きていてはおかしい状態だ。実際、ソレは『死んでいた』。

　ソレはただの死骸にすぎない。だが、激痛の中で、ソレは蠢き続けている。

　矛盾していた。死にながら、ソレは滂ぼう沱だの涙を流し、苦しみを込めて扉を掻く。

　哀れな姿だ。コレを目撃した者の大半は、なんとかしてやりたいと考えるだろう。中には、己がのうのうと生きている事実に、罪悪感を抱く者すらいるかもしれない。

　だが、エリザベートは例外だ。彼女は冷たく舌打ちする。

「消え損ない、か。疾とく早く去れ。ここに、貴様の求めるモノなどない」

　拒絶された途端、ソレはぴたりと動きを止めた。特に不満も示さずに、ソレは消える。

　大量の血も消滅した。

　後には何も残らない。

　ふんっとエリザベートは鼻を鳴らした。不機嫌に、彼女は櫂人の部屋の扉を蹴り開ける。

　中に入ると、エリザベートは目を細めた。

　鎧よろい戸どの隙間からは、金色の光が射し込んでいる。だが、闇は晴れていなかった。

　扉越しに吐かれた、苦痛の訴えのせいだろう。

　怨念に似た圧が空気を重く濁らせているのだ。

　異様な状況下にも拘かかわらず、当の櫂かい人とは眠り続けている。だが、よく見れば様子が変だ。ふむっと、エリザベートは寝台に近づいた。櫂人の顔を覗のぞき込み、彼女は状況を把握する。

　舌を宙に突き出し、彼は痙けい攣れんしていた。

　歪ゆがんだ気の影響を受け、悪夢を見ているようだ。その詳細な内容は想像に難くない。

「……まぁ、こういう顔にもなるであろうな」

　エリザベートは肩を竦すくめた。瀬せ名な櫂人は己が『殺された』瞬間を記憶している、異様かつ稀け有うな事例だ。また、なかなかの不幸でもある。続けて、エリザベートは考えた。

（夢とわかっていて、起きられない悪夢は性た質ちが悪いな）

　目覚められないまま、櫂人の夢は佳境に向かっているようだ。涎よだれと鼻水を噴いて、彼は暴れ始める。指が空を掻いた。頬を涙が流れる。たすけてと彼は唇を動かした。だれかと。

　もう直すぐ、櫂人の首は折られるのだろう。

　エリザベートは溜ため息いきを吐ついた。高々と、彼女は自慢の美脚を掲げる。

「ト───────────────────────ウッ！」

「がぼげっ！」

　櫂人の腹部に、エリザベートは踵かかと落としを食らわせた。

　衝撃で、彼は目覚める。くの字になった後、櫂人はぱたんと手足を戻した。

　何度も、彼は瞬まばたきをする。ここはどこで、何があったのか、わからないらしい。だが、ようやく、櫂人は重大にして重要な現実を思い出したようだ。恐る恐る、彼はエリザベートを盗み見た。何かを言おうとして、櫂人は危うく口を閉じる。珍しく賢明な判断だった。

　一言でも彼が文句を口にしていれば、エリザベートは逆さ吊りにしている。

　窓辺へ、櫂人は視線を移した。鎧戸の隙間から漏れる光に、彼は目を見開く。

（やーっと、己の状況と立場を理解したか、戯たわけめ）

「おはよう……いや、おそよう、ございま、す？　エリザベートサン？」

「ほーう、寝坊の自覚はあるようではないか、カイトォ？　ん？　主人よりも長く惰眠を貪るとは、いい身分になったものよなぁ？」

　美しく凶悪に、エリザベートは微笑ほほえんだ。櫂人は顔を青あお褪ざめさせる。

　こうして、エリザベートの不機嫌かつ面倒な一日は、

　もう何度目かとなる、新しい朝を迎えたのであった。
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　悪魔討伐で多忙な身だ──という建前の下、エリザベートは瀬せ名な櫂かい人とを召喚した。

　だが、その実態は異なる。

　悪魔との戦いがない日──彼女は大抵暇を持て余していた。

　教会からの定時連絡は受けつつ自身も使い魔を放ち、情報は探っている。だが、他にやるべきことはなかった。何な故ぜ、従者を求めたのかと問われれば、単に家事が嫌いなためだ。

　櫂人を召喚後、彼女は雑務から解放された。めでたしめでたしと言える。だが、結果的に退屈は増加した。石造りの城は暇潰しに適していない。だからと言って、外遊に行くほどエリザベートは間抜けでも恥知らずでもなかった。何せ、『拷問姫』は稀き代たいの大罪人だ。

　現在、エリザベートに許された娯楽と言えば、囚人のごとく、食事程度のモノだった。

（まぁ、それもカイトのせいで台無しになっておるのだが……仕方ない。昼寝でもするか）

　欠伸あくびをして、エリザベートは己の寝室へ向かった。

　十四の悪魔の殺害後、彼女は火ひ炙あぶりにされる運命だ。それまでの倦うんだ日々の欠片かけらを、エリザベートは淡々と消化しようと試みる。だが、自室に着く前に、彼女は足を止めた。

　廊下を眺め、エリザベートは目を細めた。不機嫌に、彼女は両腕を組む。

「うーむ、また出おったな……コレは」

　エリザベートの前の石畳には、点々と血痕が続いていた。零こぼれたばかりと言うかのように、生々しく鮮やかな紅だ。だが、踏んでも足裏は汚れない。血は幻影にすぎないのだ。見て取れる形はある。しかし、残留思念に近い。

　どうしたものかと、エリザベートは溜ため息いきを吐ついた。

「やれやれ、相手をしてやるのも面倒よな……余だけならば、放っておくところなのだが」

　残念ながら、現在、城内には瀬名櫂人もいるのだ。彼は血痕の主にあっさりと捕まりかねない。むしろ、今朝の例を思えば、コレは櫂人のせいで現れた可能性すらあった。

「主あるじに余計な手間をかけさせおって。だから、貴様は愚鈍な従者だと言うのだ」

　毒づきながらも、エリザベートは歩き出した。彼女とて、主人の務めは知っている。現在、櫂人は従者としての役目を果たしていた。ならば、主には従者を庇ひ護ごする義務がある。

　彼の仕事が大おお雑ざつ把ぱかつ適当でも、だ。

（どうせ、他にしたいこともない）

　これもまた、暇潰しと言えよう。

　ぶらりと、エリザベートは血痕を辿たどり出した。
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　徐々に、血の量は増えていった。

　大粒の雫しずくに、肉片や糸いと屑くずまで混まざり始める。

　エリザベートよりも先に、櫂かい人とは広く城内を歩き回っているはずだ。それなのに、報告に来なかったのが不思議な惨状と言えた。恐らく、彼に血痕は『視みえなかった』のだろう。

（奴やつは異世界人だが、生命維持には余の血を使っているのだぞ？　本体は見えるというのに、ここまではっきりとした痕跡に気づけないとは……どれだけ呆ほうけておるのだ）

　やはり、瀬せ名な櫂人は警戒心も危機感も持ってはいない。

　ますます呆あきれながらも、エリザベートは速度をあげた。

　彼女は小さな裏口に辿たどり着つく。古い扉を開き、エリザベートは苔こけむした階段を降りた。僅かな風が体を打つ。爽やかな青空の下、裏庭では予想通りの光景が繰り広げられていた。

　即座に踵きびすを返すべきか、彼女は思わず真剣に悩んだ。

　瀬名櫂人は、半身の千切れた死骸と向き合っていた。

　死骸は目から涙を溢あふれさせている。まるで助けを乞うかのようだ。だが、エリザベートにはわかっていた。ソレは救いを望んでいない。そんな『純粋な』段階は、とうの昔に超えていた。ソレはただ人を怨うらんでいる。生者に己の苦痛をわけ与えることを渇望していた。

（千切れ、縫われ、生きたまま──『殺された』）

　その激痛は、人間性を破壊するにありあったのだ。

　かくして、死骸は怪物に成り果てた。

　一方、櫂人に底なしの悪意に気づく様子はない。怯おびえることもなく、彼は立ち上がった。

　更に、櫂人は馬鹿げた言葉を口にした。

「今、そっちに行くからさ」

（やはり、見捨てて帰った方がよくないか？）

　真剣に、エリザベートは検討を始める。だが、ギリギリで、彼女は考え直した。

　櫂人の顔が、あまりにも『優しかった』ためだ。痛みに対する共感と寛容性を、彼は示してしまっている。恐れもせず、櫂人は怪物に近づいた。その様は、とても愚かだ。

　同時に哀れだった。

　櫂人も、死骸も。

「全く、戯たわけ共が」

　だから、エリザベートは指を鳴らした。

　櫂人の前に大量の鉄てつ杭くいが生える。衝撃で地面が弾はじけた。音もなく、杭くいは躯むくろを貫通する。

　情け容赦なく、彼女は死骸を串刺しにした。再び邪魔されながらも、怪物は不平を訴えることなく消える。後には何も残らない。だが、撃退を繰り返したところで無意味だろう。

（何度でも、アレは現れような……さて、どうするべきか。うん？）

　不意に、エリザベートはあるモノを思い出した。脳裏に透明なガラス球が浮かび、消える。両腕を組み、彼女はソレが使えるか否かの検討を始めた。ほどなくして、結論が出る。

　全くもって悪くはない。

「うむ、この発想力。薄々わかっていたがやはり余は天才……おい、カイト！　むむっ？」

　エリザベートは目を細めた。衝撃のせいか、櫂かい人とは後ろにひっくり返っている。更に、瞼まぶたまで閉じていた。何な故ぜか、彼は眠ろうとしているらしい。どうしてそうなったかは謎だ。

　この調子では、先程の鉄てつ杭くいも夢と思い込んでいる可能性が高いだろう。ソレはソレで都合がよかった。改めて説明するのも面倒だ。エリザベートは問答無用で肘を曲げ、構えた。

「ト──────────────────ウッ！」

「がぼげっ！」

　無む茶ちや苦く茶ちや気軽な声と共に、彼女は櫂人の腹に肘鉄を落とした。

　衝撃を食らい、彼は目覚める。恐る恐る、櫂人は己の腹に視線を向けた。そこに肘をめり込ませたまま、エリザベートはにっと笑ってやる。十数秒の沈黙を挟み、櫂人は呟つぶやいた。

「今度も足技かと推測したら、腕だった」

「ふふん、余はありとあらゆる戦闘技術に精通している故な……そんなことよりも、だ、カイト！　貴様、何を寝坊したうえに昼寝までしておるのか！」

「あっ、そう言えばそうだった」

　エリザベートの指摘に、櫂人は慌てて起き上がった。彼女は紅あかい目を吊つり上あげる。ぽんぽんと、二人はやり取りを重ねた。櫂人は反省を示す。だが、不意に彼は顔を強こわ張ばらせた。

「……って、あれ。俺、寝てたん、だよな？」

　どうやら、お人ひと好よしのド阿あ呆ほうでも、状況の不気味さには気づけたらしい。血痕を確かめたいのか、彼は辺りを見回した。鉄杭によって炸さく裂れつした地面の上で、櫂人は視線を留める。

　ここで騒がれても面倒だ。即座に、エリザベートは櫂人に声をかけた。

「……で、だ。堂々と昼寝をするとは、死ぬほど暇と見たぞ。そんな貴様に、うってつけの任務があるのだ。喜び勇んでついて来るがいい」

「いや、確かに昼寝をしてたのは悪かったけど暇とは限かぎらな……うわっ！」

「いいから！　来るがよい！」

　むぎゅっと、彼女は彼の耳みみ朶たぶを掴つかんだ。問答無用で、エリザベートは櫂人を引きずり始める。無理やり彼を連れ去りながら、彼女はちらりと後ろを見た。

　地面の上に、生々しい紅がごぼりと湧きあがる。

　瞬時に、エリザベートは冷たく目を逸そらした。颯さつ爽そうと、彼女は先を急ぐ。

　まるで何もなかったと、言うかのように。





　　　　＊＊＊






　随分と、前の話だ。

　迷宮じみた地下。薄暗い通路の一室に、エリザベートはある魔道具を設置した。

　ソレは人を悪夢から解放する目的で、開発された品だ。だが、効果のほどは怪しかった。

　その上、試すにも二人以上が必要な仕組みとくる。結果、エリザベートは使うことすらなく、魔道具の存在自体を忘れた。だが、現状の解決には、ソレがぴったりだったのだ。

　問題は、利用には危険が伴うことにある。

　当然、櫂かい人とは試すのを嫌がった。

「全っ力で断らせてもらう！」

「いや、いける！　根拠など微み塵じんもないが、貴様ならなんだかいける気がする！」

「一番肝心なものが曖あい昧まい！　だぁあ止やめろ！　せめて人を押す時は根拠は持とう！　な！」

「男は度胸だ、行ってみよ！　安心するがいい、もしもの時は骨は拾ってやる！」

「あっ、死ぬのを前提にされてる……って、うわぁああああ！」

　元はと言えば、諸もろ々もろ全てが櫂人のせいなのだ。最も早はや人権などない。

　強引に、エリザベートは彼の体を魔道具に押しつけた。ひゅぼっと、櫂人は中に吸い込まれ──たわけではない。肉体丸ごとの転移となると厄介だ。魔道具は魂の先端だけを引っ張り出し、体から切り離さずに拝借する。取り込まれた側に、櫂人の意識も移動した。

　現実には気絶した体が残される。ソレを床に放り、エリザベートは内部の観察を始めた。

「さて、と──こ奴やつの悪夢は、予想通りの代物か、否か」

　今ガラスの内側では、花々が紅あかく輝いている。絶え間なく、血色の光は変化を続けた。

　紅は蝶ちようとなり、花と化しす。ソレは緩やかに散り、また羽ばたいた。美しい輪りん廻ねが繰り返される。だが、そこに変化が生じた。夢世界の管理人──黒白の生き物、獏ばくの登場だ。

　無防備に、櫂人はソレに近づく。獏を触ろうとして、彼はあっさりと掌てのひらを喰くわれた。

「いや、ソレで正解なのだが、まさか、無抵抗にバクッと喰われる奴があるか！」

　思わず、エリザベートは呆あきれた。やはり櫂人は愚鈍だ。その上、お人ひと好よしの阿あ呆ほうだった。

　瞬間、獏は弾はじけた。

　頂点から、その皮膚が裂けたのだ。はらりと皮が落ちる。獣は醜い筋繊維の塊と化した。端から、肉はどろりと溶けだす。粘液と共に、獏の喰った悪夢の情報が世界へ伝えられた。

　ガラス球の内側は『研ぎすまされる』。

　花畑は、永遠じみた広がりを忘れた。紅色が散り落ちる。後には無数の銀針が残された。

　蝶の羽根も薄く、鋭利な刃物へ変わった。人を傷つける品々で、空間は埋め尽くされる。

　深々と、エリザベートは溜ため息いきを吐ついた。

「やはり、こうなるか……まるで【痛みの檻おり】よなぁ」

　艶やかな黒髪を揺らし、彼女は後ろを振り返った。

　微かすかに笑みを浮かべ、エリザベートは呼びかける。

「そして、こちらも予想通り、誘われて来たか……貴様には気になる代物であろう？」

　彼女の視線の先、開かれたままの扉の向こうには、

　紅あか色が、

　血の湖のごとく、広がっていた。
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　黒ずんだ紅には、粘つく泡粒が無数に浮かんでいる。

　その様は腐敗した沼にも似ていた。表面にぼこりと大きな泡が浮かぶ。中央が破られ、痩せた指が伸びた。次いで、片足と片腕が生える。ソレは縦半分に千切れた体を、石畳の上に引きずりあげた。凄惨な死骸がエリザベートを仰ぐ。ソレは彼女の言葉に応えない。

　ただ、皮膚と肉、内臓を意図的に揺らした。やはりな、とエリザベートは頷うなずく。

　ソレは人に己の苦痛をわけることを渇望している。また、他者の痛みにも反応を示すのだ。人の苦痛に己のモノを混まぜ、相手に全てを押しつけることを望んでいるのだろう。

　瀬せ名な櫂かい人とへの執着も、ソレが目的だ。今、死骸は魔道具を穴が開くほど見つめている。

「……ぐっ、………うっ」

「そうだ、コレは痛みで構成された世界よ。どんな馬鹿の造り上げた代物か気になるであろう？　『騎士』に生きたまま解体され、獣の素材に『使われた』人である貴様にはな」

　淡々と、エリザベートは死骸の正体を断定した。

　かつて、コレはただの人間だったのだ。だが、十四の悪魔の最下位、『騎士』に生きたまま解体され、縫われ、巨大な獣の一部とされた。この者が残酷な仕打ちを受けたのは、『拷問姫』の城と棲すむ村が単に近かったせいだろう。

　ある意味、彼の被害はエリザベートのせいとも言える。だが、彼女は彼を知らない。

　死骸は名前すら不確かな、無む辜この犠牲者の内の一人だ。

　だが、死骸に『拷問姫』を怨うらむ様子はない。ソレも当然だ。具体的な誰かを憎むことすら、彼にはできないのだ。無辜の村人は『人の理解の範はん疇ちゆう』を超えた凶行に遭った。

　突然体を裂かれ、縫われ、獣に組み込まれても、普通は何者の仕業かなどわからない。

　混乱のままに、彼は激痛を味わわされた。だが、『騎士』の死と同時に解放された。

　そのはずが、未いまだに苦痛に捉われ続けているのだ。

（納得……いや、理解と言った方がよいか。できなかったせい、だな）

　本来、村人は体を裂かれた段階で死んでいる。それなのに、『騎士』の魔力で強制的に延命させられたのだ。突然、正しく『死』に戻されたところで直すぐには理解などできない。

　その魂は通常通り消えることができず、留とどまった。結果、変質したのだ。

『ただ、痛い』

　単純で鮮烈な激痛に、彼は人間性を塗り潰された。

　かくして、無む辜この犠牲者は怪物と成り果てたのだ。

　コレを解放するのは容易ではない。何せ、訴えかけるべき意識が擦り切れてしまっている。それに、エリザベートは『拷問姫』だ。彼女は人を傷つけ、苦しめるだけの女だった。

　善人の真心も、救い主の慈愛も持ち合わせてはいない。だが、

「これから先も、つきまとわれるのは面倒故な。余も『なんとかしてやろう』とは思う。さぁ、球体には、この痛みの世界の造り主が入っているのだが……貴様はどうする？」

　銀に輝く魔道具にエリザベートは掌てのひらを添えた。内部では勇敢なのか、無謀なのか、はたまた極度の阿あ呆ほうなのか、櫂かい人とが歩き始めている。痛みを恐れることなく、彼は足を運んだ。

　針と刃やいばで造られた世界に、ポタポタと血が垂れる。

　流血に、怪物は素早く反応した。ソレは片腕と片足に力を込める。素直で、哀れで、愚かだ。そう、エリザベートは酷薄に嗤わらった。だが、その結果、救われることもあるだろう。

　本当に、ソレが怪物にとって救いとなるか、否か。

　そんなこと、エリザベートは知りはしないのだが。

「なれば、許そう──共に来い」

『拷問姫』の招きを受け、怪物は跳んだ。魂のみで構成された体は、球体の中へと消える。

　エリザベートも己の掌へ魔力を通した。魂の一部と意識を、彼女は魔道具に移動させる。

　ひゅぼっと、幻聴を残し、

　エリザベートは球体へ呑み込まれた。
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「痛みを恐れながらも慣れすぎている、か。その矛盾こそ、貴様の抱える歪いびつさの根幹よな」

　低く囁ささやきながら、エリザベートは落下した。

　声が聞こえたのか、櫂人は慌てて辺りを見回す。だが、次の瞬間、体を捻ねじりすぎて、彼はバランスを崩した。間抜けなことに、足が針に貫かれたままなのを忘れていたらしい。

　コレはまずいなと、エリザベートは眉根を寄せた。鳥のごとく飾り布をはためかせながら、彼女は口笛を吹く。空に花弁と闇が渦巻いた。黒色が丸まり、ぼふんっと実体化する。

　夢の主が大きくなって再登場だ。巨大な獏ばくの背中に、エリザベートは優雅に着地する。

　獏を急降下させつつ、彼女は櫂人の様子を確認した。丁度、彼は完全に倒れつつある。

「全くなんなのだ、貴様は？　ドジを踏むのは、お約束かなにかなのか？」

　呆あきれながらも、エリザベートは腕を伸ばした。空を掻いた掌を、彼女はぱしっと掴つかむ。

　一息で、エリザベートは櫂人を引き上げた。

　獏の背中に、彼女は彼をすとんっと座らせる。櫂人が正気に返る前に、エリザベートは自分も腰を下ろした。膝を抱えて、彼女は世界の観察へ戻る。

（やはり、な──奴やつは溶け込んだか）

　共に飛び込んだはずの、死骸の姿はどこにもなかった。だが、視みえないだけで存在はしている。アレは魂そのものだった。また、苦痛への執念と怨念の塊でもある。

　苦痛のみで構成されたこの世界とは、存在自体が近すぎるのだ。そのため、怪物は中へ入ると同時に『獏ばくの肉液』のごとく世界に取り込まれてしまっていた。

　現在、目に入るモノ全てと、あの死骸は一体化している。薄く偏在している状態だ。

　予想通りと、エリザベートは頷うなずく。その時、背後から罵声が聞こえた。

「エリザベえええええええええええええええええええええええええええット！」

「よーう、カイト」

「よう、じゃないだろ、よう、じゃ！　こっちはな、お前のせいでひどい目に」

　うるさく、櫂かい人とは怒鳴る。軽く挙げた片手を、エリザベートは下ろした。

　彼女は軽く肩を竦すくめた。しれっと、エリザベートは応える。

「そんなことを言われてもな。貴様の『悪夢の原因』がこんな形とは、余とて予想せぬわ。それに人の合流も待つことなく動き出すとは……針を踏みながら歩くとは戯たわけか、貴様」

「うっ、確かに、そう言われるとな……って、待ってくれ。『悪夢の原因』？」

「そうだ──また随分と、矛盾した光景よな」

　変貌した花畑を目に映し、エリザベートは囁ささやいた。座ったまま、櫂人は彼女の隣に移動する。やはり流されやすい男だ。針と刃やいばで構成された世界を前に、エリザベートは続けた。

「他人の『悪夢の原因』を特定するためには、その記憶へ深く潜もぐらねばならない。だが、実験段階のこの魔道具では不可能だ。代わりに、コレは取り込んだ者の『悪夢の原因』となる恐れを、象徴的に表現してみせるのよ……結果がこの光景だ。お前は痛みを恐れている。だが、慣れきり、受け入れてもいるようだ。矛盾した話よ。余の目にすら歪いびつに映る」「……そう、か」

「針と刃の海、とはな──まるで、出ることの不可能な苦痛の檻おりよ」

　そう、エリザベートは目を細めた。ソレは過去に『拷問姫』が己の領民に与えた災厄と酷似していた。殺してくれと懇願する声を音楽に、彼女は葡ぶ萄どう酒しゆを揺らしたのだ。

　狂気の一夜を回想し、エリザベートは口を閉じる。櫂人も何も言わない。

　獏の背中は静寂に満たされた。だが、不意に馬鹿馬鹿しくなり、エリザベートは伸びをした。すとんっと、彼女は肩を戻す。続けて、エリザベートはふひーっと息を吐いた。

「まぁ、実のところ、余には正直ぶっちゃけどうでもいい」

「素直すぎるだろうが」

「ハッ、貴様のトラウマがなんだと言うのか。貴様が何を恐れ、何が嫌で、何を引きずっておるのか、余は詳細を聞く気もないし、興味すら持たぬわ」

「だ、ろうな」

「ただ、な。今から、ココをぶっ壊すぞ」

「──────はぁ？」

　櫂かい人とは間抜けな声をあげた。なんだ、その反応はと、エリザベートは思う。

　つくづく不敬罪だ。世が世ならば、拷問どころか処刑ものである。

　何せ、魔道具の仕組みに拘かかわらず、やることは決まっているのだ。

　檻おりは、壊さねばならない。

　怪物は殺さねばならない。

　それこそが摂理であり、慈悲と言うものだ。

「この魔道具は、悪夢を見る対象を中へ取り込み、その原因を象徴的に再現する──そこまでが第一段階だ。で、解決方法はここからよ。再現された世界を、別の人間が叩たたき壊こわしてみせることで、対象の精神の解放を目指す──という、乱暴な仕組みなのだな」

「全く理屈になっていない気がするんだが、そんなことで本当に悪夢を見なくなるのか？」

「微み塵じんも根拠などない！　大掛かりな魔道具の開発者は大抵理性が蒸発しておるものよ！」

「またしても、根拠などなかったのだ」

「だが、無む茶ちや苦く茶ちやな発想から造られた品とはいえ、試してみる価値はあろう……ここ数日は戦闘もなかった故、余の体も鈍なまっておる……それに丁度不快なこともあったばかりよ」

　剣けん呑のんに、エリザベートは囁ささやいた。ゴキゴキと、彼女は首を鳴らす。

　思い返せば、相当な一日だった。本日は櫂人の寝坊から始まり、不快な出来事ばかりが連続した。最も早はや、エリザベートは飽き飽きしている。

　そろそろ、締めくくってもいい頃だろう。

　獏ばくがば──く──と声をあげた。不穏な気配を察したらしい。だが、エリザベートはそれを無視した。むしろ、彼女は鳴き声を蹂じゆう躙りん開始の合図と取った。

　虚空に、エリザベートは手を伸ばす。白い掌てのひらの上に、紅あかい花弁と闇の渦が生まれた。

　中央から、彼女は一本の長剣を引き抜く。

「『フランケンタールのエクセキユーシヨナーズソードオブ斬首用剣フランケンタール』ッ！」

　美しい刀身に刻まれた、いけ好かない銘が光った。見る者の目に、それは己の意味を焼きつける。長剣を、彼女は処刑の合図のように振り下ろした。

「『魔女の踊りウイツチ・ズ・ダンス』！」

　エリザベートは虚空を斬った。

　同時に、銀の光景には変化が生じ始めた。空気が熱で歪ゆがむ。魔力の放射を受けた大地が、焼かれた鉄板へ変貌したのだ。人が上にいれば熱さで踊り狂う羽目になっただろう。だが、視認できないだけで苦しんでいる者はいた。今でも、鉄板上では一匹の怪物が悶もだえている。

　エリザベートは紅い目を細めた。

（さぞかし痛かろうよ。だが、それでよい！　余の拷問を存分に味わえ、そして思い出せ）

『炎で焼かれる痛み』と『体を裂かれる痛み』は別種だ。新たな痛みを与えられ、怪物の脳内には疑問が生まれるはずだった。既に、彼は死んだ身だ。それなのに、何な故ぜ別の痛みを重ねられなくてはならないのか。強烈な疑問の発生は、一時的な人間性の復元に繋つながる。

　鉄板は容赦なく熱を高めた。銀の花が紅あかくとろりと零こぼれる。蝶ちよう達たちも雫しずくを垂らして、溶け落ちた。閉じた世界の全てが、強烈な熱に侵されていく。勿もち論ろん中の櫂かい人と達も例外ではない。

　危うく、獏ばくは急上昇した。それでも熱いと、夢の生き物は短い手足をパタパタさせる。

　振り落とされないように、櫂人は丸い背中にしがみついた。慌てて、彼は声をあげる。

「な、なぁ、エリザベート！　このままじゃ、俺達も炙あぶられて死ぬ気がするぞ！」

「ふむ、困った……実は、その可能性を考えておらんかった」

「なんで、むしろ真っ先に思いつかないんだ！」

　憤慨と嘆きの混まざった訴えが響いた。だが、エリザベートはソレを無視する。

　世界から、彼女は別の咆ほう哮こうを聴いていた。

『もう嫌だ、嫌だいやいやいやだ、いやだ！　あづい、いだい、だすげで、助けてぐれ！』

　単一の苦痛の底で死骸の正気は麻ま痺ひしていた。だが、新たな痛みによって撹かく拌はんされ、浮上したらしい。死骸に正常な感覚が戻ったならばエリザベートには成すべきことがあった。

　彼女は紅い唇を開く。エリザベートは迷いなく宣言した。

「それでは幕を切って捨てるとしよう」

　今こそ、全ての悪夢の閉幕すべき時だ。

『拷問姫』は壊し、殺すことしかできない女だった。故に、エリザベートは正常な感覚を取り戻した魂に再度の激烈な死を与える。一切の情け容赦なく、彼女は剣を振り下ろした。

　紅い花弁と闇が迸ほとばしる。衝撃波が、灰色の雲間へ吸い込まれた。

　ギチリッと空は軋きしんだ。ガラスの砕けるような鋭い音が響く。

　ソレは世界の、怪物の断末魔だ。全てが壊れる。世界に遍在していた者も、死ぬ他ない。

　エリザベートは無む辜この村人の、二度目の絶命を確信した。

　空の破片が星のごとく舞う。

　数千の光が、雨のように降り注ぐ。

　その寸前、彼女達は勢いよく球体の外へ追い出された。
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「ト──────────────────ウッ！」

「がぼげっ！」

　櫂人の腹への攻撃は、本日三度目となる。

　覚醒料金を徴収してもいい回数だ。そう、エリザベートは考える。だが、当の櫂人はなんとも不満げだ。やはり、不敬罪に値する。だが、此こ度たびも、彼女は見逃した。
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　真剣に、エリザベートは壊れた球体をなぞる。損傷度合は深刻だ。確かに、この魔道具は思い着き通り役には立った。だが、出来自体も相応にろくでもなかったと言える。

「なんとも貧相な代物であったな。危険性が高い上に、一度しか使えぬとは聞いておらん」

「いや、単に、お前が果てしなく使用方法を間違えているだけな気がする」

　櫂かい人とは呆あきれ返った声を出した。不敬な上に非礼だ。だが、エリザベートは再度見逃す。彼女は彼と適当な言葉を交わした。その間も、エリザベートは魔道具を撫なで続ける。

　痛みの世界は壊れた。怪物は死んだ。だが、魔道具は今後継続使用が可能か微妙な線だ。

　まぁ、直せるだろうと、エリザベートは判断した。手を離し、彼女は櫂人に尋ねる。

「で、だ。妙に眠いのはなくなったか？」

「あ、あぁ、そう言えば、そうだな……わけのわからない経験ばっかりしたしな」

　櫂人の答えは甚だ曖あい昧まいだった。もっとはっきりせんかと、エリザベートは眉根を寄せる。

『騎士』の獣から解放直後、村人の魂は明確な形を得ていなかったことだろう。ソレが実体を得たのは、櫂人という丁度いい獲物を見つけた影響が大きいと考えられた。狙われた結果、彼が感じていたのは眠気ではない。死に引きずりこもうという、欲望からの圧だ。

　再度、エリザベートは櫂人の周りを確かめる。最も早はや、黒い影ははない。

　やはり、怪物は死んだのだ。正確には、今度こそ『死』を自覚したのだろう。

　通常の魂と同様に、彼は死者の向かうどこかへ消えた。

（もしも、本当に『そんなところがあれば』の話だが、な）

『神』と『悪魔』という上位存在は、実在が確認されている。だが、人の魂の向かう場についての保証はない。種族ごとに考えもわかれるのだ。だからこそ、この選択が怪物にとって救いとなったか否かを、エリザベートは知らなかった。

　死者は新たな痛みを与えられ、絶叫しながら消えた。

（それを、安らぎなどと称するのは馬鹿げている）

『拷問姫』は邪魔だったから命を絶った。それだけだ。

　死者は消えた。それのみだ。

　己の選択を、エリザベートは後悔も恥もしない。彼女は横柄かつ自慢げに頷うなずいた。

「うむ、ならば、まさに余のおかげと言えよう。伏せ奉り感謝して崇あがめるがいい」

「なにゆえ」

　櫂かい人とは恨みがましげな顔をする。全くもって、愚鈍な従者はどこまでも愚鈍だ。だが、その性質故に、文句を言うにも説明するにも面倒だった。エリザベートは軽く鼻を鳴らす。

　そこで、彼女は不意に空腹に気がついた。

　食事は一日の楽しみだ。と言うか、今の『拷問姫』に他の娯楽はない。

　彼女は両腕を組んだ。エリザベートは引っ込めた文句の代わりに続ける。

「で、だ、カイト。そろそろ夕食の時間だが、遅れた場合『水攻め椅子ダツキング・スツール』でよいか？」

「よくないです」

　こう脅しても、どうせまずい料理しか出てこないのだろう。

　そう予測しながらも、エリザベートは夕食を待つのだった。
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　ここから先は、全て余談だ。

　速やかに、忘れてくれて構わない。




　それは随分と前の話だ。

『人を悪夢から解放する目的で、開発された魔道具』を、エリザベートは設置した。

　一体、何な故ぜか。

　毎日、エリザベートは存分に惰眠を貪る。寝る時は全裸派だ。悪夢のせいで魘うなされたことなど一度もない。寝不足になったこともなかった。日中の行動に支障を来した例もない。

　だが、『拷問姫』も夢は見るのだ。

　夢とわかっていて、起きられない悪夢は性た質ちが悪い。

　自力では目覚められない世界で、エリザベートは無数の咆ほう哮こうを聞く。




　憎らしきエリザベート、おぞましきエリザベート、醜悪で残酷なエリザベートッ！

　呪われよ、呪われよ、呪われよ、呪われよ、永久に呪われよっ、エリザベートッ！




　糾弾の声と数多あまたの呪じゆ詛そが響く。

　民衆の前で『拷問姫』は地獄の業火で炙あぶられる。

　毎晩毎晩、絶えることなく、責め苦は続くのだ。




　しかし、エリザベート・レ・ファニュは魘うなされたことは一度もなく。

　眠るのを、恐れたこともなかった。














　私は、あなた達たちを愛したことなどなかった。

　前回の伝言にて、私はそう断言したかと思います。ですが、それも正確には嘘うそでしかありません。過去の私は、確かにあなた達を愛していました。

　愛しているのだと、頑かたくなに思い込んでいたのです。

　いいえ、それすらも正解からはほど遠い。己にとっても曖あい昧まいな言葉を並べ立てるのは、止やめにするべきでしょう。そもそも、『愛を定義すること』自体が困難なのですから。

　例えば、あなたは己の生きる脆もろい世界を、愛していると言いきれますか？

　日々関わり、接し、何らかの責任を負わねばならない対象全てを、愛していると純粋に断言できるのでしょうか？　恐らく無理だと思います。可能だとしても、ソレは自己欺ぎ瞞まんか、錯覚故の言葉にすぎません。本来もっと様々な感情が混在して然しかるべきなのですから。

　かつて、私もそのように世界を憎みながら愛していました。

　今、世に謡われる『私』の姿のように、無償の愛も、深い慈悲も、本当の私は持ってなどいなかったのです。善人としても悪人としても、私の内部は未完成でした。

　しかし、それもまた、私が行うには奇怪な謙遜にすぎないのかもしれません。

　過去の私は様々な思想、信念、独善に奔走されつつ、憂い、嘆き、悲しみ、それでも親愛と希望に縋すがっていました。今思えば、当時の私の脳髄の中身は灼しやく熱ねつの地獄じみています。

　つまり、私は既に卓越した異常者が持ちえる素質と、

　救世主に相応ふさわしい自信と妄信を、十二分に兼ね備えていたのです。

　そうでなければ、あのような大罪を犯すはずがないでしょう。または、失敗の責を負うことを拒絶したはずです。しかし、私は犯し、負った。

　結果、私は世界で最も矛盾した存在と化しました。

　私は誰よりも罪深く、誰よりも神聖で、誰よりも卑しく、誰よりも尊い。

　稀き代たいの大罪人であり、無む辜この犠牲である。

　そうして、今の私はどうなのかと言えば、

　誠に残念ながら、狂い果てているのです。
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「……んっ、……ふぁっ」

　甘い吐息と共に、エリザベートは目を覚ました。火と呪いに彩られた悪夢の底から、彼女は急浮上する。長い睫まつ毛げを震わせ、エリザベートは瞼まぶたを開いた。

　しなやかに、彼女は体を起こす。

　剥むき出だしの肩から毛布が滑り落ちた。きめ細かな肌が真珠のごとく柔らかな光を帯びる。眠る際、エリザベートは全裸派なのだ。絹糸に似た黒髪が形のいい胸の谷間を流れ落ちた。

　禁忌じみて美しく、静せい謐ひつな光景だ。

　ソレを乱して、エリザベートは小さく鼻を鳴らす。

「……ふんっ」

　簡素な寝室内には、彼女だけがいた。起床時、常ならば傍そばに立つ者の姿もない。

　早朝の寝室へ、エリザベートは機械人形のヒナにだけ出入りを許可していた。起動以降、ヒナは欠かせない戦力を務めながら、メイドの役割も完璧にこなしている。

『おはようございます、親愛なるエリザベート様！　本日も、最愛たるカイト様の麗しさと、エリザベート様の美しさに相応ふさわしい、よき御お日和ひよりですよ！』

　毎朝、ヒナはそう微笑ほほえんでお茶を運んできた。櫂かい人とに遠慮されて以降、彼女はエリザベートの朝の一杯に注力している。気温や湿度に合わせて調合された茶は、常に最高の出来だ。だが、本日、ヒナは不在だった。その理由は寝坊でも遅刻でもない。

　単に、エリザベートが早く目覚めすぎたせいだ。

　外はまだ暗い。夜明けは遠かった。

　現在、ヒナは朝食の準備に取り掛かる前に──彼女曰いわくちょっぴりの間の──お楽しみ中だ。櫂人の部屋の扉に張りつき、寝息に耳を澄ませるのである。何が楽しいのかは謎だ。

　まぁ、害はない。別にいいかと、エリザベートは放置を決めていた。

　一番の問題は別にある。

　窓の外、鎧よろい戸どの向こう側に、ナニカがいるのだ。

　その嫌な気配に、エリザベートは起こされたのだった。特に敵意は感じない。

　だが、妙に『臭かった』。

「全く、どいつもこいつも──畏れもせず、『拷問姫』の城へ何用か」

　エリザベートは低く囁ささやいた。彼女は不機嫌だ。それには理由がある。

　ヴラド・レ・ファニュの討伐後、エリザベートはおかしな騒動に巻き込まれ続けていた。

　先日の『大総裁』戦もそうだ。戦闘より『獣耳』に纏まつわる諸もろ々もろに、エリザベート達たちは振り回された。そもそも、『獣耳』とは何事か。改めて考えてみても、わけがわからない。

　しかし、やっと、城は平穏な状態に落ち着いていた。かと思えば、これだ。

「余の夢見はよくないがな。それでも、惰眠を阻害してきた罪は、やたらめったら重いぞ」

　覚悟せよと、エリザベートは窓辺へ歩いた。鎧戸に手をかけ、彼女はバンッと開く。

　蝙こう蝠もりに似た影が、羽ばたいた。瞬時に、エリザベートは指を鳴らす。

「──『標本造りシルクピン』」

　夜より黒い闇と、紅あかい花弁が舞った。ストンッと、冗談のように軽い音が響く。

　一匹の異形を、彼女は針で貫いたのだ。そのまま、エリザベートはソレを標本のごとく、床に縫い留める。蝙蝠と豚の赤子を混まぜたような使い魔だ。その鉤かぎ爪づめから、何かが放される。

　床に転がったモノを、エリザベートは確認した。彼女は眉を顰ひそめる。

　紅い、花だ。だが、本当は違う。

　ソレの正体は人間の手首だった。

　肘の半ばから切り落とされた腕に、悪趣味な加工を施してあるのだ。切断面付近は、骨が抜かれている。薄く薄く、肉には切れ目が入れられていた。外側へ向けて、肉は綺き麗れいに花開いている。内側から新鮮な紅色が覗のぞく様は、まるで薔ば薇らのようだ。

　骨の代わりにか、中心部には黒く無骨な何かが挿し込まれている。

「手間をかけたわりに、つまらん趣向よな……最初から、中身だけを届ければよかろうが」

　溜ため息いきを吐つき、エリザベートは手首を拾った。穴に入れられたモノは木筒らしい。ソレが柔らかな肉にく襞ひだの中心に突き立てられた様は、男女の情交を連想させた。

　一気にエリザベートは筒を引き抜いた。にちゃりと濡ぬれた音が鳴る。粘液が糸を引いた。

　ぴくりと、彼女は片かた眉まゆを跳ね上げた。筒の形が、やや予想外だったのだ。

　ソレは血涙を流す、聖女像を模していた。

「冒ぼう涜とく、侮辱、叛はん逆ぎやく……どれをとっても正しいのだろうが、意味を汲くみやすすぎではないか？　もう少しこう、だな……いや、工夫をされたところで腹立たしいだけであったか」

　呆あきれながらも、エリザベートは聖女像を確認した。

　細い全身は脂肪と血で穢けがされている。首筋には、断頭台にかけられたような痕があった。一度へし折った後、蝋ろうで補修したようだ。躊躇ためらいなく、エリザベートは線を再度折る。中から、彼女は丸められた羊皮紙を取り出す。紙を開き、エリザベートは文に目を通した。

「……なるほど？　よくあるやつと言えばそうだが、夜明けも待たぬとは迷惑な話よ」

　エリザベートは裸の肩を竦すくめる。彼女は指を鳴らした。白い裸身は闇と花弁に包まれる。

　次の瞬間、『拷問姫』は、黒のボンデージドレスを纏まとっていた。

　派手で大胆な衣い装しようは、エリザベートの好みでもある。だが、この服自体は、彼女が意図して造ったものではなかった。エリザベートの魔力の攻撃性、利用する魔術の偏りが、自然と際どい形を成すのだ。常人ならば恥じる造りだろう。

　しかし、エリザベートは気に入っていた。

　挑発的で恥知らずなカタチは、『拷問姫』に相応ふさわしい。ドレスの裾を翻し、彼女は囁ささやく。

「仕方ない。面倒事は早々に片づけるに限ろう。朝になれば、カイトの阿あ呆ほうもうるさいであろうから、な……ん？　何な故ぜ、主あるじの方が従者に気を遣ってやらねばならんのだ？」

　おかしいだろうと、エリザベートは眉根を寄せる。だが、気を取り直して、彼女は木筒と手首を背後へ放り投げた。ベシャッ、カーンッと、柔らかく、硬い、二種の音が重なる。

　二つは壁にぶつかり、床へ落ちた。その様には一いち瞥べつもくれることなく、エリザベートは歩き出す。彼女の腰で、内側が緋ひ色いろの飾り布が揺れた。

　エリザベートは靴音高く城内を進む。彼女は夜闇に包まれた外へ出た。

　そうして、供の一人も連れないまま、

『拷問姫』は、月光の下を歩き始めた。
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　無防備な話、だが。

　来訪者に対し、『拷問姫』の城は閉じられていない。

　岩で組まれた外観は無骨だ。堅固な要塞じみてすらいる。だが、意外にも防御は手薄だ。

　結界は張られていない。召喚獣や番人も不在とくる。罠わなや動く鎧よろいは配置してあるものの、日頃は置き物と化していた。そもそも、城の存在自体が隠蔽されていない。

　そのため、多くの者に自然と囁ささやかれていた。

　岩造りの城には、『拷問姫』が棲すんでいる。

　御お伽とぎ噺ばなしじみた逸話だった。

　全てはわざとだ。あえて、エリザベートは襲撃の危険に身を晒さらしている。己を悪魔への釣り餌にして、決着を早めるために、だ。だが、水面に垂らした針には雑魚も多くかかる。

　つまり、このような期待外の馬鹿の訪問も、前から結構あった。

「お目通り願えて誠に光栄。美しき『拷問姫』、麗しのエリザベート・レ・ファニュよ！」

　暗い森の中に、感極まった声が響いた。

　驚いた鳥達たちが、ギャアギャアと飛んでいく。

　両腕を広げ、声の主は情熱的に身み悶もだえた。その体を覆う、上質な黒マントも共に揺れる。

　男は山高帽を被かぶり、派手な仮面で顔を隠していた。銀や宝石、ガチョウの羽根に、見る者の意識を集中させ、外見を忘れさせるための工夫だろう。だが、───

「どれほどにこの日を夢見たことか……想像以上の美貌ではありませんか、素晴らしい！」

「へー、そうかー、ふーん」

　男の声は甲高かった。いくら変装を重ねたところで、その特徴を隠さねば無意味だ。

　彼の前で、エリザベートは死んだ目をする。こんな馬鹿が待っているとは予想外だ。

　二人は荒廃した丘を降り、城を囲む森の中に立っている。羊皮紙の記述通りの地点だ。

　頭が痛いと、エリザベートは額ひたいを押さえる。

「こんな夜更けに人を叩たたき起こしておいて、何が『お目通り願えて』か。第一声からふざけたことをぬかすな。縦に叩き切るぞ」

　男はビキッと硬直した。どうやら、出鼻をボキッと挫くじかれたらしい。

　数秒後、彼はわざとらしく咳せき払ばらいをした。怪しげに嗤わらい、男は仕切り直しにかかる。

「ふふっ、流石さすがは『拷問姫』と言ったところですね……その傲慢かつ、不遜な態度。それでこそ、我らを導き、共に歩まれるに相応ふさわしい！」

「いや、この程度の言い返しで、『拷問姫』に相応しき傲慢とは……想定が甘すぎるのではないか？　貴様、どこの貴族のボンボンだ？　一連の言動が教会にバレれば、財の没収どころか異端審問だが大丈夫か？　覚悟をしているようには、とても見えぬのだが……」

　男の興奮にエリザベートは水を注さした。彼はぐらりと揺れる。だが、持ち直したらしい。

　男はふふっと嗤い出す。反応が単純だとツッコミかけ、エリザベートは面倒だと耐えた。

　代わりに、彼女は男の背後へ視線を投げた。木々の間には、黒塗りの馬車が控えている。馬も艶やかな黒毛だ。灯あかりを掲げる御者も、黒服を纏まとっている。一見して、どこの家の者かは不明だ。だが、馬車の側面を確かめれば、紋章を塗り潰した凹凸が判別できた。

　御お忍しのび用の馬車を新調しないとは盛大に詰めが甘い。何よりも、いちいち芝居じみている。

（よくあることだ……よくあることではあるぞ？　だが、どうしたって面倒よなぁ）

　胸中で、エリザベートは呟つぶやいた。一方、男はまだふふふふふと笑っている。

　本題に入る気配がない。仕方なく、エリザベートは疲弊した口調で尋ねた。

「帰ってもよいか？」

「よいわけないでしょう！」

「では、問おう──貴様は悪魔崇拝者か？　反教会勢力か？　または独自の宗教家か？」

「お、おぉ、そこまで目星をつけておいでとは……」

「いや、あんな形状の木筒を送られて、気づかぬ方がどうかしている……まぁ、よいか」

　そう、エリザベートは深く溜ため息いきを吐ついた。呆あきれるのも今更だ。

　このような呼び出しは、前から度々あった。

『拷問姫』は十四の悪魔を殺す女であり、死刑執行人であり、教会の駒だ。それでも冒ぼう涜とく者しや達たちから見れば、未いまだ憧憬に足る存在らしい。彼女の神をも畏れぬ領民の虐殺、騎士達との戦い、特に『串刺し荒野』での凶行は偉業として扱われていた。だが、理想を成した女は神の狗いぬに甘んじている。その現実を許容できない者達は『拷問姫』に誘いをかけるのだ。

　男もその一人だろう。礼をして、彼は再び語り出した。

「どうやら、こちらのことはおわかりの様子……よろしい！　ならば、お話ししましょう。お察しの通り、我々は教会の威圧的、洗脳的支配に反発を覚え、悪魔を信奉する者です」

「それはそうであろうなぁ。見るからに真っ黒であるしなぁ。貴様ら、黒色好きよなぁ」

「神を、聖女を信仰せよと声高らかに叫び、単一の教義を強制する姿勢は、異常と称せましょう。掲げる伝説にも綻びが多い。調べれば調べるほど、我々は奴やつらの教義の正当性に疑いを覚えてなりません。『拷問姫』ならば教会の歪ゆがみに、既にお気づきなのでは？」

「それは、な。教会の伝承は、妄信するには詳細が曖あい昧まいすぎる。書物によっては聖女の記述すら揺らぐ始末だ。一部の異端審問官、聖人の存在といい、派手な歪みも多い。で？」

「故に、我らは奴らが支配する世界の軋きしみを正すことこそを使命としました！　そのためにも、教会、ひいては神の敵対存在である悪魔へと、信心を捧ささげることとしたのです！」

「それはそれで、全く理屈になっておらんのだがな。神が信頼に足りぬから悪魔を、とは……極端から極端に奔はしってどうする。まぁ、いい。問いたいことだけを問おう。そのために、余は下らぬ呼び出しへ足を運んでやった故な」

　再度、エリザベートは深い溜ため息いきを吐ついた。彼女は瞼まぶたを閉じ、開く。

　エリザベートは紅あかい目を光らせた。厳格な審問官のごとく、彼女は男に尋ねる。

「あの肉は新鮮だった……生かしたまま、切り取って造ったのか？」

「おぉ、『贈り物』は喜んで頂けましたか！」

　エリザベートの声音は、氷のように冷たい。だが、男は彼女の変化に気づかなかった。

　仮面を怪しく光らせ、彼は熱狂的に続ける。

「我らは儀式によって結束を高め、神をより冒ぼう涜とくするため、生いけ贄にえを捧げてきました。供物を生かしたまま、多くの芸術品も造ってきたのです。そう貴女あなたの、『拷問姫』のごとく！」

　ピクリとエリザベートは唇の端を吊つり上あげた。男は気づかない。彼女は首を横に振った。

　今までと、エリザベートは態度を一変させた。彼女は甘やかな微笑ほほえみを浮かべる。

「そうか。よりにもよって『余の真ま似ね』と語るか……よかろう。お前達たちは使い魔こそ作れるものの、悪魔の実物を召喚するだけの魔力は持たぬ。それなのに、身近にいない存在へ苦痛を捧げ続けている。そんな有様では同種の組織内でも目立った頭角は現せまい。故に教会の枷かせが嵌はまったものであっても、冠として、余を掲げたい。そんなところであろう？」

「……まさか、こちらの内情までお見通しとは」

「余に謁見と協力を求める人間は、大概ソレが望みであるからな──よかろう。まずは確かめたい。『拷問姫』が座すべきと、貴様が思う場所へ、余を連れて行くがいい」

「なっ、誠ですか？　我らの象徴に──冠となってくださると？」

「くどいぞ。二度も、女に言わせるではないわ」

　ふわりと、エリザベートは白い掌てのひらを差し出した。恐怖か、それとも歓喜故か、男は細かく震える手を伸ばす。滑稽さを見逃し、彼女は優雅にその掌を取った。

　ぐいっと、エリザベートは男を引き寄せる。彼の耳元に唇を寄せ、彼女は甘く囁ささやいた。

「場合によっては、この余が貴様らの退屈な運命を決定的に変えてやろう」

　ソレは蜜のように甘く、毒のように染みる声だった。

　男は飛び上がる。心変わりを恐れてか、彼はエリザベートの手を取ったまま馬車へ急いだ。恭しく、御者が扉を開く。颯さつ爽そうと、エリザベートは中へ飛び乗った。革張りの椅子に、彼女は堂々と腰かける。隣に、男がいそいそと並んだ。彼に一いち瞥べつもくれることなく、エリザベートは足を組む。その口元に、彼女は猫を思わせる笑みを湛たたえたままだ。

　馬に鞭むちが入れられる。馬車は駆け始めた。瞬間、車体は奇妙に揺れた。御者は微かすかに首を傾かしげる。だが、異常は続かなかった。石でも踏んだかと、馬車はそのまま森を駆け抜ける。

　まだ、夜は明けない。

　闇に紛れて、エリザベート達たちは疾とく早く進んだ。
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　水の滴る音が響く。

　灯あかりの届く狭い範囲に、土を固めた通路が浮かび上がった。

　先頭の御者がランタンを揺らす度、床は薄く光る。地下水が溜たまっているのだ。炎の輝きを反射し、水面は複雑に燃えた。金色を踏み砕いて、エリザベート達は進む。

『騎士』に全滅させられた村を越え、彼女達はある廃屋から地下へ降りていた。

　元々は郊外に建てられた貴族の別荘だったという。持ち主は教会の信者でもあったようだ。本館には聖堂が隣接していた。その祭壇に、地下通路へ続く階段が隠されていたのだ。

　何らかの災厄への保険として、別館と本館を行き来できるようにしたらしい。わざわざ祭壇を造り、下に隠すとは、敬けい虔けんか否か不可解な仕掛けだ。

　そう、エリザベートは眉根を寄せた。疑問を察したのか、男は応えた。

『この館の持ち主は、祖父の代まで愚かなことに敬虔な信者でした。ですが、節制の反動により、息子は放ほう蕩とうへ走りましてね。来たる破綻の日、金貸しの手から逃れるべく、残り少ない資金をつぎ込み、逃走経路を造ったとのことです。まぁ、あっさり捕まりましたがね。後日、金貸しの手によって館が競売にかけられた際、私が仕掛けに気づき、買い取りました。建物には手を入れていませんが、隠し部屋は改装済みですのでお楽しみに』

　彼の説明後、こうして、エリザベート達は暗い地下道を歩き続けている。

　道は単調だ。だが、終わりは見えない。エリザベートは、何度目かとなる溜ため息いきを吐ついた。

「で、まだ着かぬのか？　その隠し部屋とやらには」

「歩き辛づらい道が続き、申し訳ありません。もう直すぐそこですので、しばしのご辛抱を」

　言葉通り、男は直ぐに足を止めた。御者は高くランタンを掲げる。扉に彫られた、妙に肉厚的な聖女の裸体画が照らし出された。元の構図は有名な宗教画だ。だが、性的かつ滑稽に各部が誇張されている。不興を恐れる様子で、男は咳せき払ばらいをした。悪趣味とは承知の上らしい。だが、エリザベートにとってはどうでもいいことだった。彼女は無反応を貫く。

　安あん堵どした様子で、男は扉を叩たたいた。くぐもった声が返る。

「『讃たたえるは？』」

「『人の苦痛を味わう方を』」

「『仰ぐべきは？』」

「『貪欲かつ強欲な奈落を』」

　やはり、芝居がかったやり取りだ。聖騎士達たちに目をつけられれば、合言葉を尋ねる暇などないだろう。一瞬で、扉は破られる。意味がない。軽く、エリザベートは額ひたいを押さえた。

　内側から扉が開かれる。首を垂れ、御者は後ろへ下がった。彼は中には入らないらしい。

　エリザベートは男と共に足を進めた。静寂から打って変わって、彼女達はざわめきに出迎えられる。その中から、エリザベートは不穏な声を聴きわけた。

　誰かが低く呻うめいている。

　そして、『拷問姫』は、

　緩やかに顔をあげた。
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　意外にも、部屋の内部は広かった。改装したとの言葉に、嘘うそ偽りはないようだ。

　天井からは上質なシャンデリアが下げられている。タイル製の床には禍まが々まがしい柄の絨じゆう毯たんが敷かれていた。その中央は四角く切り取られている。一部剥むき出だしにされた床上には石の台座が置かれていた。家具は他にない。部屋の用途にはこれだけで十分足りるのだろう。

　台座の周りには、男と同様に黒服と派手な仮面をつけた者達が群がっていた。一風変わった仮面舞踏会という趣だ。しかし、空気は異様な熱を孕はらんでいる。

　一斉に、彼らは顔をあげた。エリザベートは鴉からすの群れを連想した。死骸に群がる、腐肉喰ぐらい達だ。だが、連想内容を知ることなく、黒服達は歓喜の声をあげた。

「おおっ、まさか……我らの下に『拷問姫』が！　遂ついに、念願叶かないましたなぁ」

「なんと美しい。いや、伝え聞く以上の美貌とは。市井の噂うわさも馬鹿にはできませぬ」

「……あの『臆病二世』の卿きようが事を成すなんて。せめて、私が真っ先に挨拶をしなくては」

　複数の囁ささやきには、子供じみた率直な憧れが含まれていた。その全てを、エリザベートは無視する。恋にも似た情熱的な眼まな差ざしに、彼女は一いち瞥べつすら返さなかった。

　紅あかい目に、エリザベートは石の台座だけを映し続ける。

　そこには、一人の娘が磔はりつけにされていた。

　若木を思わせる、未成熟な少女だ。買われたか、言葉巧みに農村から連れ出されたのだろう。その腹部は鴉に啄ついばまれたような惨状と化していた。紅黒く、生々しく、汚らしい。

　彼女は腹を切り開かれていた。

　中は、『丁寧』に掻き混まぜられている。内臓には幾つかの『欠けが見られた』。

　エリザベートは視線を移す。黒服達の手には、食事用の刃物が握られていた。

　フォークやナイフは、一様に血濡ぬれている。銀皿には新鮮な肉片が載せられていた。肝臓や眼球がぬらりと灯あかりを反射する。各々のグラスには、鮮やかな血潮も注がれていた。

　食われながらも、娘はまだ息をしている。

　黒服達たちが無邪気に騒ぐ中、彼女は微かすかに動いた。娘はエリザベートを見返す。残された右目から、彼女は一粒の涙を流した。娘には、舌も歯もない。唇を、彼女は無音で動かす。

『ころして』、と。

『助けて』、ではなかった。

　エリザベートは指を鳴らした。

　ズドンッと、硬い音が響く。娘の心臓に、鉄の杭くいが突き立ったのだ。一拍遅れて、鮮血が噴き出した。シャンデリアが真っ赤に濡れる。生きながら喰くわれていた娘は、絶命した。

『拷問姫』の行動は、あまりにも突然すぎた。部屋は痛いほど静まり返る。

　やがて──恐らく貴族である──黒服達の一人が尋ねた。

「な……何か此こ度たびの贄にえに、お気に障ることでも？」

「あー、うるさい、黙れ。余から諸君に、一つ問いたいことがある」

『拷問姫』の言葉に、彼らは緊張で背筋を強こわ張ばらせた。安心させるかのごとく、エリザベートは艶あでやかな微笑ほほえみを浮かべる。魅力的な表情だ。見み惚ほれて、全員が深い溜ため息いきを吐つく。

　白い腕を、エリザベートは掲げた。彼女は絶命した娘を指差す。

「──この『饗きよう宴えん』に参加していない者は手を挙げよ」

　ざわりと、空気が揺れた。だが、彼らのほとんどは誇らしげに首を横に振った。だが、一人だけ別の反応をした者がいた。周りの敵意に耐えられず、歳とし若い青年が手を挙げる。

　どうやら、この場には誰かの連れとして無理やり同行させられたものらしい。彼の顔色は手を挙げる前から蒼そう白はくだった。刃物も皿も持ってはいない。申告に嘘うそ偽りはないようだ。

「そうか、そうか──把握した」

　ひらりと、エリザベートは手を下げた。彼女に期待の視線が集まる。群衆達の興奮とは異なり、青年は哀れな悲鳴をあげた。贄の儀式への不参加は、『拷問姫』の不興を買う行為だろう。青年は凄惨に殺されるのだ。場に集う誰もが、その期待を隠すことなく震えた。

　青年に、エリザベートはとびっきりの微笑みを向ける。

　そして、彼女は指を鳴らした。

「────────────は？」

　エリザベートの背後で、間抜けな声があがった。

　彼女を部屋まで案内した男が、瞬まばたきを繰り返す。

　彼は首から落ちた、自身の頭を受け止めていた。
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　胴から離れて尚なお、男の頭部は瞬まばたきを繰り返した。

　眼球をぎょろりと動かし、彼は血を噴く己の首元を仰ぐ。間抜けに、男は白目を剥むいた。急に唇が弛し緩かんする。己の頭部を抱えたまま、彼は床に倒れた。足が魚のように数回跳ねる。

　絨じゆう毯たんに血の湖が広がった。紅は徐々に沁しみ込んでいく。

　数秒遅れて、高い悲鳴があがった。室内は恐慌を来す。

　独り冷静に、エリザベートは肩を竦すくめた。

「なるほど？　『拷問姫』のごとくとはよくぞ言ったもの……だがな、卿きようよ？　貴様は勘違いをしていたのだ。余はな、己が糧とした者達たちを、犬いぬ死じに扱いする輩やからは許さぬ。それこそ、馬鹿にしてきた者は全員殺した。だが、ここは確かに、余の開いたかのごとき宴うたげではある。余は悪魔のような女よ。貴様らも同じ。人の道を踏み外した者達と認めてやろう！」

　尊大かつ寛大に、エリザベートは両腕を広げた。血濡ぬれた顔に、彼女は今までとは別種の笑みを浮かべる。凶悪な表情のまま、エリザベートは高らかに告げた。

「ならば、『拷問姫』の領分よ！　悪魔のごとき者を殺すは、同じ外道の為なすべきこと！」

　時に、悪を殺せるのは同じ悪だけだ。

　世界において、ソレは一種の真理でもある。

　正義を謳うたう者に、地下の宴を知る術すべはない。ここに招かれるのは、悪に憧憬される悪のみだ。また、この饗きよう宴えんの悪辣さを正確に読み取れるのも悪に限られた。

　エリザベートは察している。情けは無用だ。最も早はや、恩赦は下らない。生きたまま喰くわれたのは、目の前の娘だけではなかった。壁には何百という犠牲者達の血が沁み込んでいる。

　ここは、『悪魔の宴』と呼ばれるに相応ふさわしき場だ。

　ならば、『拷問姫』の成すべきは一つだけだろう。




「『エクセター公の娘ドーター・オブ・エクセター』！」




　エリザベートは叫んだ。闇と花弁の渦が巻き起こる。黒と紅の嵐が、室内を吹き荒れた。

　嘘うそのように、乱舞は収まる。後には、可か憐れんな少女が立っていた。

　客人達は怯おびえ、身を竦ませた。次々と戸惑いの声があがる。

　少女は彼らにお辞儀をした。琥珀の瞳に似合う、亜麻色の髪が揺れる。深緑色のドレスは大人しいデザインで、陶器製のブローチと白いレース襟えりに飾られていた。一見して普通の少女だ。だが、異様なことに、彼女は四人存在した。寸分違たがわず、同じ顔が並んでいる。

　四つ子、とも違うのだ。これほどの一致は人間ではあり得ない。悪夢じみた光景だった。

　袖から伸びる腕も、人間のモノではない。指は金属製で、人の四肢を縛めるのに適した形をしていた。まるで深窓の令嬢の肉体の一部を、拘束具に置き換えたかのようだ。

　しずしずと、少女達たちは台座に近づいた。拘束具が、贄にえに突き立つ杭くいを掴つかむ。

『せ、えのっ！』

　掛け声に合わせ、少女達は杭を引き抜いた。噴き出した血潮を浴びつつ、彼女達は死骸を床に転がす。臓物がぶちまけられた。高価な絨じゆう毯たんは台無しになる。上品に四人は並んだ。

　蜜のように、毒のように、エリザベートは甘く囁ささやく。

「審判は下った。余が下した──この余が、貴様らの退屈な運命を決定的に変えてやろう」
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「ぎゃぁああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　激しい悲鳴が起こった。

　生々しくも耳障りな音が続く。それに壮絶な呻うめき声ごえが重なった。

　人の胴体が、真ん中で千切られたのだ。皮膚と肉の裂け目から、大量の内臓が零こぼれ落ちる。既に、床には何人分もの死骸がぶちまけられていた。濃厚な血臭の中でも、少女達は無邪気な微笑ほほえみを絶やさない。当然だ。『エクセター公の娘ドーター・オブ・エクセター』は伸張拷問台の化身である。

　人間を伸ばすことに、彼女達は嫌悪も疑問も持ちはしない。

　新たな死骸を投げ捨てると、少女達は歩き出した。壁際に固まる人々の前を、彼女達は往復する。やがて揃そろった動きで、少女達は太った男を指差した。

『あなた』

　下手に動けば選ばれる。その恐怖から、彼は息を殺していたのだろう。それでも尚なお指名された事実に、男は目を剥むいた。唾つばを呑み込んだ後、彼は喉が壊れたような叫びをあげる。

　逃げられる前に、少女達は素早く手を伸ばした。拘束具で、彼女達は犠牲者の四肢を固定する。豚のごとく、少女達は男を吊つり上あげた。仲良く息を合わせ、彼女達は獲物を運ぶ。

『せ、えの。せ、えの。せ、えの。せ、えの。せ、えの』

「嫌、いやだ、助けてくれ、頼む、何でもやる、いやだ、いやじゃぁあああああ、がっ！」

　まな板に叩たたきつけるように、少女達は太った男を石台に落とした。そのまま、四肢を引き始める。一部破壊されながら男の関節は外れた。皮膚が破け、肉が伸び、断裂していく。

　男は濁った声で叫んだ。だが、少女達は微笑み続ける。ご機嫌で、彼女達は歌を紡いだ。

『お父様は問われたわ。あなたはいい人？　悪い人？　悪い人なら体を伸ばして、懺ざん悔げの時間といたしましょう！　泣いて叫んで訴えてっ！　それでも、私は放しません！』

「やべでっ、やべでぐれっ、えりざべぇとっ、えりざべえぇえええええええええええっ！」

「ハッ、豚のように鳴くでないわ。貴様らも、己の成した経験から知っておろう？　本来ならば、絶命まではもっと時間をかける。だが、『後がつかえている』故、短時間で終わらせてやるのだ。泣かれる謂いわれなどありはせぬぞ？　余の慈悲に存分に感謝するがよい」

　エリザベートは鼻で嗤わらった。最も早はや叫ぶことすらできず、男は泡を噴く。眼球が膨張し、股間から尿が垂れた。生々しい音と共に、彼の体から中身がドッと零こぼれ落ちる。

　少女達たちは動きを止めた。つまらなさそうに、彼女達は辛うじて腸で繋つながった体を投げ捨てる。柔らかな髪を揺らし、少女達は振り向いた。八つの無む垢くな瞳を、彼女達は瞬まばたかせる。

　もう生き残りは僅かだ。それでも、人々は恐怖で固まったまま動かない。

　再度、少女達は前に進み出た。幼い手が、独りの女を指差す。

『次はあなた？　次はあなた？　次はあなた？　次はあなた！』

「お許しを！　どうか、お許しを『拷問姫』、あぁ、お慈悲を！」

　黒く塗った肉厚な唇を震わせ、女はエリザベートの前に飛び出した。震えながらも跪ひざまずき、彼女は祈るように手を組み合わせる。泣きながら、女は死に物狂いで訴えた。

「私達にこれほどの罪があると？　貴女あなたとて、教会の歪いびつさはおわかりでしょう？　それなのに……あぁ、それなのに、何な故ぜ！　何故、こんな残忍な裁きを！」

「教会の歪さならば、存分に承知しておるわ。異端審問官を抱え、過激派の跋ばつ扈こを許し、聖人を保有する奴やつらは、その歪さ故にいつか致命的事態を招くかもしれぬ……だが、な」

　女の顎に、エリザベートは長い指を添えた。彼女は女に顔をあげさせる。

　紅あかい唇を歪ゆがめ、エリザベートはいっそ優しく囁ささやいた。

「その現実と貴様らの饗きよう宴えんに、なんの関係がある？」

「それ、は……それは私達の叛はん意いを教会に示すための、悪魔信仰の」

「いいや、違うな。隠さずともよい。語るのならば、高慢に語れ。愉たのしかったのだろう？　わかるぞ。人の苦痛は悦楽であり、悲鳴は快楽だ。存分に味わい、平らげたのであろう？　ならば喰くった皿の精算の時よ。別の権威への不満は、貴様らの悪趣味の理由にはならぬ」

　エリザベートは片足を振った。女の使っていた銀皿を、彼女は蹴り飛ばす。上にへばりついていた、生肉が飛び散った。他の皿よりも量が多い。女はヒュッと喉を引き攣つらせた。

　歯を鳴らして、女は震え始める。その顎を優しく撫なで、エリザベートは続けた。

「教会が悪魔と敵対し、世界の秩序を守る限り、余は奴らの狗いぬでいてやろう。その末に、己の平らげた皿の代償として火刑となる。そう選んだのだ。実に、余に相応ふさわしき結末よ」

「な、ぜ……何故？　屈辱ではないというの？　貴女は悪魔さえも超える力を手にしながら……今も新たな悪魔を呼び、契約を交わせば教会の枷かせすら外せるのでしょう？　それなのに、何故甘んじて家畜のように死ぬなど！」

「逆に聞きたいのだが……何故、そんなことをする必要がある？」

「えっ？」

『拷問姫』の問いには、純粋に不思議がる響きがあった。一瞬、女は己の窮地を忘れる。

　間抜けな沈黙が広がった。濃厚な血臭の中、エリザベートは穏やかに女を見下ろす。

　どこか聖女すら連想させる顔で、彼女は淡々と囁いた。

「圧制者は殺され、暴君は吊られ、虐殺者は惨殺される。それが世の定めだ。拷問の最後は自身の悲鳴で飾り、一片の救いもなく地獄に堕おちる。そうして初めて拷問者の生涯は完結するのだ──それなのに何な故ぜ嫌がる？　貴様らはそんなことさえ知らなかったのか？」

　そうかとエリザベートは顔を伏せる。彼女の表情は黒髪に隠された。だが、女は否いや応おうなく察する。『拷問姫』は激怒していた。鋭い殺意を舌に乗せ、エリザベートは囁ささやく。

「そうか、そうか……そんなことさえ知らぬまま、無む辜この血肉を貪った、か」

『拷問姫』は顔をあげた。壮絶に、エリザベートは微笑ほほえむ。

　ポンッと、女は肩を小さく硬い手に叩たたかれた。恐る恐る、女は振り向く。全く同じ顔が四つ、女に無む垢くな笑みを向けた。女は悲鳴をあげる。だが、その四肢は素早く拘束された。

『エクセター公の娘ドーター・オブ・エクセター』は、女を引きずり始める。死体を蹴飛ばし、少女達たちは歌を紡いだ。

『お父様は言われたわ。あなたはいい人？　悪い人？　悪い人なら体を伸ばして。懺ざん悔げの時間と致しましょう。叫んで泣いて訴えてっ！　それでも、私は放しません！』

「いや、いや嫌よ、いやぁあああっ、お助けを、『拷問姫』お慈悲を、どうか！　いいえ……あぁ、いいぇっ、謝るものか！　畜生、呪ってやる！　呪い殺してやる、この牝めす豚ぶた！　ふざけやがってアンタも同じだろ！　神にも悪魔にも救われぬ恥知らずがぁああああ！」

「そうとも、その通りっ！　余は誰にも救われぬ！　神も悪魔をも救わぬ女を、誰が救うと言うのか！　それでいいっ！　それでいいのだ。死まで余を罵るがいい、愚か者よ！」

「地獄に堕ちろ地獄に堕ちろ地獄に堕ちろ地獄に堕ちろえりざべえええええぐぼえぶっ！」

　甲高い悲鳴は、濁った音で途切れた。女の腹が引かれ始めたのだ。コルセットに強く締めあげられた腰が軋きしむ。女は舌を突き出し、涎よだれと血を垂れ流した。歪いびつな形で、腹は弾はじける。

　血と肉の飛沫しぶきと共に、エリザベートは憎悪を受け止めきった。少女達は手を離す。どしゃりと屑くず肉にくの山が落ちた。最も早はや懇願をする者は、誰もいない。淡々と、処刑は続く。

　やがて、エリザベートは緩やかに辺りを見回した。

　部屋に動く人間はいなくなった。宴うたげは終わったのだ。

　そう、彼女が判断しかけた時だった。

「うわああああああああああああああっ！」

　滑稽な声があがった。部屋の隅から、誰かが矢のような勢いで駆け出す。

　まだいたかと、エリザベートは指を鳴らしかけた。だが、寸前で、彼女は動きを止める。

「…………貴様は」

　血の気の失うせた顔で、青年が歯を食いしばっていた。何かを覚悟した様子で、彼は奥へ奔はしる。青年は腕を伸ばした。壁に飾られた斧おのを掴つかみ、彼は巨大な刃やいばを『拷問姫』に向ける。

　静かに、エリザベートは青年を見つめ返した。

　ただ一人、生き残らせるはずだった相手、

　宴に不参加だった者を。
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　青年の瞳には、無謀な勇気が燃えていた。何を決意したのかは、容易たやすく察しがつく。

　やれやれと、エリザベートは肩を竦すくめた。

「貴様は急にどうしたのだ？　突然、勇者にでもなったつもりか？　そもそも、貴様は『饗きよう宴えん』には参加していないのであろう？　……余に殺す気はないが？」

「黙れ！　お前も……お前もここの連中と同じだ！　何な故ぜ、こんな残虐非道を為なせる！」

　唾つばを飛ばして、青年は叫んだ。目の前で繰り返される暴虐に、彼の精神は擦り切れたのだ。力を持たずとも、青年は戦うことを選択した。だが、エリザベートは首を横に振った。

「問いたいのだが。何故、貴様はその蛮勇を、娘が生きている時に奮ってやらなかった？」

「……そ、れは」

　青年は斧を握る手に力を込めた。彼の皮膚の下で、指の骨が浮き上がる。

　エリザベートは溜ため息いきを吐ついた。彼女は周囲の凄惨な光景を見回す。役目を終え、『エクセター公の娘』は整列したままだ。彼女達たちから視線を逸そらし、エリザベートは囁ささやいた。

「いや……光景の残忍性に耐えきれなかったのであれば、こ奴やつらが生きている時でもよかった。何故、今だ？　吼ほえて何の意味がある？　誰の苦痛が癒える？　今更、」

「うるさい、黙れ、怪物が！　あぁ、そうさ……もう悔いているさ。悔いているとも！　僕は部屋に入って直すぐに、こうするべきだった！　償いは長く、なんでもしようとも！」

「そうか……どの程度かは知らぬがな。覚悟があるのならば、余は何も言うまい」

「ただ、今はお前を殺さなければならない！　怪物を生かしたまま、前に進めるものか！」

　目に涙を浮かべ、青年は叫んだ。把握したと、エリザベートは頷うなずく。

　人は怪物と出会った時、

　己に害を為すモノでなくとも、殺さなくてはならないことがある。

　それが、人と怪物の宿命だ。

　高く斧を掲げ、青年は『拷問姫』へ切りかかった。だが、彼の動きは悲しいほどに遅い。エリザベートが指を鳴らせば終わる。だが、彼女は動かなかった。

　ただ、エリザベートは穏やかに青年を見つめ返す。

（それも、また世界の真理であろう）

　時に、悪を殺せるのは悪だけで、

　負の連鎖を終わらせるのは正義だけだ。

　エリザベート・レ・ファニュは動かない。彼女の身に、処刑斧に似た刃やいばが迫る。

　その、瞬間だった。

「えぇ、この所業だけを見れば、そう思われるでしょう。それもまた逃れようのない真実」

「………ん？」

　凛りんとした声が、場を震わせた。トンッと、エリザベートの前に細身の影が舞い降りる。

　軽やかに、メイドが着地した。

　場違いにもほどがある服装だ。だが、銀髪の下の翠みどりの目は、どこまでも真剣だった。

「──ですが、怪物などと、この私が絶対に呼ばせはしない」

「ヒナ？」

　エリザベートは、彼女の名前を口にする。

　メイド──ヒナは、手にした槍斧ハルバードを一いつ閃せんした。

　青年の斧おのが、柄から断たれる。回転しながら、刃は宙を舞った。ソレは死体の上半身に突き刺さる。青年は足を縺もつれさせた。槍斧を振り抜いた姿勢のまま、ヒナは低く囁ささやく。

「私の親愛なるエリザベート様に、無礼を働くな」

「えっ……なっ……」

「行っきまーすぞーっ！　ほ────────────────────────いっ！」

　青年は戸惑いの声をあげる。そこに、明るい大声が重なった。

　いつの間にか、入り口は大きく開け放たれていた。そこから、重量のある影が飛び込む。

　巨大な骨付き肉だ。

　回転しながら、肉はべっちーんと青年の顔に炸さく裂れつした。意味不明な光景だ。だが、威力はあったらしい。青年はばたーんっと後ろへ倒れた。そのまま動かなくなる。
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　脳のう震しん盪とうを起こしたらしい。なんだこれはと、エリザベートは瞬まばたきを繰り返した。

　夢ではない。現実だ。彼女の前後には、よく見知った二人が立っている。

　即すなわち、ヒナと『肉屋』が。

「いや、待て……なんで、お前達たちはここにいるのだ？」

「なんとなくですが！」

「後をつけましたぞ！」

　惨劇を背景に、二人はふふんと胸を張った。

　なんとなくかと、エリザベートは頬を掻いた。実は青年が切りかかってきた時、彼女ならばあれだけ遅らせても反撃は十分間に合った。別にピンチでもなんでもなかったのだが。

（これも、なんとなく、ではあるが、）

　とても助けられたような気が、しないでもなかった。
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　暗い夜道を、馬車はガタゴトと進む。

　行きに手綱を取った御者は、既に逃げていた。今は、『肉屋』が代わりを務めている。この程度、お安い御用お手のものとのことだ。その腕は本物の御者を遥はるかに上回っている。

（つくづく、特技の多い謎の男よ）

　そう考えながら、エリザベートは隣のヒナを盗み見た。彼女は無言だ。エリザベートも同じく沈黙を保つ。だが、互いの表情は真逆だった。

　ヒナは微笑ほほえみ、エリザベートは不機嫌に眉根を寄せている。

　やがて、エリザベートはヒナから顔を背けた。彼女はぼそりと囁ささやく。

「……よいのか、ヒナ？」

「何が、でしょうか？」

「あの部屋にて、貴様も余の成した凶行を見たであろう。怪物とは呼ばせぬなどと言っていたが……貴様の主あるじはカイトだ。余にまで媚こびを売る必要はない。日頃の献身的な働きには助けられている。だが、別に親しみは装わずとも」

「勘違いなさらないでください、エリザベート様」

　凛りんとした声が響いた。頬を張られたように、エリザベートは再度ヒナに顔を向ける。

　ヒナはじっと彼女を見つめていた。薄闇の中、翠みどりの目は宝石のように輝いている。そっと、ヒナは口を開いた。穏やかに、彼女は語り始める。

「私は人間のような倫理観を持ってはおりません。ですが、過去に貴女あなた様さまの行ったこと、今もお持ちになる残虐性は、多くから石を投げられるものと理解しております。その事実は、私には否定できません……ですが、守りたい者も、親しく思う者も、自ら決めます」

　私の心は、私だけのモノです。

　ソレは愛いとしの主あるじにも否定されない。

　そう、ヒナは断言した。エリザベートは応えない。ただ、彼女は視線を虚空に投げる。

　やがて、エリザベートは不思議そうに問いかけた。

「……実に謎だ。一体、余のどこに、お前がそのように慕う要素がある？」

「ふふっ、たっくさんございますとも……でも、詳細は内緒です。それはいつか、エリザベート様がご自身で気づかれるべきことですから。ヒナは教えられません」

　悪戯いたずらっぽく、ヒナは己の唇に指を当てた。

　エリザベートは応えない。虐殺を果たした『拷問姫』は自身を肯定しなかった。その隣で己の心をはっきりと認め、機械人形は微笑ほほえみ続ける。

　馬車の御者台で、『肉屋』はハイホーッと謎の声をあげた。エリザベートは低く囁ささやく。

「手厳しいことよな」

「えぇ、ヒナはカイト様には甘々ですが、親愛なる御お方かたにも時には厳しいのです！」

　えっへんと、ヒナは胸を張った。負けたと、エリザベートは首を横に振る。彼女は顔の強こわ張ばりを解いた。エリザベートは、本日初の自然な微笑ほほえみを浮かべる。彼女は一つ頷うなずいた。

「面倒になる故な、此こ度たびのことは」
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「えぇ、カイト様には内緒ですね」

　女同士の約束だと、二人は視線を交わす。それから、彼女達たちは思わず笑い合った。

　ハイホーッと、再び謎の声が響く。

　ガタゴトと馬車は明け方の道を進む。

　城では、愚鈍でお人ひと好よしの青年がまだ眠り続けているだろう。














　そもそも狂う、とは、

　どのような状態を指すのでしょう？

　それについて考え始めると、私は正気を失います。狂っていると自称しながら、今更だとあなたは思うかもしれません。仰おつしやる通り。しかし、事実である以上、仕方がないのです。

　私には本気でわかりません。一体いつから、私は狂い果てていたのか。

　世界の刻限を定めた時か。この世に絶望の種を撒まいた時か。己だけの従者を造った時か。

　覆しようのない、最悪な事態を引き起こした時か。全ての責を負うと、決めた時か。

　それとも遠い遠い昔──、

　あの召喚を決意した時か。

　世界を救いたいと、望んだ時か。

　それでは、『私』という存在が、生まれながらに歪ゆがんでいたことになりませんか？

　私自身が誤りであった。生まれたことが間違いだ。流石さすがにそう責められるのは理不尽です。赤子に咎とがは負えない。ならば、間違えたのはそんなモノを創り出した世界の方では？

　いえ、勘違いは止やめてください。私にはあらゆる非難を受ける覚悟があります。敬愛や妄信を捧ささげられている現状より、そちらの方が心地いい。同時に、私は痛切に思うのです。

　私を責められる人間など、この世界にいるのでしょうか？

　そう、誰に責められるものか。お前達たちに、そんな権利があるものか。

　何も知らないくせに。

　何一つわかってなどいないくせに。

　私は聖女ではない。受難の女ではない。尊き者ではない。

　所詮、ただの人間だ。狂人だ。

　それでも────、

　それでも、私は、

　ずっと、一人で。
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　起動させられた、その時から、

　機械人形のヒナは、瀬せ名な櫂かい人との永遠の恋人だ。

　彼が病める時も健やかなる時も、彼女は櫂人の兵士であり、愛玩具であり、性具であり、何より伴侶であり、そして、メイドである。常に愛情深く、献身的、それこそがヒナだ。

　だが、そんな彼女にも、恋人には言えない秘密があった。

　ソレは朝食準備に入るまでの『ちょっぴりの間』のことだ。

　毎日、ヒナは櫂人の部屋の扉にぺたりと張りつく。前世の経験から、彼は時折悪夢に魘うなされることがあった。そういう時は偶然を装って、彼女は櫂人を起こすように心がけている。だが、彼の眠りが安らかな場合は、めくるめくお楽しみの時間の始まりだった。

　櫂人の寝息を堪能することが、ヒナの『秘密の趣味』なのだ。

　今日も今日とて、彼女は機械人形の聴力をフル活用している。

　聞こえる声に、ヒナはくるくると無意味に指先を回した。

「ハァハァ……カイト様。今日も安らかかつ無防備にお眠りになられて、なんて可愛かわいらしいのでしょう！　カッコいいのに愛らしいなんてズルいです！　世界一です！　ヒナは毎日メロメロです！　……キャッ、今、『んっ』って仰おつしやいましたね、えろてぃっく！　あぁ、この胸の望みが叶かなうのならば、毎朝、熱いチューで起こして差しあげたい。キャッ」

「う、うーむ、今声をかけては危険な予感がひしひしとしますぞ。ですがぁ、竜の穴に入らねば竜の子は得られず！　頑張りますぞい！　と、言うわけで……麗しきメイド殿？」
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「キャアッ！　だ、誰ですか！　私の独り言を聞くのは！」

　ぴょこんっと、ヒナは飛び上がった。即座に、彼女は臨戦態勢に移る。

　普段、ヒナは好んで槍斧ハルバードを使用していた。だが、素手でも十分強い。熊の首くらいは折れるし、蹴りで人間の頭ももぎ取れる。相手は、その事実をよく知っていた。

　バッと手を挙げ、彼は素早く降参する。

「敵ではありませんぞ！　みんな大好き、気づけばお傍そばに！　あなたの『肉屋』です！」

「……あら、『肉屋』さん？」

「私、アナタ、トモダチ！」

「これは失礼しました……『肉屋』さんなら、カイト様に私の独り言をお話しにはなりませんよね？　エリザベート様の城にようこそ。本日はなんの御用でしょうか？」

「ううっ、信頼度が低ければ、首と胴が泣き別れになっていた予感がしますなぁ」

　彼はフルフルと震えた。その背中に担がれた、丸くて大きなバツ印つきの袋が揺れる。

『肉屋』とは『拷問姫』の城に通う、亜人の商人だ。黒い襤ぼ褸ろ布で鱗うろこの生えた手足以外を覆った、謎の人物である。彼が子犬のように怯おびえる様を見て、ヒナは慌てて慰めた。

「まぁ、そのように怯えないでくださいませ！　ご心配なく。最愛なるカイト様の敵にでもならない限り、このヒナ、『肉屋』さんを攻撃するようなことはいたしませんとも！」

「安心できるようで心に染みる、怖いお言葉を頂きました……ううっ、しかし話が進まないので気を取り直してですなぁ。朝早くから失礼したのは実は忘れ物をしたからでして」

「あら、何をお忘れに？」

「いや、骨付き肉を一つ」

　瞬間、櫂かい人との寝室から、『またか、お前！　どうやって忘れるんだよ！』と声が響いた。その割に目覚めた気配はない。律義なツッコミだ。一方、ヒナはおっとりと小首を傾かしげた。

「あらあら、まぁまぁ……残念なお知らせですが、昨晩酒盛りの際に、エリザベート様が炙あぶって召し上がっていらした気がします」

「なんと、時既に遅し！　ううっ……肉の一生は儚はかなく短い」

「うーん、ですが、氷精式冷蔵庫から取り出した別の品かもしれませんし……そうですね。いつもより早い時間ですが、私はエリザベート様のお茶の準備をしに厨ちゆう房ぼうへ移動することとします。よろしければ、ご一緒しませんか？」

「おおっ、実にありがたい！　よろしくお願いいたしますぞ！」

　ヒナの付き添いなく、厨房には入れない。可能ではあるものの、エリザベートにバレた場合が怖いのだ。願ってもないと、『肉屋』はぴょこぴょこと飛び跳ねて喜ぶ。

　ヒナは優しく微笑ほほえんだ。本日のお楽しみは早々に切り上げ、彼女は先に歩き出す。

　かくして、二人は厨房へ向かったのだ。

　特に、全く、考えなしに。
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　もう一つ、ヒナには朝の日課がある。

　エリザベートに目覚めのお茶を淹いれるのだ。

　気温や湿度、天気に合わせた最高の一杯を、ヒナは常に心掛けていた。何せ、朝の主人達たちには他に手をかけられる点が少ない。エリザベートのドレスは魔力製で、着替えなどの準備は必要なかった。櫂かい人とには朝の手伝いや飲み物の配膳は、固く辞退されている。

　ならば、エリザベートの茶に注力するのみだ。

　本日もメイド魂を燃やし、ヒナは茶葉の調合に取り掛かった。

　今朝はやや肌寒い。雨まではいかなくとも、曇りになるだろう。

「では、一日の始まりを心地よく切れるような、体をほどよく温めるお茶としましょう！」

　方針を定め、ヒナは白塗りの棚を開いた。中には、立方体の箱が幾つも並べてある。

　数個の蓋を開き、ヒナは銀のスプーンで茶葉を掬すくった。体を温める効果のある葉、爽やかな風味の葉を、彼女は絶妙な割合で混まぜていく。次に、紅あかい乾燥花弁と橙だいだいの実を入れた。

　これで、お茶は透明感のある朱色になるはずだ。甘く、気分の和らぐ香りも追加される。

　無事、ヒナは調合を終えた。さてと振り向き、彼女は瞬まばたきをする。

　氷精式冷蔵庫の前では、『肉屋』が頭を抱えていた。ヒナは彼の背後に駆け寄る。

「どうなされたのですか、『肉屋』さん？」

「正式に納品済みの骨付き肉は、全て残されていたのですぞぉ。即すなわち、昨夜、エリザベート様が平らげられたのは、私の忘れ物ですなぁ。うっうっうっ、無情ですぞぉ」

「あらあら、お気の毒です。でも、エリザベート様なら、この世界の誰が食べるよりも、美お味いしく召し上がられたことと思いますよ！」

「よよよ、それだけが救いですなぁ……美味しく頂かれることこそ、肉の幸いにして喜び」

「えぇ、そうですとも。どうか元気をお出しになってください！　『肉屋』さんにも軽食をお作りしますからね……えっと、その前に、念のため今一度空模様を確認……あら？」

　厨ちゆう房ぼうは石造りで狭く圧迫感がある。だが、換気用の窓は設けられていた。そこに駆け寄り、ヒナは眉根を寄せる。人工骨格を軋きしませつつ、彼女は鉄格子の隙間に頭を押し込んだ。

　首を伸ばし、ヒナは城の正門付近を眺めた。外へ向かう人影を、彼女は確認する。

　卓越した視力で、ヒナは闇の中でも艶やかな黒髪を見て取った。

「………エリザベート様？　今はまだお休み中のはずでは？」

「むむっ、確かに、あの背中からもわかる美貌！　ずばり、エリザベート様ですな！」

　ヒナの隣に、にょっと『肉屋』の頭が生えた。だが、彼は小柄だ。どうしたのかと思えば、持参の袋を踏んでいる。更に、『肉屋』はプルプルと震えながら爪先立ちをしていた。

　無理やりな出現にも全く動じず、ヒナは尋ねる。

「あら、『肉屋』さんにも、おわかりになりますか？」

「ふっふっふっ、何を隠そう、この『肉屋』の出来は、ただの亜人とはこっそり大きく違いますからなぁ！　無駄に長生きをしているわけではありませんぞぉ！」

　えっへんと『肉屋』は胸を張った。だが、彼はそこでバランスを崩す。ぐらぐらした後、『肉屋』は再度胸を張った。凄すごいですねぇとヒナは拍手をする。ここにツッコミは不在だ。

　二人が和やかに話す間も、エリザベートは進んでいく。彼女は森の奥へ消えた。

　ヒナは首を傾かしげた。どうもおかしい。夜明け前に、どこへ行くのか。ヒナは腕を組んだ。『肉屋』も真ま似ねをする。彼女と彼は揃そろった動きで窓から離れた。二人は顔を見合わせる。

「うーん、私の勘ではなんだか、これは」

「とっても、事件の香りが致しますなぁ」

　うんうんと、ヒナと『肉屋』は頷うなずいた。

　この時を境に、二人の短い大冒険は幕を開けたのだ。
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　二人共、悩む前にまず行動派だ。

　決断後、ヒナと『肉屋』は颯さつ爽そうと動き出した。念のため、ヒナは魔道具の革鞄かばんを持っていく。すたこらさっさと、彼女達たちは外へ急いだ。二人はエリザベートのいた森へ入る。

　幸いにも誰にも見つかることなく、彼女達は茂みに隠れられた。

　汚さないよう、ヒナは慎重にメイド服の裾を抱える。ひょいっと、彼女は隣を見た。

　そこには緑の塊がいた。いつの間にか、『肉屋』は布に大量の葉っぱをくっつけている。

「本格的ですねぇ」

「ふふふっ、今こそ世界に流通経路を設けるための長き戦いの中で、培った経験が活いかされる時なのですぞ！　『肉屋』、野戦形態ですとも！」

　ヒナの言葉に、『肉屋』は自信満々で応えた。遠い城内にて、『本当に意味あるのかそれぇ！』という、櫂かい人との寝言兼ツッコミが響く。だが、悲しいことに、聴く者は皆無だ。

　一方、暗い森の中では、感極まった声があがった。

「お目通り願えて誠に光栄。美しき『拷問姫』、麗しのエリザベート・レ・ファニュよ！」

　驚いた鳥達が、ギャアギャアと飛んでいく。ヒナ達は頭を引っ込め、戻した。

　両腕を広げ、言葉の主は情熱的に身み悶もだえている。一方、エリザベートの纏まとう空気はどんよりと濁りきっていた。どうやら、会いたい相手というわけではないらしい。

　ふむふむと、ヒナと『肉屋』は相手側の観察に移った。

　中年の男だ。上質な黒マントで全身を覆い、山高帽を被かぶっている。顔には派手な仮面が輝いていた。それのみに注目を集め、他を印象に残らないようにするための工夫だろう。

　その割に、声が甲高かった。ヒナの記憶装置を利用すれば、簡単に照合は可能だ。

「……『肉屋』さん、失敬な印象かもしれませんが、相手はお馬鹿な予感がします」

「大丈夫ですぞ、麗しのメイド殿。アレはお馬鹿で間違いないやつです」

　ヒナと『肉屋』は神妙に頷うなずき合った。二人は身も蓋もない人物評価を終える。

　その時、エリザベートが口を開いた。

「こんな夜更けに人を叩たたき起こしておいて、何が『お目通り願えて』か。第一声からふざけたことをぬかすな。縦に叩き切るぞ」

「ふふっ、流石さすがは『拷問姫』と言ったところですね……その傲慢かつ、不遜な態度。それでこそ、我らを導き、共に歩まれるに相応ふさわしい！」

「いや、この程度の言い返しで、『拷問姫』に相応しき傲慢とは……貴様、どこの貴族のボンボンだ？　一連の言動が教会にバレれば、財の没収どころか異端審問だが大丈夫か？」

　ヒナ達たちの判断を肯定するように、エリザベートも次々と辛辣な言葉を投げた。出鼻を挫くじかれながらも、男はなんとか語り続ける。数回のやり取り後、エリザベートは尋ねた。

「では、問おう──貴様は悪魔崇拝者か？　反教会勢力か？　または独自の宗教家か？」

　なるほどと、ヒナと『肉屋』は頷いた。相手の正体は実に単純明快だった。

　反教会勢力が、エリザベートに誘いをかけに来たのだ。ヒナにもその狙いは理解できる。

　美しくも強く、稀き代たいの大罪を背負う『拷問姫』は象徴的存在だ。

　彼女を手に入れたいと願う人間は、世界に数多いだろう。男もその一人なのだ。

「どうやら、こちらのことはおわかりの様子……よろしい！　ならば、お話ししましょう。お察しの通り、我々は教会の威圧的、洗脳的支配に反発を覚え、悪魔を信奉する者です」

「それはそうであろうなぁ。見るからに真っ黒であるしなぁ。貴様ら、黒色好きよなぁ」

　エリザベートの指摘を、男は肯定した。話は教会の矛盾に関する内容へ移行する。

　ヒナと『肉屋』はふんふんと頷いた。教会の歪ゆがみについては、ヒナも軽く把握している。クルーレスという異端審問官について、彼女は櫂かい人とから聞かされていた。また、『拷問姫』に悪魔との戦いを任せ、正義を謡う教会に、ヒナも思うところがある。

　一方、『肉屋』は特に感想はないらしい。葉っぱで飾ったフードの中は、ただ真っ黒だ。

　不意に、エリザベートは思いがけない言葉を続けた。

「あの肉は新鮮だった……生かしたまま、切り取って造ったのか？」

「おぉ、『贈り物』は喜んで頂けましたか！」

「……『贈り物』？」

　ぼそりと、ヒナは訝いぶかしげに呟つぶやいた。どうやら、男はエリザベートに何かを渡したようだ。ヒナは男の言葉を反はん芻すうする。『新鮮な肉』、『生かしたまま』『切り取って』。

　間違いなく、ロクな品ではない。隣の『肉屋』も今度は反応をした。

「むぅっ、生きたまま切り取った肉が、必ずしもよいとは限らないのですぞ。倉庫で熟成させた方が旨うまい肉もありますし、血抜きの有無によっても味は大きく異なります」

『肉屋』の蘊うん蓄ちくはどこまでも続く。相あい槌づちは控え、ヒナはエリザベート達たちの会話に集中した。

　更に、男は堂々ととんでもない演説を続けた。

「我らは儀式によって結束を高め、神をより冒ぼう涜とくするため、生いけ贄にえを捧ささげてきました。供物を生かしたまま、多くの芸術品も造ってきたのです。そう貴女あなたの、『拷問姫』のごとく！」

　ザッと、ヒナは立ち上がろうとした。だが、『肉屋』に素早く腕を掴つかまれる。

『肉屋』は彼女を引き戻した。彼は小さく言い聞かせる。

「落ち着きなされ、麗しきメイド殿。お気持ちはお察ししますとも！　しかし、所詮は戯たわ言ごと！　放っておくべきです！　急に飛び出しては、エリザベート様の不意を衝つくことにもなりかねません！　今は流れを見守るべき時ですぞ！」

　冷静な制止の声に、ヒナは頷うなずいた。拳を固めながらも、彼女はすとんと座り直す。

　当のエリザベートも纏まとう空気を切り替えた。男は変化に気づかない。

『拷問姫』は甘やかに微笑ほほえんだ。

「そうか。よりにもよって『余の真ま似ね』と語るか……」

　エリザベートは優しく語り続けた。彼女は男が『拷問姫』を望む理由を、言い当ててみせる。その上で、エリザベートは強い酒じみた、毒の滲にじむ誘いをかけた。

「まずは確かめたい。『拷問姫』が座すべきと、貴様が思う場所へ余を連れて行くがいい」

「なっ、誠ですか？　我らの象徴に──冠となってくださると？」

「くどいぞ。二度も、女に言わせるではないわ」

　ふわりと、エリザベートは白い掌てのひらを差し出した。恐怖か、歓喜故か、男は細かく震える腕を伸ばす。彼女は優雅に彼の掌を取った。ぐいっと、エリザベートは男を引き寄せる。

　彼の耳元に唇を寄せ、彼女は何かを囁ささやいた。男は目を見開く。

　エリザベートを連れ、彼は歩き出した。御者が扉を開く。二人は馬車に乗り込んだ。

　そのまま見逃す、ヒナと『肉屋』ではない。彼女達はバッと立ち上がった。

「時が来ましたぞ、麗しのメイド殿！」

「合点承知の、えいえいおーっです！」

　息の合った速度で、二人は駆け出した。走り始めた馬車の後部に、ヒナと『肉屋』は並んでぴょんっと飛び乗った。屋根に手をかけ、彼らは微かすかなでっぱりに上う手まく足を置く。

　車体は不穏に傾かしいだ。バレたかと、二人は焦った。だが、幸いにも馬の力が勝る。

　石でも踏んだかと、馬車は何事もなく森を駆けた。

　まだ、夜は明けない。

　闇に紛れて、二人はこっそりと尾行を続けた。
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　森を出発後、随分と時間が経過した。

　やがて、エリザベート達たちの乗った馬車は軋きしみと共に停とまった。ヒナは顔をあげる。

　朽ちた廃屋の傍そばだ。だが、館は無視して、エリザベート達は隣接された教会へ入った。祭壇の隠し階段から、彼女達は地下へ降りる。勿もち論ろん、ヒナと『肉屋』もついて行った。

　音の反響と灯あかりの反射に気をつけて、ヒナ達は追跡を続ける。

　溜たまった地下水を静かに踏み、ヒナは呟つぶやいた。

「『肉屋』さんがランタンをお持ちで、本当に助かりました。このヒナ、ちょっとやそっとの穴に足を取られることなどありません。ですが、致命的な泥跳ねは避けたいのです」

「ふふふっ、袋にランタンとファイアースライムを入れていて何よりでしたな！　これぞ紳士の必需品！　二年後には携帯必須と大流行することでしょう！　ぬふふふっ！」

　変なポーズをつけ、『肉屋』は笑った。妙な自信に満みち溢あふれた予測振りだ。

『肉屋』の万能さのおかげで、二人は順調に進む。だが、不意に、ヒナは軽い足取りを止めた。ホイホイッと、『肉屋』は気づかずに歩いていく。ヒナはその首元の布を掴つかんだ。

「お待ちください、『肉屋』さん！」

「ホイホッ、うん？　ん、んー、なるほど……止まりましたな？」

　ヒナは頷うなずいた。曲がり角の向こう側で、灯りが留まっている。

　エリザベート達は目的地に到着したようだ。己のランタンを地面に降ろし、『肉屋』は袋の陰に隠した。曲がり角から頭を突き出して、二人はエリザベート達の観察に移る。

　彼女達は扉の前に立っていた。何か合言葉を交わした後、エリザベートと男は中へ入る。御者はその場に残った。肩を回して、彼は歩き出す。どこかに控えの間でもあるのだろう。

　ヒナと『肉屋』は顔を見合わせた。

　ヒナは頷き、『肉屋』は袋を掴む。

　瞬時に、彼は地面を蹴った。『肉屋』は猛然と駆け出す。御者が振り向くが、既に遅い。

　流れるような動きで、『肉屋』は袋から得物を引き抜いた。

『ちぇすとぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　小声かつ、気合十分な雄お叫たけびが響いた。

　骨付き肉で、『肉屋』は御者の後頭部をゴインッと殴った。

　鈍にぶくも十分な衝撃を食らい、御者は倒れる。だが、地面と接触寸前『肉屋』は彼をハシッと受け止めた。そっと『肉屋』は御者に膝枕をする。ここに無駄な優しさが発揮された。

　小さく、ヒナは拍手をする。ぐっと、『肉屋』は親指を立てた。

「見事に仕留めましたぞーっ！」

「小声でありながらも、気合たっぷりの『ちぇすとぉ！』お流石さすがです！」

　遠く城内にて、櫂かい人とは『そこなのぉ！』と叫んだ。だが、やはり、聴く者は誰もいない。

　一方、現場にて、ヒナはキリッと顔をあげた。素早く、彼女は扉の前に駆け寄る。

「さて、これにて邪魔者はいなくなりました！　確認をいたします！」

　櫂人の寝室でしたように、ヒナは扉へ張りついた。木製の表面には、聖女の肉厚な裸体画が刻まれている。だが、お構いなしに、ヒナは彫刻の乳房付近で聴力をフル活用させた。

『な……何か此こ度たびの贄にえに、お前に障ることでも？』

『あー、うるさい、黙れ。余から諸君に、一つ問いたいことがある』

　エリザベートと誰かのやり取りが響く。目を見開き、ヒナは扉から耳を離した。

　彼女は『肉屋』を振り返る。ん？　と『肉屋』は首を傾かしげた。

「どうかなさったのですかな、麗しのメイド殿？」

「まずいです！　このままでは、間違いなく戦闘となります！」

「なんとぉ！　戦いの気配がするのですかな？」

「そうではないように見せかけて、実はそうなのです！　何な故ぜならば、エリザベート様のお声が、慣れ親しんだ者だけにはわかる、マジギレぶっちトーンだからです！」

『肉屋』の問いに、ヒナは高速で頷うなずいた。彼女の推測の正しさは即座に証明される。

　室内から、幾つもの悲鳴が響いたのだ。詳細の確認のため、ヒナは再度扉に張りつく。

　彼女の耳に、殺意と怒りを孕はらんだ声が届いた。

『【拷問姫】のごとくとはよくぞ言ったもの……確かに余の開いたかのごとき宴うたげではある。余は悪魔のような女よ。貴様らも同じ。人の道を踏み外した者達たちと認めてやろう！」

　ヒナは翠みどりの目を細めた。悲しげに、彼女は表情を歪ゆがめる。

　その後ろで、『肉屋』はうーんと首を捻ひねった。彼は己の顎らしき部分を撫なでる。

「しかしですなぁ、メイド殿……どうやら、敵は悪魔崇拝者。ならば、戦う理ことわりはありましょう。その上、エリザベート様が敗北される可能性は万が一にもない……とくれば、戦闘が始まったとしても、それはそれ。ただ、放っておけばよろしいのでは？」

「駄目です！　そんなこと、このヒナには絶対にできません！」

　激しく、ヒナは首を横に振った。苛烈に、彼女は扉を睨にらむ。

　興味を惹ひかれたのか、『肉屋』はほうっと息を吐いた。どこか重々しく、彼は尋ねる。

「もしや、従者として何か思うところでも？」

「えぇ、今のあの御お方かたを独りにすることはできません。この私が、私を許せないのです」

　迷いなく、ヒナは応える。微かすかに、『肉屋』は頷いた。

　その間も、エリザベートの声は続く。彼女は堂々と言い放った。

『ならば、『拷問姫』の領分よ！　悪魔のごとき者を殺すは、同じ外道の為なすべきこと！』

　ヒナとて知っていた。

　時に、悪を殺せるのは同じ悪だけだ。世界における一種の真理でもある。だが、

　ヒナに言わせれば、ソレはあまりに悲しく、

　同時に、大きく矛盾もしている事実だった。
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　機械人形は考える。人の言葉について。

　悪を殺す、悪とは何か、と。

　正義には、地下の宴うたげに辿たどり着つけない。ならば、人々はそこに招かれ、暴いた者を称賛するのか。応えは否だ。彼らは辿り着いた者に石を投げ、指をさし、正義を謳うたう。

『拷問姫』は怒らない。それが当然だと、彼女は嗤わらう。だが、少なくとも一人だけ、ヒナは全力で怒る者を知っていた。彼女の愛いとしき主あるじ、瀬名櫂人だ。

　悪を殺し、手を汚した者を、自分達たちは綺き麗れいなままで蔑むのかと。

（いつの世も正義とは曖あい昧まいです。全てが正しく、何もかもが間違っているでしょう──ただ、）

　最愛の者の言葉だけは信じるに、愛するに足りた。

　革鞄かばんに、ヒナは手を入れる。魔道具故に、中には底がない。己の背丈よりも高い槍斧ハルバードを、彼女は引き抜いた。凶悪な刃やいばで、ヒナは扉を叩たたき割わろうと試みる。寸前『肉屋』が叫んだ。

「やややや、お待ちくださいませ！　いきなり扉を破壊しては危険ですぞ！　エリザベート様の注意を削そぐことともなります！　収まりたまぇい！」

「確か、に、そう、です！」

　ヒナは頷うなずいた。だが、既に、槍斧は制止が不可能な位置まで振られている。信じ難い瞬発力で、彼女は刃の軌道を変え、空を切った。そのまま柄つかを宙に投げ、ヒナは構え直す。

　銀髪をサラリと揺らし、彼女は頭を下げた。

「申し訳ありません。ヒナは冷静さを欠いておりました。感謝と謝罪を申し上げます」

「ううむ、あの段階でも体勢を立て直せるとは、流石さすがのメイド殿。さて……ここは扉を穏便に開けることのできる鍵か、敵のみの不意を衝つけるような別の侵入口……贅ぜい沢たくを言えば、両方が欲しいところですなぁ……ううん、ちらっ」

『肉屋』は膝枕したままの御者に視線を向けた。ぺちぺちと、彼は御者の頬を叩き出す。

　何度目かの衝撃で、御者は覚醒した。現状を把握し、彼は顔を凍らせる。無理もない。

　真っ黒な謎の男に膝枕をされているなどと、誰が予測しようか。

『わぁああ、お化け』との悲鳴を、『肉屋』は掌てのひらで覆った。彼は低く囁ささやく。

「ふっふっふ、静かにすることですなぁ。悪いようにはしませんぞぉ」

「『肉屋』さん！　それは別方面に怪しい台詞せりふに聞こえます！」

「更に危ない気配を放ちながら、ぬっふっふっふ……で、この扉を外側から開くことのできる鍵、あるいは他の侵入口はありませんかな？」

　質問され、御者は瞬まばたきを繰り返した。だが、一瞬、その目が横に動いた。機械人形の視力で、ヒナは変化を読み取る。『肉屋』も確信したようだ。両方共が、存在する。

　しかし、御者は首を横に振った。気丈にも、守秘義務を果たすつもりらしい。彼の反応に、『肉屋』は表情を変えた。フードの内側は黒いままだ。だが、ヒナにはわかった。

　確かに、『肉屋』は笑ったのだ。

「……『肉屋』、さん？」

「うーむ、忠義ですなぁ。職務への責任感を持ち、主あるじのために義務を果たすのはよい心がけです。嫌いではありませんぞぉ……つまり、貴方あなたには主の罪を背負う覚悟がおありで」

「────んぐ？」

　口を塞がれたまま、御者はくぐもった声をあげた。のんびりと、『肉屋』は腕を動かす。『肉屋』は鉤かぎ爪づめの輝く手を、御者の首筋に添えた。妙にねっとりとした調子で、彼は囁ささやく。

「いやいや、この内部で繰り返されていたであろう、おぞましき儀式への咎とがを当然のごとく被かぶるおつもりとは……なんとも立派なお覚悟と称せましょう」

　目を見開き、御者は暴れ始めた。彼は必死に何かを訴えようとする。

『肉屋』は気づかない振りを装った。御者の皮膚に、『肉屋』は鉤爪を食い込ませる。

「ならば、仕方がありませんな！　この『肉屋』、肉以外には全く興味がないのですが、その忠義に敬意を表し、いざ神妙に、我が手でトドメと参りましょう！」

「がっ、はがっ……やめろっ、止やめてくれ！」

　死に物狂いで、御者は『肉屋』の掌てのひらを引き剥はがした。

　一時、『肉屋』は動きを止める。彼が何かを言う前に、御者は勝手に叫び出した。

「か、鍵は控えの間だ！　見学用バルコニーから侵入もできる！　他に聞きたいことがあればなんでも聞いてくれ！　全て教える！　だから、俺は、俺だけは助けてくれよぉ！」

　泣きながら、御者は懇願した。身も世もなく、彼は『肉屋』に縋すがる。更に、御者は自ら雇い主の罵倒まで始めた。宴うたげは醜悪だ。あの悪魔どもが。ひどすぎる。太った豚共め。

　無言で、『肉屋』は御者の言葉を聞いた。やがて、『肉屋』は再び暗闇の奥で微笑ほほえんだ。

「なるほど……………………従者として、あなたの覚悟はその程度だった、ということで」

「『肉屋』、さん？」

　訝いぶかしげに、ヒナは呟つぶやく。『肉屋』の言葉には非常に複雑な感情が込められていた。だが、彼は誰かの従者ではないはずだ。ヒナは首を傾かしげる。その疑問を口にする暇はなかった。

　直すぐに、『肉屋』は様子を切り替えた。いつも通り、彼は明るい口調で言う。

「それでは！　案内よろしく頼みますぞ！　へいへいほーっ！」

　突然の変貌に、御者は更なる恐怖に駆られたようだ。何度も何度も、彼は頷うなずく。前のめりになりながら、御者は駆け出した。彼の後ろを、『肉屋』はへいへいほーと追う。

　ヒナはぎゅっと槍斧ハルバードを握り締めた。彼女も素早く後に続く。

　目指す場所はただ一つ。

『拷問姫』、エリザベートの傍そばだった。
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　バルコニーは、この先にある。

　そう言い、御者は暗がりの一角を指差した。よく見れば、そこには隠すようにして階段が設置されていた。表向き、見学は許可されていないのだという。宴うたげの参加条件に、『共犯となること』が含まれているためだ。だが、組織への高額出資者の前には、前提も覆る。

　富豪の老人には残忍で淫いん蕩とうな欲望を抱えながらも、宴に直接参加する気力と体力がない者も多い。彼らの為、一階の興を削そがないほど奥に、バルコニーは設けられているのだ。

　好きな時に好きなだけ、彼らはそこから血の宴を楽しめる。

「うーむ、悪魔崇拝を謳うたいながら前提がめちゃくちゃというか、商売として成り立っているというか……おや、お急ぎになられますか。行ってらっしゃいませ、麗しのメイド殿」

『肉屋』はそう手を振った。彼に見送られ、ヒナは嵐のごとく階段を駆けた。

　今、彼女の視界の端には壁面を飾る彫刻が映り、次々と後方へ流れ去った。角つのの生えた異形が人を喰くい、哄こう笑しようしている。豪ごう奢しやで悪趣味な図だ。想像上の悪魔を描いた作品だろう。

（──実に、馬鹿らしい）

　ヒナは呆あきれた。彼女は知っている。本当の悪魔の恐ろしさとは、こんなものではない。

　彼らが人間に与える苦痛は、想像を絶するのだ。悪魔の存在に憧れを抱くのも、妄信の末に都合よく改変を加えるのも、何も知らない者達たちだけだろう。

（どれだけ都合よく存在を弄いじろうとも、神も悪魔も信じるには値しない）

　人々が口々に讃たたえようとも、盲目的に崇あがめることなどできはしなかった。

　彼女が信奉に値すると思う者はただ一人。

　瀬せ名な櫂かい人と。ヒナの永遠の恋人だけだった。

　愛とはそれこそ、狂気であり、信仰だ。そして、階段の先には、彼女の信じる彼の、信じる者がいる。故に猶なお更さら、ヒナは急いだ。不意に、左右の壁は途切れた。

　勢いよく、ヒナはバルコニーに躍り出る。

　間近に、シャンデリアの輝きが見えた。眼下に広がる光景に、ヒナは視線を向ける。

　瞬間、彼女は息を呑んだ。正確には『息を呑む』人の仕草を再現した。

　一階は真っ赤に染まっていたのだ。

　恐らく、出資者達が長く眺め続けてきた光景より、今の一幕の方が壮絶だろう。

　惨殺は終了していた。床は内臓と血液の海と化している。千切れた人体が塵ちりのように積み上げられていた。ほとんどの者達たちが、『拷問姫』に抵抗の余地なく殺されたらしい。

　罰が罪に、ようやく追いついたのだ。

　しかし、一階には生きている者もいた。

　斧おのを持った青年だ。彼はエリザベートに刃を向けている。何かを覚悟した様子で、青年は『拷問姫』と対峙していた。エリザベートは肩を竦すくめる。

「貴様は『饗きよう宴えん』には参加していないのであろう？　……余に殺す気はないが？」

「黙れ！　お前も……お前もここの連中と同じだ！　何な故ぜ、こんな残虐非道を為なせる！」

　吼ほえるように、青年は叫んだ。エリザベートは首を横に振る。

　口調を荒らげることなく、『拷問姫』は続けた。

「問いたいのだが。何故、貴様はその蛮勇を、娘が生きている時に奮ってやらなかった？」

「……そ、れは」

「いや……光景の残忍性に耐えきれなかったのであれば、こ奴やつらが生きている時でもよかった。何故、今だ？　吼えて何の意味がある？　誰の苦痛が癒える？　今更、」

「うるさい、黙れ、怪物が！　あぁ、そうさ……もう悔いているさ。悔いているとも！　僕は部屋に入って直すぐに、こうするべきだった！　償いは長く、なんでもしようとも！」

「そうか……どの程度かは知らぬがな。覚悟があるのならば、余は何も言うまい」

「ただ、今はお前を殺さなければならない！　怪物を生かしたまま、前に進めるものか！」

　青年の激げき昂こうを、ヒナは静かに聞き続けた。エリザベートもただ頷うなずく。ヒナは知っていた。

　人は怪物と出会った時、己に害を成すモノでなくとも殺さなくてはならないことがある。

　それが、人と怪物の宿命だ。だが、同時に、

「それは、人と怪物の宿命です」

　ヒナは囁ささやく。青年は高く斧を掲げた。彼は『拷問姫』へ切りかかる。青年の動きは悲しいほどに遅い。エリザベートが指を鳴らせば終わるだろう。だが、彼女は動かない。

『拷問姫』は穏やかに、青年を見つめ返す。ヒナは続けた。

「貴女あなた様さまは、怪物ではございません」

　時に悪を殺せるのは悪だけで、負の連鎖を終わらせるのは正義だけだろう。

　それもまた、世界の真理だ。『拷問姫』はそれを知っている。

　知っている者は、怪物ではない。現に今、エリザベート・レ・ファニュは動かない。

　彼女の身に、処刑斧に似た刃やいばが迫る。

「貴女様を、独りにするものですか」

　この世界の人間がわからないのならば、別の者が寄り添うまでだ。

　別の世界から来た異邦人と、機械人形が。

　踊るように、ヒナはバルコニーを蹴った。
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「えぇ、この所業だけを見れば、そう思われるでしょう。それもまた逃れようのない真実」

　メイド服の裾を揺らし、彼女は垂直に落下した。

　壮絶な光景を、ヒナは翠みどりの目に映す。『拷問姫』の残虐性は肯定せざるをえないものだ。だが、それでも、ヒナは自身の想おもいを変える気はなかった。

「──ですが、怪物などと、この私が絶対に呼ばせはしない」

　最愛の人の憧れの人が、自身の親しき者が、

　悲しそうな顔で、立っている。

　それ以上の、理由はいらない。

　銀髪を靡なびかせ、ヒナは華麗に着地した。彼女は槍斧ハルバードを一いつ閃せんさせる。青年の斧の柄を、ヒナはあっさり切り捨てた。回転しながら、刃やいばは宙を舞う。ソレは死骸の体に突き刺さった。

　ヒナは美しい顔をあげる。迷いなく、彼女は囁ささやいた。

「私の親愛なるエリザベート様に、無礼を働くな」

「えっ……なっ……」

「行っきまーすぞーっ！　ほ────────────────────────いっ！」

　青年の戸惑いの声に、明るい大声が重なった。

　いつの間にか、入り口は大きく開け放たれている。『肉屋』が鍵を開けたのだ。そこから、重量のある影が飛んできた。本日大活躍の巨大な骨付き肉だ。

　回転しながら、肉はべっちーんと青年の顔に炸さく裂れつした。彼はばったーんと後ろへ倒れる。脳のう震しん盪とうを起こしたのか、青年はそのまま動かなくなった。ヒナは彼をじっと見つめる。

　命に別状はない。目が覚めれば逃げ出し、地下での出来事を教会に伝えるだろう。エリザベートの凶行も知られるはずだ。だが、彼女が成したのは残虐な悪魔崇拝者達たちの始末だった。教会は粛々ともみ消すだろう。それでも、噂うわさは残る。

　恐ろしき、エリザベート。おぞましき、エリザベート。

　実際、『拷問姫』の所業は人の下していい罰ではない。

　同時に、最も早はや暗い地下で無む辜この犠牲は出ないのだ。

　二つ共が、真実だ。だから、ヒナは真まっ直すぐにエリザベートを見つめる。『見つめる』ことを選んだ。エリザベートはパチパチと瞬まばたきを繰り返す。余程意外な展開だったらしい。

　やがて、エリザベートは呟つぶやいた。

「いや、待て……なんで、お前達はここにいるのだ？」

「なんとなくですが！」

「後をつけましたぞ！」

　詳細は省いて、二人はふふんと胸を張った。

　困ったように、エリザベートはポリポリと頬を掻く。ヒナも『肉屋』も知っていた。別に、あのタイミングでも十分反撃は間に合っただろう。だが、本当に助けが必要だったかなど、どうでもいいのだ。ヒナは『拷問姫』を独りにはできなかった。

　それこそ、エリザベートの傍そばにいると語った、彼女と櫂かい人との務めだろう。

（──そうですよね、カイト様！）

　心の中で、ヒナは永遠の恋人に話しかける。

　そして、彼女はえっへんと胸を張り続けた。
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　暗い夜道を、馬車はガタゴトと進む。

　ヒナの隣には、エリザベートが座っていた。先程から、彼女は不機嫌な顔をしている。時折、『肉屋』の声がハイホーッと響いた。やがてエリザベートは強こわ張ばった口調で囁ささやいた。

「……よいのか、ヒナ？」

「何が、でしょうか？」

「あの部屋にて、貴様も余の為なした凶行を見たであろう。怪物とは呼ばせぬなどと言っていたが……貴様の主あるじはカイトだ。余にまで媚こびを売る必要はない。日頃の献身的な働きには助けられている。だが、別に親しみを装わずとも」

「勘違いなさらないでください、エリザベート様」

　即座に、ヒナは否定した。頬を張られたかのように、エリザベートはヒナの方を向く。

　彼女はじっと己の主人の主を見つめ返した。翠みどりの瞳を瞬まばたかせ、ヒナは囁く。

「私は人間のような倫理観を持ってはおりません。ですが、過去に貴女あなた様さまの行ったこと、今もお持ちになる残虐性は、多くから石を投げられるものと理解しております。その事実は、私には否定できません……ですが、守りたい者も、親しく思う者も、自ら決めます」

　私の心は、私だけのモノです。

　ソレは愛いとしの主にも否定されない。

　そう、ヒナは断言した。これだけは絶対に譲れないことだ。櫂人にすら、彼女の心を変えることはできない。彼が大きな決断をする時、ヒナもまた自身で考え、先を決めるのだ。

　ソレこそが、彼女の矜きよう持じであり、誇りであり、愛だった。

　エリザベートは応えない。視線を虚空に投げた後、彼女は不思議そうに尋ねた。

「……実に謎だ。一体、余のどこに、お前がそのように慕う要素がある？」

「ふふっ、たっくさんございますとも……でも、詳細は内緒です。それはいつか、エリザベート様がご自身で気づかれるべきことですから。ヒナは教えられません」

　悪戯いたずらっぽく、ヒナは己の唇に指を当てた。

　彼女や櫂かい人とはエリザベートを慕っている。それが何な故ぜなのか、エリザベートは自力で気づかなければならなかった。『拷問姫』が築いた地獄の荒野にも望んで共に立つ者はいる。

　確かに、変えたものがあるのだ。

　その、揺るぎない事実を。

　ハイホーッと、『肉屋』はまた声をあげる。ぽつりと、エリザベートは囁ささやいた。

「……手厳しいな」

「えぇ、ヒナはカイト様には甘々ですが、親愛なる御お方かたにも厳しい時は厳しいのです！」

　えっへんと、ヒナは胸を張った。甘やかしはよくないのだ。愛には厳しさも必要である。

　負けたと言うように、エリザベートは首を横に振った。ようやく、彼女は本日初の自然な笑みを浮かべる。ヒナはその顔が、とてもとても好きだ。とても可愛かわいらしく思っている。

　そして、エリザベートは彼女に囁いた。

「面倒になる故な、此こ度たびのことは」

「えぇ、カイト様には内緒ですね」

　女同士の約束だと、二人は視線を交わす。それから、彼女達たちは思わず笑い合った。

　ハイホーッと謎の声が響く。

　馬車はガタゴトと明け方の道を進む。

　城では、ヒナの世界で一番愛いとしい人が安らかに眠り続けているはずだった。














　そもそも、です。そもそも、そもそも、そもそもの、前提の話をしましょう。

　私と、は？

　一体、何？

　このようなことを聞かれても、あなたは困るばかりでしょう。私自身にすら、未いまだ理解はできていないのです。あなたにわかるはずもありません。いいえ、それとも逆なのでしょうか？　私よりあなたの方が、余程『私』を理解している。その可能性もありえます。

　虚飾に彩られた『私』の話ならば、今の世界に溢あふれていますので。

　私の人生とはそれこそ御お伽とぎ噺ばなしのようなもの。

　嘘うそで華やかに彩られた、美しく神聖な物語。

　なんと馬鹿馬鹿しく、忌いま々いましいのでしょう。

　私は賛美などされたくない。尊敬され、崇あがめられるのもごめんです。信仰も捧ささげられたくもありません。祈りなど一体なんになりましょう。私には返す言葉も応える方法もない。

　つまり、私はこう言いたいのです。

　ふざけるな。

　何な故ぜ、私が私であった事実すら消去されるのか。

　私が咎とがを負った経緯まで、美び辞じ麗れい句くで塗り潰された挙句、奪われなければならないのか。

　ですが、ここでまた、私にはわからなくなるのです。この思考は狂気の産物なのでしょうか？　それとも、真っ当な思考の持ち主でも自然と行き着く考えなのでしょうか？

　実はどちらでもいいのです。ただ、ただ、私は心の底から痛切に思います。




　何故、私なのだ。

　貴様ではないんだ。
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「と、いう日記を残して、ヒナは消えたわけだ」

「日常、とは」




　某日夜、『大総裁』を下し、ヒナとエリザベートが退屈しのぎに衣い装しようと立場を交換、呪いに纏まつわる事件に巻き込まれた後──のことだ。騒動は終わり、城には平穏が戻った。

　そう思った矢先の出来事である。

　瀬せ名な櫂かい人ととエリザベートは不安げな表情で額ひたいを突き合わせた。

　二人の間には、一冊の本が置かれている。表紙には『ヒナの日記帳』と書かれていた。

　始まりはというと数時間前、夕食後に遡った。
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「ヒナー」

「ヒナー、どこにおるのだー？」

　当時、櫂人とエリザベートは各々別の目的でヒナを捜していた。

　櫂人は予備の酒瓶の本数の確認のため。エリザベートはこっそり夜食をねだることが目的だった。ところが、ヒナは自室にも厨ちゆう房ぼうにもいなかったのだ。

　だが、この段階では、二人は事態を真剣に捉えてはいなかった。

　櫂人とエリザベートは、それぞれにヒナのいそうな場所をのんびりと捜し歩いた。彼女の夜の見回りルート。整理整頓をしていそうな、食物倉庫。精霊のいる貯水室まで。

　しかし、捜せど捜せど、ヒナの姿はなかったのである。

「あっれ、いない、な？　ヒナー、どこに行ったんだー？」

「むむっ、おらぬではないか。ヒナー、どこに消えたというのだー？」

　そう呼びかけながら櫂人とエリザベートはバッタリ鉢合わせた。同時に、二人は悟った。

　これは恐らく、何かが起こっている。

　彼らの勘は当たった。更に夜が更けても、ヒナは姿を見せなかったのだ。

　思わず、二人は顔を見合わせた。

　ヒナはどこにも見当たらない。そもそも、彼女は機械人形の聴覚を持っているのだ。櫂人の一言で、ばびゅんっと忠犬のごとく駆けてこなければおかしい。

　腕組みをして、二人は玉座の間に移動した。どかりと、エリザベートは玉座に腰かけた。

　彼女は白い足を高々と組んだ。厳めしい表情で、エリザベートは最終判断を下した。

「どうやら、これは何らかの事件に巻き込まれた可能性も考慮しなくてはなるまい」

「まさか、悪魔が侵入したとかじゃないよな？」

　櫂人は顔を強こわ張ばらせた。以前にも、エリザベートの城には『騎士』の獣が襲来している。

　考えたくはなかったが、ありえる事態だ。だが、エリザベートは首を横に振った。

「決めつけるのは、現段階では早計よ。先日の呪いの件もあるのだ。この城の中に入ってくるのは、何も悪魔ばかりではない」

「なぁ……やっぱり、この城って無防備すぎないか？」

「戯たわけ、わざとよ。警戒を緩め、悪魔の襲撃を招いているのだ。だが、それで従者を不要な危険に晒さらしては、主あるじの落ち度となろう……だが、痕跡も残さずにヒナを連れ去るなどという芸当は、残る悪魔の最高位『大王』にも厳しかろう……普段ならば襲撃があったとて、犠牲になるのは、せいぜい貴様くらいのものだ」

「俺の安全を確保する意志こそが低かったのだ。うーん、それなら何があったんだ？」

「わからぬ……最悪の可能性は、呪いや暗示の類をかけられ、自発的に連れ出されたというものだ。だが、その場合、何ら異常を生じさせぬほど周到に操るには、効果の発動までに時間がかかる術式となろう……数日前のヒナの行動から、検討していくべきだな」

「あぁ……そんなことには、なっていないといいけれどな」

「信じるしかない。現時点で、確かなことは一つだけよ」

　そう、エリザベートが顎先に指を添えた。紅あかい目を光らせ、彼女は静かに宣言した。




「何やら、事件の香りがするぞ」

　かくして、話は冒頭に巻き戻る。
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　現在、二人はヒナの部屋にいた。

　床に胡坐あぐらをかき、櫂かい人ととエリザベートは彼女の日記を読んでいる。昨日までの記述を辿たどり終え、エリザベートはぱたんと日記を閉じた。神妙な顔で、エリザベートは腕を組む。

「うーむ、特に変わった情報はなかったな」

「深夜に肉を減らしている犯人は、エリザベートだったのだ」

「今大事なのはそこではないので、余は聞く耳を持たぬからな」

「うーん、それに、俺はいつの間に寝言を聞かれていたんだ？」

　該当箇所を思い返しながら、櫂人は首を捻ひねった。ヒナ曰いわく、彼は『もう食べられない』と言っていたらしい。だが、いつのことなのか大変に謎だ。エリザベートは瞬まばたきをする。

「ん？　それは毎朝、ヒナがお前の寝室の扉前で、聞き耳を立てているからであろう？」

「待って」

　突然、情け容赦なく、知りたくなかった情報が追加された。

　櫂人は額ひたいを押さえる。首を捻って、エリザベートは不思議そうな顔をした。

「んんん、なんだ、知らなかったのか？　あれだけ、毎朝べったりと張りついているのに反応がないのだ。てっきり、合意の上の行為だと思っておったのだが」

「それじゃあ、なんかのプレイになるだろうが！　普通に全く知らんわ！　えぇー……」

　櫂かい人とは天井を仰いで嘆いた。しばしの間、彼は腕組みをして考える。

　十分な思案の末、櫂人はぼそりと呟つぶやいた。

「…………一体、何が楽しいんだろうなぁ？」

「それこそ、余に理解ができたらびっくり仰天であろうが」

　うーんと二人は腕を組んだ。こうして、いらない謎が増えた。だが、今はそんなことに構っている暇はない。徐おもむろに、エリザベートは立ち上がった。彼女はヒナの机に日記を戻す。

「ともかく、ここにおかしな記述はなかったな。特に前兆はなかったらしい」

　櫂人は頷うなずいた。ちなみに、ヒナの日記を勝手に見るのはどうかと彼は疑問を呈していた。しかし、エリザベートは前から時々読ませてもらっていたのだという。主従の仲がいいのは結構なことだ。だが、残念ながら、そこから失踪事件の手掛かりは得られなかった。

（……ヒナはとても強い。だからこそ、心配だな）

「がっかりするのは早いぞ、カイトよ。ヒナの本日の行動を実際になぞってみるとしよう」

「うん、いい提案だ。そうするか！」

　前向きに、エリザベートは歩き出した。心配しながらも、櫂人は力強く賛同する。最悪の場合でも、魔術の痕跡は見つかるだろう。そう考えながら、彼は立ち上がった。

　ヒナの行先の手掛かりを求め、二人は部屋を後にした。
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　櫂人の寝室の扉の前と、周囲の廊下には何もなかった。

　次に、二人はヒナが移動した先へ向かった。朝のヒナと言えば、即すなわち厨ちゆう房ぼうである。

　到着すると、エリザベートは大きく胸を張った。

「毎朝、ヒナは余に目覚めの一杯を淹いれてくれるのだ！　貴様とは違う、見事な心遣いであろう！　少しは反省して、見習うがよいぞ！」

「うんうん、流石さすがヒナだ。でも俺が真ま似ねして作ったら、毒物みたいな味のやつができるぞ」

「………何な故ぜ、貴様の料理の腕はそこまで壊滅的なのだ」

「お前の料理の腕もポイズンクッキングだけどな」

「うーん、今が探索中でなければ残虐に殺しているところである」

　物騒なことを言いつつ、エリザベートは白塗りの棚に近寄った。

　勢いよく、彼女は扉を開く。中にはヒナが買いつけた、各地の茶葉や木の実、乾燥花弁が整頓されていた。一番下の段には、調合用の銀の匙さじ、小皿、擂すり鉢ばちなどが置かれている。

　毎朝、ヒナはその日の気温や湿度を考慮し、材料を混まぜ合わせるのだ。

　ぐるりと、エリザベートは辺りを見回した。櫂かい人ともそれに倣う。

　朝だけに限らず、昼も夜も、ヒナはここで働いた。だが、棚や周囲におかしな点はない。続けて、二人は厨ちゆう房ぼう内を見て回った。結果、完璧に片づけられていることが判明した。

　それこそ、包丁の並び一つとっても乱れがない。感心頻しきりと、エリザベートは頷うなずく。

「ううむ、ヒナの仕事は誠に見事よな」

「うんうん、本当にな」

　ヒナの最愛の主あるじその一と、主の主その一は、ちょっとほっこりした。だが、今は和んでいる場合ではない。慌てて、彼らは厨房から外に出た。

　続けて、二人は階段へ向かった。
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「本日、ヒナは城中の階段掃除をしていたな！　これもまた、見事な心掛けである！」

「あぁ、隅に埃ほこりが溜たまっているからって言ってたな。ちなみに、俺も手伝ったぞ」

「どうせ、極一部であろうが。ヒナのこなした仕事量とは天と地ほどの差が………待て」

「なんだよ」

「自分で言っておいて、今気づいたが──城中、とな？」

　指でエリザベートは額ひたいを押さえた。城中、と櫂人は頷く。この城は広かった。要塞じみた外観にふさわしく、中も入り組んでいる。やや顔を青あお褪ざめさせ、エリザベートは呟つぶやいた。

「つ、つまり、余達たちもその全てを昇ったり、降りたりせねばならぬということか？」

「み、見て回るだけだし、掃除をするわけじゃないし！」

　気力を失うことなく、櫂人は応えた。だが、少し考えれば直すぐにわかった。二人は途方もない状況に置かれている。眩暈めまいを覚えながらも、櫂人は本日のヒナの様子を思い返した。

　昼の出来事だ。

　メイド服の裾を愛らしく揺らし、ヒナはせっせと箒ほうきを動かしていた。

『ふふふふ～ん、私のお肉はいいお肉～愛と勇気と美お味いしさの～食べれば勇気が百万倍～いつも隣にあなたの肉屋～ふふふふ～ん。そして私はカイト様のメイド～』

『肉屋』の謎の歌、改造バージョンが響いた。右から左へ、ヒナは歌いながら段を掃いた。

　隅の埃や蜘く蛛もの巣を一掃すると、彼女はぴょんっと下段に降りた。リズミカルな所作には一切の無駄がない。感心しながら、櫂人は彼女に近づいた。素早く、ヒナは振り向いた。

　彼女はぱぁあっと顔を明るくした。まるで、飼い主に気づいた子犬のようだ。

　ヒナの背後には、ブンブンと揺れる尻尾まで見える気がした。

『まぁ、カイト様の名前を歌ったところ、カイト様が目の前に！　これぞ運命ですね！』

『果たしてそうだろうか？』

『今すぐ式を執り行いたいところですが、考えてみれば、私は既にカイト様の伴侶でした、キャッ………コホンッ、申し訳ありません。興奮いたしました。何の御ご用よう件けんでしょうか？』

『いや、よかったら、手伝おうかと思ってさ』

『なんと！　そのお優しさに、ヒナは卒倒しそうです！　ありがとうございます！』

　ツッコミを堪えて告げた申し出に、ヒナは嬉うれしそうな顔をした。機械人形である彼女に、本来助力が必要かはわからない。だが、効率に拘かかわらず、人の想おもいと言葉は嬉しいものだ。

　ヒナは嬉しそうに笑った。幸せが、全面から溢あふれ出ている表情だった。

　あの笑顔を思い出し、櫂かい人とはパンッと己の両頬を叩たたいた。彼は気合を入れなおす。

「とにかく、やるしかないな！　何せ、ヒナのためだ！」

「そうであるな！　ヒナのためならば止やむを得えなかろう！」

　うむっと、二人は力強く頷うなずき合う。

　同時に、彼らは勢いよく走り出した。
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　それから、どうなったか。

　気合を入れた割に、櫂人はとんだ役立たずだった。魔力の補助を得られないため、彼は早々にへばったのだ。腰抜けがーと罵りつつ、エリザベートは残りの階段を見て回った。

　結果、調査は全て空振りに終わった。

　一階、西の大階段にて魔力を含んだ血痕を見つけた時には、二人は緊張した。だが、それは、櫂人が転んだ時の血だと直すぐに判明した。紛らわしいと、彼はエリザベートに頭を叩かれた。また、ある事実も判明した。櫂人がヒナに掃除を任された、使用人棟の左階段について、だ。そこは全長が短く、段の幅は広く、最も掃除がしやすい場所だった。

「……ひ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしつつも、ヒナの愛を感じる」

「………戯たわけがぁ、そんなもの常に感じられるやつではないかぁ」

　言い合いつつ、二人は大の字で廊下に転がった。ぼんやりと、櫂人は天井を眺める。

　彩色窓から射さし込こむ月光は、相変わらず不気味だ。ぼそりと、彼は呟つぶやく。

「エリザベートぉ」

「なんだぁ」

「アレ、いつか模様替えした方がいいぞぉ」

「全く同感だが、高みにあるのが面倒でなぁ」

「わかるわぁ」

　脳のう味み噌そに酸素が回っていない会話だった。
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　気がつけば、夜は更に深くなっている。日頃ならば、酒でも飲んでいる頃合いだ。だが、まだ、ヒナは見つからない。疲れきった頭のまま、二人は考えた。

「………ヒナはどこに行ってしまったんだろうな？」

「結果的に、余達たちは更に丁寧に城中を回ったわけだが、ここまで痕跡がないときてはな………呪いや暗示の類でもなさそうだ。どんなに卓越した魔術師でも無理な芸当であろう」

　どうやら、ヒナが危険な目に遭っている可能性は減ったらしい。そう判明しただけでも、苦労の甲か斐いはあった。櫂かい人とは安あん堵どの溜ため息いきを吐つく。だが、それならばヒナはどこにいるのか。

　何な故ぜ、彼女は消えたのか。

　櫂人とエリザベートは、むむむむっと眉根を寄せた。

「なぁ、エリザベート。他にはどんな可能性が考えられると思う？」

「ヒナが自分の意志で城を出た、が一番妥当なのだが」

「俺にもお前にも、何も言わずに、か？」

「うーむ、それはなかろうな」

　謎は深まるばかりだ。再び沈黙が広がる。各々に、櫂人とエリザベートは瞼まぶたを閉じて考えた。走り続けて火照った体に、廊下の冷たさが移る。二人がひんやりし始めた頃だった。

　カッと、エリザベートは目を見開いた。ガバッと、彼女は上体を起こす。

「ちょっと待つがいい！」

「待つ以前に、こっちは動いてない」

「そうだな！　ではなく！」

　再び横になり、エリザベートは両腕で自分の体を押し上げた。バネ仕掛けの人形じみた動きで、彼女は立ち上がる。寝転がったままの櫂かい人とを、エリザベートはびしっと指差した。




「あったぞ！　一つ、おかしな点が！」
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　かくして、事件は原点へ立ち返る。

　櫂人とエリザベートはヒナの部屋へ戻った。エリザベートは迷いなく机に近寄る。本立てから彼女は日記帳を取り出した。最終ページを開き、エリザベートは該当箇所を指差す。

「ここだ！」

「えーっと………『空き室と記載されていた一部屋に、穀物が保管されていた事実が発覚。危惧通り、中では鼠ねずみが大量発生。穀物に保存用魔術がかけられていた影響か、鼠達たちはなんと赤子ほどの大きさにまで成長していました。結果、なかなか熱い戦いに』これが？」

「穀物の長期保存のため、魔術をかけておくことも、余がそれを忘れることもよくある！」

「後半はあったら駄目だろ」

「だが、それを食べたところで、鼠は人間の赤子サイズにまでは育たぬのだ！」

「なんだって？」

　エリザベートの言葉に、櫂人は愕がく然ぜんとした。異世界人の彼には、初めて知る事実だ。

　文章と彼女の顔を、櫂人は思わず交互に眺めた。

「十分すぎるほど、異常事態が起こってるだろっ！　なんで気づかなかったんだ！」

「いや、それなりには大きくなるのだ。故に見落とした……だが、人間の赤子ほど、というと前例がない。もしやとは思うが、何者かの使い魔の類だったのかもしれぬ」

　一気に、櫂人は顔を青あお褪ざめさせた。誰かの使い魔と遭遇し、戦闘を行ってたのならば、ヒナが危険な目に遭っている可能性は高くなる。また二人は城中を巡った際、地下への階段や主要な通路は当然調べ終えていた。だが、迷路のごとく連なる分岐と、小部屋の数々には未確認な場所も多くある。パタンと、エリザベートは真剣な表情で日記を閉じた。

　低い声で、二人は囁ささやき合う。

「つまり、向かうべきは」

「あぁ、地下室よな」

　日記を机に戻し、櫂人とエリザベートは歩き出した。勢いよく、彼らは扉を開く。

　そのまま、二人は地下通路を目指して駆け出した。
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　地下通路は黴かび臭くさく、薄暗い。常に呻うめき声ごえに似た音まで響いている。

　造りは複雑怪奇、不用意に足を踏み入れては野垂れ死にしかねない場所だ。だが、櫂かい人とには痛みと共に記憶したことは忘れないという、生前の経験に基づく特性があった。必要範囲の地図は体に刻んで暗記している。だが、その範囲は限られていた。

　櫂人の記憶に、ヒナが書いていた場所は含まれていない。

「で、『空き室と記されていたが、穀物が保存されていた部屋』って、どこかわかるか？」

「………それがな。さっぱりわからんのだ」

「おい、城の所有者」

　櫂人は半目になった。エリザベートにわからなければ、誰にわかるというのか。流石さすがに焦り、エリザベートは視線を左右に彷徨さまよわせた。ぐぬぬと考え続けた末に、彼女は叫んだ。

「仕方がなかろうが！　だって余だぞ！　穀物を部屋に放り込んだことをすっかり忘れ、未使用と地図に記した張本人よ！　覚えていたら、それこそ矛盾が生じるであろうが！」

「開き直るのは禁止！　責めたところで仕方がないな………えーっと、俺が記憶している範囲は除外して、お前が未使用だと記載した部屋を回る。これが妥当か」

「うむ、それしか方法がないとも言えよう」

　こくこくと、エリザベートは頷うなずいた。実に地味で、小まめな作戦だ。

　しかし、ここで挫くじけていては何も始まらない。

（いつも頑張ってくれている、ヒナのためだ）

　かくして、櫂人達たちは地下探索を開始した。
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　不気味に、足音が反響する。冷たい薄闇に満たされた通路を、彼らは歩いた。

　壁際には魔法の灯あかりが輝いている。だが、地下の夜は地上よりも濃い。隅に拭いきれない黒が張りついていた。かつて地下を彷徨った時のように、エリザベートは体を震わせる。

「ううっ、なんと言えばよいのか……相変わらず、嫌な不気味さよな。悪魔とはまた異なる、人の童心の傷に訴えてくるものがあるわ……いや、微み塵じんも怖くなどないのだがな！」

「……お前って、そういうところあるよな」

「呆あきれたかのごとき口の利き方はよさんかぁ！　貴様にもマリアンヌやどこぞの外道の伯父が、幼き余に喜々として語り聞かせてきた話をしてやろうかぁ！」

　はいはいと適当に流しつつ、櫂人は先に立って進んだ。二人は移動陣へ続く主要通路は避け、地下の更なる深みへ向かった。主に保管所に利用されている空間に、櫂かい人と達たちは踏み入る。辺りは静かだ。罠わなも勝手に起動していない。問題はなかったとのヒナの記述通りだ。だが、そのせいで逆に陰鬱さが増している。エリザベートは更に震えた。櫂人は呆あきれる。

「だからさ、エリザベート。日頃、あれだけ凶悪な敵を相手にしておいて、ここで怯おびえるのは変だろう？　虚構の話より、よっぽどおぞましい存在と何度も遭遇してるだろうが」

「………『この奇怪な物語は、ある花嫁が非業の死を遂げたことから幕を開けるのです』」

「えっ、やめて、語り出さないで」

　何やら、エリザベートはぶつぶつと話を紡ぎ始めた。周囲の暗さのせいで、雰囲気も抜群だ。思わず、櫂人は変な汗を流す。制止を聞き入れることなく、エリザベートは続けた。

「『更なる悪夢は、屋敷に咲いた美しい花々から生じました。誰も気がつかないうちに、薔ば薇らの茂みはおぞましい変貌を遂げていたのです』」

「やめて、エリザベート、本当にやめ、………ん？」

　不意に、櫂人は眉根を寄せた。彼の前の曲がり角は、ほぼ闇に呑まれている。そこで、何かが蠢うごめいた気がしたのだ。その形を確かめ、櫂人は目を剥むく。

「──えっ？」

　太く異様な蔦つたが絡み合い、波打っていた。

　エリザベートが先程綴つづった、物語の一幕を思わせる光景だ。彼は彼女の腕を必死に引く。

「え、エリザベート！　エリザベートッ！」

「『哀れにも最初の犠牲者となったのは庭師の………』なんだ、カイト。ここからが本番であるぞ。せめて第一夜終了までは語らせ………っ！」

　異形の影を目にした途端、エリザベートは固まった。同時に、櫂人は速やかに気づいた。

　これはまずいやつだ。

　もしや、エリザベートに声をかけるべきではなかったかもしれない。だが、後悔しても最も早はや遅いのだ。櫂人は後ろに飛び退る。何の前触れもなく、彼女は叫んだ。

「『煮えた鉛の雨デス・レイン』！」

「やっぱり！」

　虚空に紅あかい花弁と黒い闇が渦巻いた。その中心から高熱の鉛が、雨となって降り注ぐ。

　謎の蔦は、溶けた金属をまともに浴びた。飛沫しぶきを食らいかけ、櫂人は慌てて逃げる。

　その時、キィイイイイッと悲鳴が聞こえた。

　どうやら、植物らしきモノの下に、別の何かがいたらしい。

　後ろを振り向き、櫂人は首を傾かしげた。床上には、大きな土くれが落ちている。壁に崩れた様子はない。それなのに塞がれた地下室に、土があるとはおかしな話だ。だが、深く疑問を考える余裕はなかった。音を立てて、鉛は蔦と共に冷え固まる。だが、その更に後ろから、蠢く者達の群れが現れたのだ。必死に冷静さを保ち、櫂人は踏ふみ留とどまる。

　彼は群れの正体を見極めようとした。観察の結果、櫂かい人とはハッと声をあげた。

「なんかの植物と………デカイ鼠ねずみぃ！」

「ん？　なんだ、余の聞かされた怪談話に鼠など出なかったぞ？」

「だから、最初からそれは無関係だって！」

　腹の底から、櫂人は叫んだ。その間にも、鼠達たちは仲間の死骸を乗り越え、迫りつつある。

　確かに、彼らの大きさはヒナの記述通りだった。人間の赤子ほどもある。

　何よりも、数が多い。

　ヒクヒクと鼻を鳴らし、鼠は櫂人達に単一の欲望を向けてきた。即すなわち、旺盛な食欲だ。

　怪談よりも、こちらの方が、彼にはよほど恐ろしかった。だが、エリザベートにとっては怯おびえるに値しないらしい。急速に、彼女は日頃の冷静さを取り戻した。

　ぽんっと、エリザベートは手を打ち合わせる。

「うむ、なるほど！　これで謎は全て解けたぞ！」

「えっ、何がわかったんだ？　これが誰の使い魔か、とか、そういうのか？」

「いや、使い魔などではない！　こ奴やつらは自然発生した代物よ！」

「はぁあ？」

「長期保存のための魔術をかけられた穀物を食べても、鼠はこれほどには大きくならない！　だが、あそこを見てみるがいい！」

　ビシィッと、エリザベートは鼠達の足元を指差した。混乱しながらも、櫂人は目を細める。そこには、彼が先程違和感を覚えた土くれが転がっていた。蔦つたはそこから生えている。

　大きく、エリザベートは胸を張った。

「あれは、ゴーレムの成れの果てよ！　恐らく、古くなった一体が勝手に崩れたのだ！」

「あー、そうか。地下室には土製のゴーレムも保存されてたっけ………って、崩壊するまで歩き回ってたのか。危ないな？　管理ちゃんとしろよ」

「わかった、謝ろう、すまぬ！　そうしてできた土くれに、鼠が巣へ運ぶ途中の穀物を落としたのであろう。ゴーレムの体に含まれる魔力で、穀物は発芽。急成長。植物にかけられた魔術分と、ゴーレムから取り込んだ分の魔力を両方貪り、鼠は大きく育ったのだ！」

「なるほどなー……って、ちょっと待ってくれ」

　つまり、それでは話が逆戻りだ。最初の予想通り、侵入者などいなかったことになる。

　結局、ヒナはどこへ行ったのか。

　櫂人が尋ねようとした時だった。ハッとエリザベートは顔をあげた。彼女は耳を澄ます。

「ん、んん………ん………ん、ん？」

「おい、エリザベート、俺の話を聞いてくれ、ヒナは」

「………鼠達の背後で、何かが動いている？　────ッ、嫌な予感がするぞ、下がれ！」

「えっ？　うわっ！」

　エリザベートは櫂かい人との襟えり首を掴つかんだ。そのまま、彼女は彼を連れて駆け出す。

　瞬またたく間に、エリザベートは一つ前の角を曲がった。彼女は急停止する。壁に背を預け、エリザベートはしゃがんだ。べしゃりと、櫂人も隣の床に放り出される。

　キィキィと鳴きながら、鼠ねずみ達たちは追ってきた。シュルシュルと蔦つたも後に続く。

　それに、ブシュバアアアアアアアアアアアアアアアアアッと強烈かつ謎な音が重なった。

「………………はっ、えっ？」

「流石さすが、余よ。忘れることは多くとも、勘はよく当たるわ」

　満足げに、エリザベートは頷うなずいた。同時に、角の向こう側から薄く煙が流れてきた。

　猛烈な音は、なんらかの気体が噴き出したせいで起きたものらしい。櫂人達は直撃を避けられた。だが、ひどい刺激臭に襲われる。慌てて、櫂人とエリザベートは口を塞いだ。

　息を止めながらエリザベートは指を鳴らす。彼女は紅あかい花弁と黒い闇の渦を生んだ。それをぐるぐると回して風に変え、エリザベートは気体を遠くへ飛ばす。何とか煙は薄れた。

　恐る恐る、二人は立ち上がる。通路を、櫂人達は徐おもむろに戻った。

　先程、鼠のいた曲がり角を二人は覗のぞき込む。

「えっ？」

「おっ？」

　そこに、

　謎の生命体が立っていた。
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「………宇宙人だ」

「なんだ、それは」

　呆ぼう然ぜんと、櫂人は呟つぶやいた。ウチュウジンとは何なのかと、エリザベートは眉を顰ひそめる。彼女は宇宙人を知らないのだ。だが、残念ながら、櫂人に他の表現は一切思いつかなかった。

　何せ、目の前の相手は銀色の服で全身を包んでいる。

　その両手には、銅製の盥たらいめいた物体まで抱えられていた。いや、宇宙人にしてもおかしい。コミュニケーションの可能な相手とは思えなかった。櫂人は途方に暮れる。その時だ。

　相手は銀の頭部をスポッと外した。美しい銀髪が、サラリと肩に落ちる。

「えっ！」

「あっ？」

　思わず、櫂人達は目を丸くした。

　そして、二人はほぼ同時に叫んだ。

「「ヒナ！」」

「ふぅ、これでようやく完全決着ですね………あら？　最愛なるカイト様に、親愛なるエリザベート様！　何な故ぜ、ここに？　一体、どうなされたのですか？」

「「それはこっちの台詞せりふだぁあああああああああああああああああ！」」

　安あん堵どしながらも、二人は叫んだ。きょとんと、ヒナは翠みどりの目を瞬まばたかせる。

　宇宙人のような妙な姿のまま、彼女は首を傾かしげた。そこで、櫂かい人とが彼女に訴えた。

「お前がどこにもいないから、エリザベートと二人で捜しに来たんだ」

「私をですか？　それは大変申し訳ないことをしてしまいました。日常業務の一環に含まれますし、直すぐに終わらせるつもりだったので、お声掛けをしなかったのですが……もしかして、思ったよりも時間が？　キャアッ、大変！　調合に戸惑ってしまったせいですね。一体、なんとお詫わびを申し上げればいいか」

「ぶ、無事だったならよいわ……顔をあげよ」

　慌てて、ヒナは頭を下げた。別にいいと、エリザベートは告げる。

　自分も何かを言おうとして、櫂人はヒナの持っているものに目を奪われた。銅製の盥たらいには、溶けかけの草入りの、青緑色の液体が揺れている。櫂人は中を覗のぞき込もうとした。

　瞬間、ヒナはサッと盥を背中に隠した。首を横に振り、彼女は声をあげる。

「まだ僅かですが、気体が出ています！　覗き込まれては危険ですよ！」

「ヒナ、一体それはなんなんだ？」

「これは私の記憶装置にも刻まれております、古来から伝わる鼠ねずみ退治の秘薬！　の、ヒナアレンジ・凶悪ヴァージョンです！」

「凶悪ヴァージョン」

　何とも恐ろしい響きだ。いかにも、鼠に勝ち目はなさそうな感じでもある。

　それを手にしている以上、予測は簡単についた。

　ヒナは鼠と再戦していたのだ。恥ずかしそうに、彼女はもじもじと語る。

「実は、夜の見回り中に、鼠の生き残りと鉢合わせまして………主食は穀物ではなく、ここに育った草であること。巣はその向こう側にあることを突き止めたのです。そのため、地下の保管庫にありました材料と、扱う用の服を取り出しまして………」

「そんなものまで城にあったとは、余は思いもよらない」

「お前はもうちょっと管理をどうにかしてくれ」

「対処薬を調合、群れを躱かわし、巣に盥を突っ込んで最後の仕上げに草を放り込み、煙を発生させたのです！　あれほど巨大化した鼠に、カイト様やエリザベート様が万が一噛かまれるようなことがあっては、このヒナ全世界の鼠をぶっ潰すまで許せなくなりますので！」

　ぐっと、ヒナは拳を固めた。なるほどなーと二人は頷うなずく。これで謎は遂ついに全て解けた。ヒナが消えていた理由も、見つからなかった訳も、痕跡がなかった謎も、全てが判明した。

　つまり、最初から何の心配もいらなかったのだ。

　悪魔との戦闘中とはいえ、いらぬ不安を覚えすぎだったのかもしれない。せめて翌日まで待つのが、正しい判断だったのだろう。そう、櫂かい人ととエリザベートが反省した時だった。

　ヒナは花開くような、明るい微笑ほほえみを浮かべた。

「ご迷惑をおかけしてしまいましたが、本当にありがとうございます………最愛のカイト様と親愛なるエリザベート様に案じて頂けるなんて、ヒナはあまりに幸せです！」

　翠みどりの目には、感動の涙すら浮かんでいる。思わず、二人はポリポリと頬を掻いた。

　そうして、櫂人とエリザベートは当然のことだと胸を張ったのだった。
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　そう、何な故ぜ、私なのでしょうか？

　あなたでは──貴様ではないのか。




　何故、私なのか。私だけがこのような目に遭わなければならないのか。本を正せば、私が全てを成す必要はなかったはずです。今世に謡われる『私』の話は、実態とかけ離れている。ならば、初めから終わりまで理想像に当てはまる、誰かが負えばよかったはずです。

　それなのに、一体、何故、私なのか。

　貴様ではないのか。

　今も、あなたは私が再編した脆もろい世界でのうのうと生きているのでしょう？

　真実も経緯も知らないままに。既存の信仰を貪り喰くらっているのでしょう？

　えぇ、羊とは本来愚昧なものです。それが正しい。あなたも責められる謂いわれはないと語るでしょう。その自己肯定こそが罪です。それでも、あなた達たちは頑かたくなに気づこうとしない。

　これほど、私が猶予期間を設けてやったと言うのに。

　結局、学ぶことすらできなかったのか。

　愚かな羊が。肥え太った豚共が。今まで、私はあなたに伝言を送り続けてきました。しかし、結局返事はない。ねぇ、私の声はあなたに届いていますか？

　………聞こえているのならば応えるために、貴様も相応の努力をしたのでしょうね？

　まさか、何もしなかったなどとは言いませんよね？　まさか、まさか、まさかねぇ？

　いいでしょう。私の伝言など、誰に聴かれていなくとも構わない。

　ただ──ならば、呪いあれ、呪いあれ。




　呪いあれ。




　全てに。

　貴様に。
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「えぇ、このヒナにもわかっておりますとも──貴方あなた達たちには貴方達の平穏があるのだと」

　薄闇の中、真摯な声音が響いた。低く、重く、ソレは壁に反響して消える。

　声の主──ヒナは翠みどりの瞳で、真まっ直すぐ前を見つめた。敵に向けて、彼女は語り続ける。

「ですが、それは私の最愛たる御お方かたと、親愛なる御方の日々を脅かしかねないのです」

　ヒナの口調は、敵対者に向けるべきものではなかった。常日頃、彼女は敵に対しては殺意と侮蔑を隠さない。現在の言動は例外に当たる。そこにはある理由が存在した。

　此こ度たびの邂かい逅こうは、初戦ではなく、再戦なのだ。

　一度、ヒナは彼らを倒している。それこそ、全滅させたはずだ。彼女と敵の間には、相当な実力差があった。ヒナは強者、敵は弱者だ。それでも尚なお、敵は殲せん滅めつを免れ、多数の生き残りを隠していた。強者であるヒナからすれば、ある種の敗北だ。

　再戦となった以上、相手には相応の敬意を払わなければならない。

「お覚悟を──我が使命は、貴方達の息の根を最後の一つまで止めることなれば」

　再度、ヒナは敵軍へ殺害を宣告する。彼女の前で闇がざわりと蠢うごめいた。強烈な殺意と、生物としての根源的恐怖に満ちた鋭い声が、空気を裂く。それでいいと、ヒナは頷うなずいた。

　此度の戦いも、また熱いものとなるだろう。

　ヒナは手にした得物を構え直す。今、その腕に掴つかまれているのは槍斧ハルバードではない。

　銅製の盥たらいになみなみと湛たたえられた、鼠ねずみ駆除剤だ。

「いざ、尋常に勝負───────ッ！」

　大量の鼠の中へ、ヒナは単身突撃する。

　ちなみに現在、彼女の姿はメイド服ではなかった。胴は筒状、手足は太く造られた、なんだかよくわからない──櫂かい人との世界で言う宇宙服──に近い、銀に輝く衣い装しようを着ている。

　太く覆われた足で、ヒナはどっすんどっすんと走る。

　さて、一体全体、何が起こっているのかと言うと。

　事の始まりは、決戦の火蓋が切り落とされる数刻前に遡った。
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「ふふふ～ん、ふふふ～ん」

　夕食の給仕後、ヒナはご機嫌で歌を紡いでいた。

　何せ、本日もよいことがたくさんあったのだ。櫂人には階段掃除を手伝ってもらってしまった。エリザベートには料理の腕前を褒められた。この喜びにはやはり歌がふさわしい。

「ふふふふ～ん、私のお肉はいいお肉～愛と勇気と美お味いしさの～食べれば勇気が百万倍～いつも隣にあなたの肉屋～ふふふふ～ん。そして私はカイト様のメイドで恋人～キャッ」

　自分で歌いながら、ヒナは照れて顔を覆った。

　本日も愛いとしい人の下で働けて、彼女は幸せいっぱい、元気いっぱいだ。今は悪魔との戦いの最さ中なかだが、ヒナにとっては最高の日々が続いている。実際、彼女には自覚があった。

　自身は、間違いなく『幸福』なのだ。

　ヴラド作の贈答用の機械人形達たち──ヒナの姉妹は強い感情を持ってはいない。それでも尚なお、今の待遇を知られれば、彼女達の手で、ヒナは八つ裂きにされてもおかしくなかった。

　それだけ、ヒナの待遇は恵まれている。

　精巧に造られた機械人形は、扱い方によっては感情を育み、豊かな心を持つ。それこそ、彼女達と人間の線引きは曖あい昧まいだ。だが、魔術の発展した世界には、心を持つ者が多すぎた。

　使い魔に精霊に幻獣、中には櫂かい人とのように人間の魂を召喚し、従者にする事例もある。

　その世界で、所有者の限られる、『機械人形の人権』など誰も考えはしない。

　魔術で造られたモノは、原則使用者の道具にすぎない。それがこの世界の共通認識だ。

　だが、ヒナは主あるじ達から人間の娘のごとく大事にされていた。櫂人もエリザベートも優しい。櫂人は異世界人だ。エリザベートは深く考えていないだけだろう。

　彼らに自覚はなさそうだ。だが、ヒナの立場からすればその扱いは望外の幸福だった。

　二人のために働くことこそ、ヒナにとっては至福の時間だ。

　更に永遠の恋人たる櫂人を、毎日愛せられれば最高である。

「はぁ、本日もカイト様は最高にかっこよい御お方かたでした………短く結んだ髪が、ぴょこんとしている様も愛しいですぺろぺろちゅっちゅ………さて、見回りが終わったらどうしましょう。エリザベート様のご希望によっては、カードかチェスか、酒盛りでも………」

　昼は曇天だった。危ない線だったが、雨は降るだろうか。天気によっては場所の変更が必要だ。確かめようと、ヒナは廊下に並ぶ窓の一つに近寄った。

「──────ッ！」

　瞬間、ヒナはある気配を感じた。彼女は弾はじかれたように振り向く。

　現在、エリザベートと従者であるヒナ達は、十四の悪魔との戦いの真っ最中だ。どんな時でも、ヒナは警戒を怠っていない。櫂人に萌もえ萌えぺろぺろちゅっちゅしていようと、彼女は周囲に緊張を張り巡らせ続けていた。故に、反応は迅速だった。

　ヒナは魔道具である革鞄かばんの中に手を入れた。槍斧ハルバードを引き抜き、彼女は鋭く構える。

「──────何なに奴やつ！」

　ヒナは叫んだ。だが、応えは返らない。代わりのごとく、廊下の曲がり角、剣を掲げた鎧よろいの後ろを影が駆けて行った。一目散に、相手は階段を降りていく。

　身を低くして、ヒナは床を蹴った。獣のごとく疾走し、彼女は不審な対象を追いかける。

　踊り場にて、目の前を走る影に新たな影が合流した。新参者の口にはしっかりとクッキーが咥くわえられている。恐らく、櫂人かエリザベートがおやつを食べ歩きして落としたのだ。

　二匹とも、その体たい躯くの大きさは人間の赤子ほどもあった。

（………………これ、は。まさか！）

　相手の正体に気がつき、ヒナは驚きよう愕がくした。

　トドメのように小さな鳴き声が、彼女の耳に届いた。

　──────チュウッ！

　二匹は地下への階段を駆け下りる。思わず、ヒナは一時足を止めた。

　ぎゅっと、彼女は槍斧ハルバードの柄を握り締めた。強こわ張ばった声で、ヒナはぽつりと呟つぶやく。

「………………生き残りがいたのですね」

　ヒナにとって、それは大変意外であると共に、自身の落ち度を証明する事実だった。

　何せ、従者たる者にとって、鼠ねずみは天敵なのだから。
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　残念な話だが、

　城の管理者には、埃ほこり、虫、蜘く蛛もの巣、雑草、鼠と共存の余地はない。

　見つけた限りはデッドオアアライブ。死闘の末の殲せん滅めつしか、選択肢は存在しなかった。

　昨日、それを証明するような壮絶な戦いが行われた。

　日常業務の一環として、ヒナは地下室を点検して回った。移動陣に問題はなく、罠わなも制御されていた。だが、日頃出入りのない部屋にて、こっそりと異常が発生していたのだ。

　空き室と記されていた中に、穀物が保管されていたのである。

　結果、鼠が大量発生していた。しかも、穀物にかけられた長期保存用の魔術が仇あだとなった。魔力の影響を受け、鼠達たちは人間の赤子ほどの大きさまで育っていたのだ。

　結果、ヒナと鼠達の戦いはなかなかに白熱した。

　足をちょっと齧かじられたが、ヒナは快勝を収めた。鼠達の死体を、彼女は裏庭へ埋葬した。森へ放ってしまっては生態系を乱す原因となる。無情だが仕方のない結末であった。

　戦いは無事終わったものと、ヒナは油断していた。それが間違いだったのだ。

　鼠には生き残りがいたのである。二匹いたのならば、二百匹はいるのが鼠というものだ。

「なんということでしょうか……これは、ヒナの落ち度です。最愛なるカイト様と、親愛なるエリザベート様が遭遇される前に、今度こそ決着を果たさなくては！」

　ぐっと、ヒナは拳を固めた。何せ、愛いとしの櫂かい人との体は人造人間だ。彼は基本的に不死だが、全身を食べられてはアウトとなる。ある意味、大量の巨大鼠は彼の天敵だった。エリザベートは鼠など問題にならない。だが、彼女の場合、驚くと城まで破壊しかねなかった。

　ここは、ヒナ一人で速やかに決着をつけるべきだろう。

　地下へ降りる階段前で、彼女は額ひたいを押さえて思案した。

（昨日、鼠と遭遇した部屋については記憶済み。恐らく、巣は傍そばにある可能性が高いでしょう………また、あの部屋とあの部屋に、アレが仕し舞まわれていたはず）

　必要なアレコレについて、ヒナは記憶を探った。迷路じみた通路を歩く度、彼女は脳内に記憶し、かなり正確な地図を描き出せるようになっていた。各部屋の中身も登録済みだ。

　再戦に必要な品は揃そろっている。相手の残り頭数は不明だが、今度こそ殲せん滅めつ可能だろう。

　そう結論を下し、ヒナはぱっちりと目を開いた。

「よし、大丈夫です！　このヒナ、自らの失敗は己の手で挽ばん回かいしてみせますとも！」

　彼女は気合を入れ直した。槍斧ハルバードを革鞄かばんの中へ仕舞い、ヒナはメイド服の裾を摘つまんだ。華麗に、彼女は地下への階段を降りていく。銀髪を揺らして、ヒナは薄闇の中へ消えた。

　余談だが、櫂かい人とは予備の酒瓶の本数を確認するため、エリザベートは夜食をねだるために、各自ヒナを捜し始めていた。その事実を、ヒナは知る由もない。

　流石さすがに、地下までは愛いとしの主あるじの声も届かないのだ。

　かくして、ヒナは地下通路を走り始めたのだった。
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　まず、ヒナは鼠ねずみの巣の捜索に取り掛かった。

　彼女は鼠と戦闘を行った穀物保管庫へ向かった。昨日の今日だ。遭遇場所に、鼠は一匹もいない。だが、ヒナは諦めなかった。慌てず騒がず、彼女は革鞄の中からチーズを取り出した。四方の廊下に、彼女は匂いの強い塊をそっと置いた。ちなみに、何な故ぜチーズを携帯しているのかというと、いざという時の櫂人やエリザベートのお弁当用である。

　後は気配を消して待てばいい。

　本気で歯車の音さえも殺せば、ヒナにはただの置物のふりも可能だ。やがて、一匹の鼠が現れた。彼女がそこにいると気づかないまま、彼はチーズを咥くわえてご機嫌で走り出す。

　足音を殺して、ヒナはその後を追いかけた。追跡の末、彼女は曲がり角で急停止した。

　覗のぞき込むと、うごうごと蠢うごめく影がいた。よく見れば、謎の蔦つたが育っている。

　どうやら、敵は鼠だけではないようだ。慎重に、ヒナは周囲を観察する。

　結果、彼女は鼠達たちの規格外の成長の理由を悟った。

　一帯の廊下には、地下には不自然な量の土くれがぶちまけられている。蔦はそれに根を張っているのだ。ゴーレム。鼠。穀物の種。ここまでくれば、答えは出る。

「なるほど……運ぶ途中の種を落としたことがはじまりなら、恐らく巣はこの奥ですね」

　ヒナはそう囁ささやいた。巣からの道中に蔦が生えた後、鼠達は恩恵にあやかっているようだ。蔦は上う手まいこと巣の防御壁となっている。居場所を突き留められれば、やることは一つだ。

　ヒナはうんと頷うなずいた。彼女の想定方法で、雑草も殲滅できるはずだ。何ら問題はない。

「ではでは……本番と参りましょうか」

　キラリと、ヒナは翠みどりの目を光らせた。彼女は作戦を第二段階へ移行させる。

　しかし、大変なのはなんとここからだったのだ。
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「えーっと、うん、古い……です、ね」

　別の倉庫にて。

　また地図には空き部屋と記されていた場所で、ヒナは腕を組んだ。彼女の前には複数の瓶が並んでいる。全て、壁を埋める壊れかけの棚から降ろした品達たちだ。一見して、古い酒にも見える。だが、これらの正体は魔力を含んだ薬剤だった。本格的な魔術師が研究に使う品とは異なる。除草剤や虫駆除剤などの『ちょっとした便利用品』だ。王都の『魔術師通り』に行けば、扱いの危険性を理解できる程度の魔術知識か、会員証があれば、一般人でもギリギリ入手可能な品である。だが、これだけの量と種類が揃そろっているのは、エリザベートの城ならではと言えた。何な故ぜ、纏まとめ買がいをしたのかは全くの謎だが。

　恐らく、虫の発生に、エリザベートがビビり倒した結果と推測された。

　現在、全ての瓶の上には、ヒナの描いた妙に可愛かわいらしい髑どく髏ろの絵が貼られている。酒と間違えての誤飲を防ぐためだ。素のエリザベートは、結構ドジッ子なのである。

（そんなところも、エリザベート様の魅力の一つですよねぇ………しかし、困りました）

　主あるじの可愛らしさを再確認しつつ、ヒナは悩んだ。

　選んだ二種類の瓶と薬草の入った箱を、彼女は睨にらむ。

「うーん、やはりこれは劣化が激しすぎるのでは」

　何をしようとしているのかと言うと、ヒナは強力な鼠ねずみ駆除剤を作ろうとしていた。

　古来、疫病の発生に悩まされた村にて、旅の魔術師が生んだ調合法だ。作り方の詳細は、彼女の記憶装置に刻まれている。単体処理用の薬剤を二種類混まぜ合わせ、トドメに毒性の気体を発生させる草を放り込む必要があった。だが、薬剤の方がどうにも古そうなのだ。

「悩んでいても仕方がありませんね……確かめることとしましょう」

　ヒナはぺりぺりと瓶の油紙製の蓋を剥はがした。この時点で密閉がいい加減だったことがわかる。眉を顰ひそめ、ヒナは一滴を指で掬すくい取り、舌に乗せた。機械人形ならではの方法だ。

　彼女はしばし目を閉じた。無事分析を終え、ヒナは頷うなずく。

「なるほど、予想通りです……これでは、大した効果は期待できませんね」

　薬剤の魔力はほぼ失われていた。成分の変質も激しい。鼠退治のための毒素は大幅に減っていた。これでは、あの巨大鼠達に対抗できるはずもない。

　うーんと、ヒナは瞼まぶたを閉じた。しばし、彼女は考える。

　ここで戻るのも一つの手だ。『肉屋』に頼み、新たな薬剤を仕入れればいい。だが、届くまでの間、櫂かい人ととエリザベートを鼠ねずみ達たちと同居させるわけにはいかなかった。そのような事態に、ヒナはとても耐えられない。彼女は櫂人の永遠の恋人であり、伴侶なのだ。そして兵士であり、武器であり、愛玩具であり、性具であり、メイドでもある。

　恋人の身を危険に晒さらすわけにはいかない。主あるじの傍そばに鼠は走らせられない。それが矜きよう持じだ。

「えぇ、そうです……そうですとも。諦めるわけにはいきません」

　決意を込め、彼女は拳を固めた。ここでおめおめと逃げ出しては、従者の名が廃るというものだ。彼の良き妻として、最高のメイドとして、諦めるわけにはいかない。

「それに、大丈夫です……私には見倣うべき主もいますもの」

　ヒナは自身の大きな胸の上で、掌てのひらを重ね合わせた。祈るように、彼女は目を閉じる。

　そして、ヒナは親愛と信頼の滲にじむ声で呟つぶやいた。

「そう、エリザベート様という、ポイズンクッキングの達人が！」

　ちなみに、ヒナは本気である。彼女は嘘うそ偽りなく褒めていた。だが、当のエリザベートが聴けば、怪鳥のごとき奇声と共に、櫂人に蹴りが飛んだだろう。なんで俺えええええええと櫂人は吹っ飛んだはずだ。だが、幸いにも、この場で犠牲者は出なかった。

　新たな瓶に手を伸ばし、ヒナは大きく頷うなずいた。

「運良くも、私は機械人形！　この身に毒は効果がありません！　ならば、エリザベート様流、『なんか適当にぶっこむ料理』を真ま似ねし、作り上げてみせようではありませんか！」

　壊れかけの棚の最下段から、彼女は巨大な盥たらいを取り出した。

　当初の予定通り、ヒナは中に二種の薬剤をどくどくと注いだ。空になった瓶を、ヒナはカランと床に転がす。即座に、彼女は新たな瓶を手に取った。ヒナは更に決意を固める。

「完成してみせましょうとも！　ヒナアレンジ・凶悪ヴァージョン・最強の鼠駆除剤！」

　ここに、最凶の実験開始が宣言されたのだった。
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　壁の隙間から、ムカデは逃げかけ、息絶えた。ぽとっと蜘く蛛もは落下した。全滅である。

　ヤバさの漂う実験の末、ヒナは喜びの声をあげた。

「か、完成しました！　やればできるものですね、流石さすがエリザベート様の方法！　これでカイト様のメイドの面目を保てます！　はぁはぁカイト様ちゅっちゅぺろぺろはむはむ」

　彼女は頬を紅あかく染める。ヒナの前では、完成した液体がでろりと怪しく光っていた。その色は紫、赤、灰、虹色を経由して、何な故ぜか深い緑色に落ち着いている。全くわからない。

　一ひと先まず、薬剤としてはそれなりにまともな色合いだ。

　機械人形は汗をかかない。だが、ヒナはふぅっと額ひたいを拭った。こういう仕草は気分というやつである。改めて、彼女は自分の完成させた薬剤を眺めた。

[image: ]

　魔力量は十分。効能は元々の鼠ねずみ駆除剤と近く、毒素はパワーアップしていた。

　自身の仕事に満足しつつ、ヒナは辺りを見回す。そこには空になった瓶が何本も転がっていた。まるで酒宴の後だ。えーっと、と数秒間無言になった後、ヒナは胸を張った。

「ちょっと、やりすぎた予感もしますね！」

　認めざるをえない。だが、無事薬剤は完成した。勢いよく、彼女は盥たらいを掴つかんだ。だが、ハッと、ヒナは我に返った。彼女は機械人形だ。毒は効かない。だが、うっかり零こぼせば、

（え、エリザベート様から頂いたメイド服が台無しになってしまいます！）

　慌てて、ヒナは自身の服を見回した。幸いにも、彼女の調合は完璧だった。ドボドボと盥に注ぎつつも、ヒナは雫しずくを飛ばさなかったのだ。流石さすが一流のメイドと言える。彼女は胸を撫なで下ろした。だが、盥を運ぶ間は、流石に庇かばいきるのは無理だろう。

　何せ、ヒナには鼠の群れを掻い潜くぐるという大仕事があるのだ。

「えーっと、えーっと、それではアレが必要です………あっ、ありました！　よかった！」

　室内を探し、彼女は左手の棚に目当てのモノを見つけた。大きな箱が置かれている。

　慌てて駆け寄り、ヒナは蓋を開いた。中には予想通りの品が仕し舞まわれていた。大量除去用の薬剤と一緒に売られる防護服だ。やはり、纏まとめて搬入されていたらしい。

「これを着れば、最も早はやなんの憂いも問題もありませんね！　ふふ～ん」

　元気よく、ヒナはテラテラと銀に輝く服を着こんだ。愛らしいメイド服が隠される。彼女は櫂かい人とが見れば『宇宙人！』と叫ぶだろう、不気味な姿になった。だが、見た目を気にすることなく、ヒナは頭部まで完全に覆う。着膨れした掌てのひらで、ヒナはぐっと盥たらいを掴つかんだ。

『お待ちくださいね、最愛なるカイト様と親愛なるエリザベート様！　このヒナ、今こそ自らが果たし損ねた決着をつけに参ります！』

　ヒナは力を込めて宣言した。服越しに声はもごもごもごもごもごと濁って響く。

　ちなみに現在、櫂人とエリザベートはヒナの大捜索の果てに廊下で大の字になっていた。

　やはり、ヒナにそれを知る術すべはない。気合を入れ、彼女は大股でのしのしと歩き出した。ヒナは廊下に出る。だが、のしのしと戻ってきた。ぐわしと、彼女は薬草を掴み取る。

　改めて、ヒナは廊下から出ると勇壮に進んだ。

　かくして、話は冒頭に巻き戻る。
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『いざ、尋常に勝負──────ッ！』

　大量の鼠ねずみの群れへ、ヒナは単身突撃した。

　鼠達たちは彼女を真っ向から迎え撃つ。チュウチュウキィキィという鳴き声が、ヒナを包んだ。更に蔦つたまで絡みついてくる。どうやら魔力を大量に得た結果、植物は意志じみたものを獲得し、鼠と本格的に共存関係を築いているらしい。彼らは鼠と共にヒナを倒し、躯からだを養分にする気なのだ。だが、ヒナは止まらない。

（くううっ、流石さすが、なかなかの勢いですね！）

　タプタプと盥の中身を揺らし、彼女はわっせわっせと前へ進んだ。

　蔦に足を取られたり、鼠を踏んづけて転べば、今までの苦労が台無しになる。だが、ヒナにはちゃんと勝算があった。鼠駆除剤には、まだトドメの薬草は入っていない。それでも強烈な匂いを発していた。臆病な個体は、既にこちらに近づくことを躊ちゆう躇ちよしている。他の個体も飛びついては逃げ出すことを繰り返していた。

　何よりも、ヒナの自信の一番の理由はこの防護服にあった。

　服の生地はやたらめったら厚くて硬い。最も早はややけくそと言えた。ちなみに、この不必要なまでの強固さには理由がある。『魔術師通り』にまで虫や鼠の駆除剤を買いに来る客は金持ちだ。彼らは薬品を扱った従者がうっかり死ぬと、物もの凄すごいクレームを店に入れてくる。

　その理不尽さが回り回って、ヒナの助けとなっていた。

（ふふふふっ、止められるものならば止めてみなさい！）

　歩きにくくはあるが、鼠に齧かじられても、今の彼女は衝撃を受けない。蔦も太い手足を掴み切れていなかった。問題はひっくり返されることだが、それも重さでカバーできている。

　妨害者達を振り切り、ヒナは突進した。櫂人が見れば『ラグビーだ！』と叫ぶ光景だろう。だが、残念なことに、この世界にラグビーに該当する球技は存在しない。それに拘かかわらず、ヒナは快進撃を続ける。だが、巣を守る精鋭に体当たりされては、流石さすがに堪こたえた。

「──くっ、っう」

　だが、その時だ。

　前触れなく、鼠ねずみと蔦つたの猛攻に変化が生じた。

（あ、ら？　────少し、弱まったような？）

　そう、ヒナは首を傾かしげた。まるで、背後に新たな敵が生じたかのようだ。

　鼠の攻撃が分散する。幾つか、蔦も後方へ向かった。

　実は背後では大騒ぎが生じていた。だが、厚い防護服に阻まれ、ヒナには現状がわからない。熱い鉛の雨が、彼女の背中にも何粒か跳ねた。だが、ヒナは気づかないまま、これ幸いと猛進する。遂ついに、彼女は通路の突き当たりまで辿たどり着ついた。

　ガラス製の目当て越しに、ヒナはキラーンッと翠みどりの瞳を光らせる。

『ありましたーっ！　やはり、予想通りです！』

　壁の隅に開いた穴に、鼠は巣を作成していた。彼らの体の大きさに合わせ、それは拡張されている。大分奥深くまで続いていそうだ。だが、この最強の駆除剤ならば届くだろう。

　全身を噛かみつかれながら、ヒナは身を屈かがめた。彼女は巣穴に盥たらいを押し込む。

　チュウチュウキィキィと、一斉に抗議の声があがった。

　申し訳なさそうに、ヒナは囁ささやく。

『貴方あなた達たちも平穏な日々を送りたかったことでしょう……申し訳なく思います』

　それでも、彼女は行動することを止めない。

　薬草を掴つかんだ手を、ヒナは盥の上に運んだ。力強く、ヒナは言葉を続ける。

『ですが、私は城の管理を預かる身。なれば、残念ながら、埃ほこり、虫、蜘く蛛もの巣、鼠と共存の余地はないのです！　見つけた限りはデッドオアアライブ！　私も喰くわれれば死んでいるところですので、どうか諦めてくださいませ』

　と言うか、彼女の齧かじられっぷりは、防護服を着ていなければ機械人形とて死んでいる。

　ヒナは腕を振り上げた。迷いなく、彼女は宣言する。

『これにて───決着です！』

　バッと、ヒナは薬草を盥の中に放り込んだ。

　液体の上に、草がふわっと浮かぶ。重い沈黙が場を満たした。

　あれ？とヒナは首を傾げる。

　瞬間、ブシュバアアアアアアアアアアアアアアアアッと恐ろしい量の煙が噴き上がった。
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『キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　思わず、ヒナ自身もそう叫ぶほどの勢いだった。

　煙は彼女の視界を覆い、ブシュバアアアッと流れ去った。凄すごい速度だ。自分が機械人形なことに、ヒナは思わず感謝を覚えた。防御服越しとはいえ、間近で直撃されては危険だ。

『び、びっくりしました………びっくりしましたあ』

　気がつけば、辺りには鼠ねずみがひっくり返っていた。彼女に張りついていた者達たちも落下している。どうやら、無事に決着したようだ。完全なオーバーキルとも言える。

　静かに手を合わせ、ヒナは祈ると立ち上がった。わっせわっせと、彼女は廊下を戻る。

　煙を受け、ガラス製の目当ては汚れてしまっていた。このままでは視界が晴れない。

　盥たらいを器用に片腕で持ち、ヒナは防護服の頭部分をスポッと外した。首を横に振り、彼女は顔にかかった銀髪を払う。美しい翠みどりの瞳を輝かせ、ヒナは安あん堵どの息を吐ついた。

「ふぅ、これでようやく完全決着ですね………あら？　最愛なるカイト様に、親愛なるエリザベート様！　何な故ぜ、ここに？　一体、どうなされたのですか？」

　防護服を脱いだら、目の前にエリザベートと櫂かい人とがいた。

　何を言っているのだという状況である。ヒナ自身にも何が起こっているかは謎だった。だが、確かに目の前には、エリザベートと櫂人が立っている。しかも、大声が返ってきた。

「「それはこっちの台詞せりふだぁあああああああああああああああああ！」」

　きょとんと、ヒナは翠の目を瞬まばたかせる。

　宇宙人のような妙な姿のまま、彼女は首を傾かしげた。そこで、櫂人が彼女に訴えた。

「お前がどこにもいないから、エリザベートと二人で捜しに来たんだ」

「私をですか？　それは大変申し訳ないことをしてしまいました。日常業務の一環に含まれますし、直すぐに終わらせるつもりだったので、お声掛けをしなかったのですが……もしかして、思ったよりも時間が？　キャアッ、大変！　調合に戸惑ってしまったせいですね。一体、なんとお詫わびを申し上げればいいか」

　慌てて、ヒナは頭を下げた。まさか、それほど時間が経たっているとは思わなかったのだ。

　大混乱に耳から蒸気を噴きそうになりながら、ヒナは考えた。

（あ、あぁ、薬剤を発生させた直後にいらっしゃらなくて、本当によかったです！　この世で最も大切な方々を巻き込んでしまうところでした！）

　実は、しっかり巻き込んでいるのだが、やはりヒナは知る由もない。

　そんな彼女に、無事ならばよいわ、顔をあげよと、エリザベートが促した。

　いいえ、まだあげられませんと応えかけ、ヒナはハッとした。銅製の盥の中を、櫂人が覗のぞき込もうとしているのだ。彼女は首を横に振りながら、サッとそれを背中に隠した。

「まだ僅かですが、気体が出ています！　覗き込まれては危険ですよ！」

「ヒナ、一体それはなんなんだ？」

「これは私の記憶装置にも刻まれております、古来から伝わる鼠ねずみ退治の秘薬！　の、ヒナアレンジ・凶悪ヴァージョンです！」

「凶悪ヴァージョン」

「実は、夜の見回り中に、鼠の生き残りと鉢合わせまして………」

　そう、ヒナは何があったのかを律義に語り出した。今までの鼠との戦いについて、彼女は説明する。最後に、ぐっとヒナは熱く拳を固めた。

「あれほど巨大化した鼠に、カイト様やエリザベート様が万一噛かまれるようなことがあっては、このヒナ全世界の鼠をぶっ潰すまで許せなくなりますので！」

　なるほどなーと二人は頷うなずく。どうやら、納得してもらえたようだ。ヒナは胸を撫なで下ろした。安あん堵どすると同時に、彼女はじわじわと喜びを覚えた。

（あぁ………やはり、私はなんて幸せ者なのでしょう！）

　機械人形の心など、誰も顧みないのがこの世界だ。それなのに、二人はヒナのことを案じ、捜しにきてくれたのだ。信じ難いほどの幸福だった。

　思わず、ヒナは花開くような微笑ほほえみを浮かべた。

「ご迷惑をおかけしてしまいましたが、本当にありがとうございます………最愛のカイト様と親愛なるエリザベート様に案じて頂けるなんて、ヒナはあまりに幸せです！」

　じわりと、ヒナは目に涙を浮かべた。彼女はほろほろと泣き出す。困ったように、二人はぽりぽりと頬を掻いた。そうして、櫂かい人ととエリザベートは明るく続けた。

「当然だろ、だって、相手は大切なヒナなんだしさ」

「よく働いてくれるお主がどこかで困っているかもしれぬのだ。それは余達たちが捜さねばな」

　その言葉が嬉うれしくて嬉しくて、ヒナはまた泣いた。二人は優しく、彼女の隣に並ぶ。

　あることに気づき、櫂人とエリザベートは驚きの声をあげた。

「うわっ、ヒナこの服めっちゃ硬いな」

「本当だ。めっちゃ硬いではないか」

「ふふっ………とても頑丈に造られていますから」

　再度微笑み、ヒナは涙を拭いた。彼らは鼠との再戦を終えた道を戻っていく。

　後には惨状が残された。後でこの場は片づけなくてはならないだろう。だが、とりあえず業務は一区切りだ。今日も、日記にたくさん書くことのある、幸せな一日だった。

　明日も明後日あさつても、きっとこんな日が続くだろう。ヒナはそう願わずにはいられなかった。

　たとえ無理だと、薄々わかっていても。

　いつまでもいつまでも、三人で幸せに暮らせますようにと。
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　呪い、怨うらみ、憎み、嫌い、嘆き、怒り、悲しみ、呪い、呪い、呪い、呪った果てに──、

　私の望みは叶かないました。

　終しゆう焉えんが再来したのです。蒔まいた悪意の種はしっかりと芽吹きました。私の従者は役目を果たしたのです。後は皆が皆、死ねば終わり。愚鈍な羊は、愚かなまま亡くなるでしょう。

　それでいい。当然の報いです。私はそう断じました。そう、願いました。ですが、──、

　過去の私は、

　今と違った。

　……聞いて、もらえますか、あなた？

　私が死を望んだ、どこの誰とも知らない、あなた？

　遠い、遠い、昔の御お話はなしです。

　私は致命的過ちを犯しました。かつて私は終焉を招いたのです。ですが、私の真意は別にあった。私は世界を滅ぼしたくて滅ぼしたわけではないのです。確かに、私は間違えた。最も早はや、存在自体が誤りと言えるでしょう。それでも、私が仰いだ目標の尊さは変わらない。

　私は、誰も救わない世界を救おうとしたのですから。

　それなのに、

　いつからか、忘れていた。

『彼』の──【狂王】の言うように、私は確かに忘れていたのだ。

　過去の、私は、

　みんなが、泣いていたから、

　誰も泣かないでいいように、って、

　それなのに、

　なん、で？




　────今、どうして、

　────こんなに、悲鳴が、





　　　　＊＊＊






「捕まえたぞー！」

「お疲れ様でーっすっ！」

　獣人の国にて。

　治安維持部隊の任務を遂行後、エリザベートはヴァリシーサ・ウラ・ホウストラストの邸宅へ帰還した。怠だるそうな声と共に、彼女は縛った魔術師を蹴り出す。獣人の部下達たちから労ねぎらいの言葉があがった。鹿頭の兵が魔術師を、悪魔崇拝の儀式の咎とがで地ち下か牢ろうへと連行する。

　やれやれと、エリザベートは肩を回した。彼女に近寄り、リュートが称賛を述べる。

「お流石さすがです。指名手配欄がまた一つ埋まりましたぞ」

「これにて仕し舞まいであろう？　余は休息時間に入る。遅めの夕食とするぞ」

　彼女が宣言した直後だった。扉が勢いよく蹴り開けられた。

　人形的でありながら、どこかうるさい、不思議な声が響く。

「──失敬。エリザベート、エリザベート・レ・ファニュはいますか？　【ちょっとばかし、話を聞けってんだ、そこのアマ！】」

「ジャンヌか……また王都から飛んできおったな。と言うか、これで何度目だ、貴様」

「そんなことより、聞いてください。【処女乙女マイ・レデイ】のことがさっぱりわからないのです。【嫌われてんのか？　嫌われてんのか、もしかして！】」

「元からイザベラはー、どんな相手にもべったべったしないタイプだと思うぞー」

　じゃなー、余は行くぞー。

　リュートに目配せ後、エリザベートはそそくさと逃亡した。素早く、彼女は廊下に出る。

　誰も来ないうちに、エリザベートは宝石を投げ落とした。ソレは床に当たり、移動陣を描く。紅あかい花弁と黒い闇が、一面に振り撒まかれた。血のような色の円筒形の壁が完成する。

　ソレは細かく罅ひび割れた。

　後には、誰の姿もない。

　かくして、エリザベートは獣人の地から消えた。





　　　　＊＊＊






　チクタク……ticktock……チク……タク……tick……tock……チッ、……カッ、チンッ

　────カッ、チッ

「ただいまー」

「お疲れー」

　エリザベートの言葉に、明るい声が返った。

　椅子の背を傾け、瀬せ名な櫂かい人とが座ったまま振り向く。

　彼の後頭部で、一つ結びの褪あせた茶髪がぴょこっと揺れた。相変わらず、痩せた体には執事服が似合っていない。いつも通りの姿で、櫂人は大倉庫の中身の目録を確かめていた。

　おーっと、エリザベートは片手を挙げかけ、

（──んん？）

　腕を止めた。何か、致命的違和感を覚えたのだ。彼女は首を傾かしげる。

　その間にも、櫂人は羽根ペンを走らせ続けた。途中で染みを作り、誤魔化している。

　涙が出そうになるほど平凡で、面白みに欠ける光景だ。

　違和感を口にすることなく、エリザベートは歩き出した。大股で進み、彼女は櫂かい人との傍そばに立つ。彼は隣の椅子を、自然と後ろへ引いた。エリザベートの方も見ず、櫂人は顎を振る。

「んっ」

「うむ」

　当然のように応えて、彼女もまた腰かけた。座って数秒後、エリザベートは再度首を傾かしげた。だが、何がおかしいのか、口にする暇もない。

　食卓を滑らせ、櫂人は目録を差し出してきた。彼は空白を指さして言う。

「おい、エリザベート。やっぱり、これ、記録抜けが尋常じゃないぞ？」

「戯たわけ……朝からかかりきりになって出した結論がそれとはな。余が外でせっせと働いている分、執事は城を護まもるのが仕事であろうが。文句は引っ込め、キリキリ務めるがよい」

（ん、んんんー？）

　今、己は何を言ったのか。

　滑らかに応えながらも、エリザベートは三度言葉にし難い違和感に襲われた。無意味に、彼女は両手を上下させる。一方、櫂人は背伸びをして、唇を尖とがらせた。

「んなこと言われたってなぁ……聞いて驚け、これ七年分くらい消失してるぞ？」

「それはもう、捨てた方が早いのではないか？」

「だろ？　俺もそう結論づけるしかなくってな……あーあ、途中まで見るだけ損だったな」

　大きく、櫂人は欠伸あくびをした。ぐだぁと体から力を抜き、彼は食卓にうつ伏せになる。その頭を、エリザベートは眠るなオラオラとつついた。ぐえーっと、櫂人は変な声をあげる。

　そうして、二人がふざけている時だ。軽やかな足音が聞こえてきた。

「ご苦労様です、お二人共！」

　涼やかな声に、エリザベートは顔をあげた。銀髪と翠みどりの瞳の輝きが、視界に飛び込む。メイド服姿の、美しい機械人形だ。配膳車を押しながら、ヒナは愛らしく微笑ほほえむ。

　ぐらり、エリザベートは眩暈めまいに襲われた。だが、その理由はわからない。

（ん、んんんん？）

「最愛なるカイト様、親愛なるエリザベート様、午後のお菓子の用意ができましたよ！　タルトにマフィンにクッキーによりどりみどりです！　お好きな品をお選びください！」

「おーっ、そんなにたくさん作ったのか？　ヒナ、お前の方こそ疲れてないか？」

「キャーッ、私の可愛かわいい旦那様がお優しい、情熱的に抱いて！　コホンッ……ご心配なく、最愛なるカイト様と親愛なるエリザベート様のためなれば、お菓子作りも天国への一歩に等しく！　今、ヒナは控えめにめっちゃ幸せです！　キャッ、世界に羨まれる幸福！」

「おっ、おう……いまいち意味不明なんだけど、ヒナが幸せなら俺はいいや」

（いやいや、待て待て、ヒナがいつも通りなのは結構なことだが、しかし、）

　何かが、おかしい。エリザベートは額ひたいを押さえた。だが、具体的に『何が』おかしいのか、答えようがない。一点に絞り切れるようなものではないのだ。無理やり言葉にするならば、

（全て、が）

「エリザベート様は、どちらのお菓子がよろしいですか？」

「木き苺いちごと蜂蜜のタルトをもらおう！」

　瞬時に、エリザベートは考えるのを止やめた。シュタッと、彼女は元気よく片手をあげる。

　はい、喜んでーっと、ヒナは器用にタルトを盛りつけた。エリザベートは皿を覗のぞき込む。

　木苺が豪勢に使用された品は、蜂蜜でつやつやと輝いていた。盛り上がった表面は、ルビーの小山より魅力的だ。エリザベートはフォークを掴つかむ。櫂かい人とは呆あきれた声を出した。

「うーん、ピンッと立った、耳と尻尾が見える気がする」

「やかましいわ、猫とか言うでない」

「誰も猫に限定してないんだよなぁ……自覚があるんだよなぁ」

「ヒナは猫か犬かと問われれば、犬ですね！　カイト様にお腹なかを見せて、千切れんばかりに尻尾を振るのです！　わっふるわっふる！」

「あー、はいはい。尻尾がなくったって、俺の御お嫁よめさんは十分可愛かわいいぞー」

　ヒナの頭を、櫂人は柔らかなメイド帽越しに撫なでた。わふわふと、ヒナは喜ぶ。便乗して、エリザベートは余もやると手を伸ばした。きゅーんきゅーんと、ヒナは大喜びする。

　しばし、ヒナを愛めでる会が続いた。気のせいか、部屋の空気はほんわりと温かくなる。
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　十分和んだ後、エリザベートは皿に向き直った。彼女は笑顔で言う。

「さてと、いただきまーす！」

「いただいてくださいませ！」

「焦らずに食えよ、喉詰まらせるなよ」

「余は幼子か、貴様」

　櫂かい人とに文句を言いつつ、エリザベートはフォークを動かした。彼女は苺とクリームを崩さず、サックサックと上う手まくパイ生地を切り取る。丁寧にエリザベートは一片を口に入れ、




「──────味がしないぞ？」




　そこで、ガンッと、

　全ての照明が落ちた。





　　　　＊＊＊






　チクタク……ticktock……チク……タク……tick……tock………チッ……チッ、チチッ

　────ギッ、ギギッ、ギッ

「────さて、これにて、第一幕終了、と言ったところだろう」

　低い声が響いた。それを合図に、闇の中に灯あかりが点つく。

　蝋ろう燭そくが白い円を生み出した。漆黒の中、僅かな光源は太陽のように眩まぶしい。

　エリザベートは目を細めた。円から闇に向けて、真珠色のテーブルクロスが伸びているのが見えた。上には銀の台が置かれ、蝋ろう細ざい工くめいた色取り取りの料理を支えている。

　半透明の牡蠣のゼリー寄せ、鮮やかな橙だいだい色いろの鮭さけのマリネ、各種パテを始めとした前菜……芳香を放つ品々が隙間なく並べられていた。偽物じみた料理には、誰も手をつけていない。

　この場の客は独りだけだった。

　主賓席に、黒い男が座っている。

　彼はクラバットつきの絹製のシャツに、銀糸で模様が描かれたコートを羽織っていた。

　台上の料理は無視して、男は純白の皿の品を食べている。血の滴る紅あかい肉片だ。生の肝臓だろう。味付けすらされていない肉を、男は薄く切り取り、唇へ運ぶ。

　燭しよく台だいの火だけが照らす暗闇の中、食器の触れ合う音が響いた。

　紅い目と艶やかな黒髪、自身とよく似た美貌を眺め、エリザベートは囁ささやく。

「誰だ、貴様？」

「いや、流石さすがにその反応はないだろう、我が愛娘マイプレシヤス？　存在自体の忘却は止やめてもらいたい」

　ヴラド・レ・ファニュはフォークとナイフを置いた。ケッと、エリザベートは応える。

　勿もち論ろん、彼女は彼を知っていた。だが、エリザベートにはヴラドへ深い怨うらみがあるのだ。存在を敵視せず、流すだけ寛大と言える。そこで、エリザベートは、ん？と首を傾かしげた。

　先程、ヴラドは何を言ったのか。

「……第一幕？」

「さて、言うなれば、我々は伝説の終わり──御お伽とぎ噺ばなしの先に立っているわけだ」

　不意に、ヴラドは語り出した。再度、彼はフォークとナイフを手に取る。

　ヴラドは肉片を切り取り始めた。紅あかい血がじわじわと滲にじみ出す。

「閉幕後の舞台。終演にして終しゆう焉えんを迎えた成れの果て──だが、『終演』と断じては不適当だろう。延命した世界はコレこの通り健在だ。ならば、次の開幕の鐘が新たに鳴り響く」

　────そういうものだ。

　────カッツン

　肉を切断し、彼はナイフの刃で皿の底を叩たたいた。

　ぬらりと、ヴラドはエリザベートを仰ぐ。口元に微笑ほほえみを湛たたえて、彼は続けた。

「『終演の回避』、『三種族の連合軍』、『尊き犠牲』──なるほど？　確かに美談だ。語り継ぐに相応ふさわしい。だが、『その後の話』はどうだろうか？」

「…………『その後の話』？」

「『叛はん逆ぎやく』、『復ふく讐しゆう』、『裏切り』──どこを切り取ったところで、誰かの腹を探る必要性が生じる。ならば、『その後の話』は語られまい。やがて、全ては歴史の裏側に埋もれていく。壮絶に戦うべき立場に置かれた者達たちを無視して、だ……尤もつとも、語るべき世界がまともに残るのか否か、それさえも未いまだわからないがね。状況は甚だ不安定だ」

　フォークを器用に動かし、ヴラドは肉片を唇に運んだ。ざらり、とした肝臓を、彼は舌の上に乗せる。エリザベートに見せつけるように、ヴラドはソレを口に入れた。

　紅い血液が、彼の唇を僅かに彩る。緩やかに、ヴラドは嗤わらった。

「誰もが嫌になるだろう。戦い慣れた者達ですら、目を逸そらしたくなる。そういうものだ」

「ヴラド……もしや、貴様。頭でも打ったか？」

「そういう優しさは、流石さすがに不愉快だとも！」

　エリザベートの言葉に、ヴラドは再度、フォークとナイフを置いた。

　珍しくも、彼なりに真剣に話していたらしい。だからどうしたと、エリザベートは眉根を寄せた。一方、彼女もチリチリと首筋が焼かれるような焦燥を覚えていた。

（やはり、違和感がある）

　目の前が、ギチリと軋きしんだ。ヴラドの話は不快だった。何よりも、不穏だ。

　覗のぞいてはならないモノが、水面に浮かんでいる。だが、エリザベートには詳細を確かめることができなかった。考えようとする度、ひどい頭痛に邪魔をされる。

「──なん、だ？」

　エリザベートは額ひたいを押さえた。ヴラドは食事に戻る。

　彼は優雅に生肉を食べ進めた。ナプキンで唇を拭き、ヴラドは顔をあげる。

「もしかして、気になるのかい？」

「はっ？」

　唐突すぎる言葉だった。主語がない。だが、エリザベートがそう訴える暇もなかった。

　勝手に頷うなずき、ヴラドは指を鳴らした。闇と蒼あおい花弁が渦巻く。それの晴れた後、食卓上には一つの銀器が残っていた。深い内部はギリギリまで水で満たされている。

　水面は鏡のごとく平らだ。そこに、別の光景が映し出される。

　エリザベートは目を見開いた。彼女は短く息を呑む。

「────カイト、ヒナ」

　櫂かい人ととヒナが寄り添い合って眠っていた。二人の表情は穏やかだ。幸福にすら見える。

　それはただ美しいだけの光景だった。おかしな点は何もない。彼らは自他共に認める夫婦なのだ。共に眠る時もあるだろう。だが、────、

（どこか、遠い）

　穏やかな光景は、世界の果てより遠かった。エリザベートは絶望的な距離感を覚える。

　水面に結ばれているのは、映像にすぎない。だが、それだけでは理由は説明できなかった。空間ごと、透明な壁に隔てられているかのように感じられる。

　言葉もなく、エリザベートは二人を見つめた。ヴラドは低く嗤わらう。

　それを無視して、彼女は手を伸ばした。だが、水面上の光景に触れられるわけがない。

　所詮、実物ではないのだ。手は届きはしない。

　そのはず、だった、が。

　────だった、が？

　……………どぷんっ！

　チクタク……ticktock……チク……タク……tick……tock………チッ……チッ、チチッ

　────ギギッ、ギッ




　ギッ？





　　　　＊＊＊






「おーい、どうしたー、エリザベート？」

「大丈夫ですかー、エリザベート様ー？」

「──────────…………あれ？」

　ゆっくりと、エリザベートは瞼まぶたを開いた。眩まぶしい光が目を焼く。

　いつの間にか、室内は明るくなっていた。目の前には真珠色のテーブルクロスに覆われた、食卓が伸びている。だが、その上からは、銀の台と蝋ろう細ざい工くめいた料理達たちは消えていた。

　ヴラドの姿も見えない。それどころか、エリザベートは彼と代わるように主賓席に着いていた。櫂かい人と達を映していた銀器も、別の品へ変わっている。妙に、威風堂々とした器だ。

　まじまじと、エリザベートは突如出現した品を眺めた。

（これは……確か）

　以前、櫂人に欲され、エリザベートが作成した器。

　即すなわち、土鍋だ。

　どんな流れで、これは目の前にあるのか。いや、何よりも。

　彼女の前には、櫂人とヒナがいた。左右から彼女を覗のぞき込み、二人は口を開く。

「へんじがない。ただのしかばねのようだ、ゴフッ！」

「こらっ、カイト様！　女の子に物騒な冗談を口にしてはなりません！　最愛なる御お方かたでも駄目ですよ！　エリザベート様は繊細な御方なんですから！」

「わ、わかった……確かに、俺が悪かった……えーっと本当に大丈夫か、エリザベート？」

「やはり、ヒナの中で余の評価はどういうことになっておるのだ？」

　エリザベートは眉根を寄せた。彼女からすれば、ヒナのことは妹くらいの気持ちで捉えている。だが、なんだか、自分の方が甘やかされている気がした。

　ふふんと、ヒナは謎に胸を張る。だが、そこで、彼女は小さく跳びあがった。

「はっ！　それどころではありません！　エリザベート様が返事をなさいました！」

「はっ！　どうしたんだ、エリザベート、さっきからぼーっとして」

「さっき、から？　いや……余は、ヴラドと」

「プリン、食べないのか？」

「ぷ、りん？」

　櫂人の言葉に、エリザベートは土鍋を見下ろした。蓋は閉じてある。だが、言われてみれば卵と牛乳、砂糖の柔らかな匂いがした。どうやら、この中には、淡い黄色のプルプルがみっしりと詰まっているらしい。思わず蓋を掴つかみかけ、エリザベートは首を横に振った。

「いや、待て、木き苺いちごのタルトは……タルトはどこに消えたのだ？」

「えっ、タルト、ですか？　エリザベート様はタルトの方が召し上がられたかったと？」

「違う、そうではない。えぇい、余も何がなんだかわからぬ」

　再度頭痛を覚え、エリザベートは額ひたいを押さえた。思い返せば、全てがおかしい。

　連続しているはずの記憶には、脈絡がなかった。時間どころか、空間を超越しているかのようだ。彼女が悩む間に、櫂人とヒナは顔を見合わせた。二人はそっと食卓から離れる。

　櫂人とヒナは床に並んで膝を抱えた。二人はひそひそと相談を始める。

「アイツ、タルトが食べたいなんて言ってたっけ？　プリンは聞き間違えか？」

「僭せん越えつながら、このヒナの記憶では、確かにぷりんだったと思うのですが……エリザベート様は育ち盛りなお年頃です。日々、召し上がられたい物も変わるのかもしれません……林りん檎ごがたくさんありますので、今度はヒナがお作りしますとも！」

「えっ、何？　エリザベートってまだ育つの？」

「きっと、ヒナくらいにはおっきくなられます！」

「それは胸のことかー、背のことかー？」

　流石さすがに放置できない話題だ。思わず、エリザベートは尋ねた。

　うわっ、聞かれてたと、櫂かい人とは飛び上がる。一方で、ヒナは元気に片腕を挙げた。

「背でーすっ！」

「ならば、よーしっ！」

「うん？　エリザベートがヒナ並みの背丈になったら、もしかして、俺が最小になるんじゃないか？　んな、アホな」

　ブツブツと、櫂人は嘆き始める。ちょっかいを出そうとして、エリザベートは思い留とどまった。背のことで殿方をからかってはなりませんと、ヒナに肘鉄を食らいかねない。

　何よりも、そんな場合ではなかった。状況は不明のままだ。

　エリザベートは土鍋に向き直る。器はドドーンッと、謎の存在感を発し続けていた。

『私を食べてeat me』とでも言いたげだ。

（……コレは、銀の器と入れ替わりで現れた）

　エリザベートは手を伸ばす。改めて、彼女は蓋を開いた。

　プルプルと、中で淡い黄色が揺れる。卵と牛乳、砂糖の甘い香りが、より濃く漂った。

「おーっ、ちゃんと上う手まくできたな？」

「流石、カイト様です！　神にも届く創造の腕前と申せましょう！」

　櫂人とヒナが口々に騒ぐ。なんだか、エリザベートは猛烈に腹が立ってきた。

　プリンとは食べ物だ。即すなわち、デザートだった。

　ソレは揺るぎなき真理だ。ならば、目の前の品を食べられないのも理不尽だろう。

　徐おもむろに、エリザベートはスプーンを掴つかんだ。プルッとした表面を、彼女は大きく掬すくい取る。とろっと、端が崩れた。相変わらず愛うい感触だ。慎重に、エリザベートはスプーンを運ぶ。

　はくっと、彼女はプリンを食べた。

「あっ、食べた」

「まぁっ！」

「もごもごふがっ」

『なーにを喜んでおるか』とエリザベートは言う。だが、スプーンを咥くわえたままでは言葉にならない。『今度』は、ちゃんと味がした。彼女の舌の上に、甘さが広がる。

　やはり、香り豊かだ。優しく、素朴に美お味いしい。それでいて蕩とろける食感は新しく、他にはなかった。愚鈍な従者が作ったとは、信じ難い逸品だ。

　思えば、櫂かい人とがまともに作れたのはプリンだけだった。

（──ん、作れ『た』？）

　作れ『る』、ではなく。

　微かすかに、エリザベートは片かた眉まゆをあげた。だが、引っ掛かりを覚えながらも、彼女はスプーンを動かした。何な故ぜか、櫂人とヒナは固唾かたずを呑んで見守っている。止まるに止まれない。

　やがて、スプーンはカチリと土鍋の底にぶつかった。

　勢いよく、エリザベートは最後の一匙さじを掬すくい取る。

「おおーっ」

「おおーっ」

「だから、さっきからなーにを感心しとるのだ、貴様ら」

　エリザベートはツッコむ。二人はパチパチと拍手をした。人の話を聞いていない。意味不明だ。だが、悪い気はしない。スプーンを片手に、エリザベートはふふんと胸を張った。

　さて、と彼女はスプーン上の一口に向き直る。だが、不意に、手を止めた。

　つるりとした銀器の上に、

　小さな、白い、ナニカガ。




「───────兎うさぎ？」

　白い兎が座っていた。




　当然の顔をして、白しろ兎うさぎは懐中時計を抱えている。その短針と長針は、丁度０時を指していた。エリザベートは知っている。本当は、とっくの昔に、刻限は来ているのだ。過ぎた時間は戻らない。あと、兎は鳴かないように見えて、実は鳴く。白兎は口をぱかりと開き、




　中から、闇が、




　Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down Down.




　深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown、深くDown。




　深くDown。





　　　　＊＊＊






　Alice went down a big hole.




　アリスは大きなAlice went穴の底へdown落ちていきましたa big hole.。




「ようこそ、エリザベート。『不思議の国wonder land』へ」

　少女の声がした。彼女は不思議の国と語る。だが、辺りには何も見えない。

　ただの真っ暗闇だ。

　仰あお向むけになって、エリザベートは四方に視線を走らせた。やはり、周囲は果てしない闇で覆い尽くされている。黒色は妙に籠こもった質感だ。まるで垂らされた分厚い布の狭間はざま──舞台の袖奥に隠れているかのような心地になった。そう、エリザベートが考えた時だ。

　間近でバンッと床が鳴った。乾いた板材がギチリッと軋きしむ。音はパタパタと連続した。

（誰かが、駆け回っている）

　子供の足音だ。

　無邪気に、ソレはエリザベートの周りを巡る。不意に、両の踵かかとがコンッと揃そろえられた。

　痛いほどの沈黙が広がる。フッと短く息が吐かれた。芝居じみた台詞せりふが、朗々と続く。

「巡り巡って、ようやく私の出番ね、エリザベート？　でも、これって何幕目かしら？　私にはわからないわ。貴女あなたにだって、そうでしょう？　舞台監督にも役者にも、脚本家にだってこの無軌道なだけの全貌は掴つかめるもんですか。貴女は観客でもあるのだから、尚なおのこと。ねぇ、エリザベート、かわいそうね？　こんなところでも、貴女はずーっとかわいそう……いえ、違うのかもしれない。だって、これは悲劇というより喜劇で……って、あら、お父様、どちらへ？　えっ、『ここは、私達たちの出るべき場所ではない』？　『強くは呼ばれていない以上、控えるべきだ』？　まぁ、お優しいのね……ん？　ちょっと、こらーっ、アリスを置いて行くのは、お父様だって駄目なんですからー、待ってーっ！」

　拗すねた声で、少女は叫んだ。パタパタパタ、パンッと、彼女は走って床を蹴る。

　上方で、誰かの骨がゴキッと音を立てて鳴った。以降、少女の足音は途絶える。彼女は誰かにぶら下がったようだ。微かすかな衣きぬ擦ずれの音を立て、『もう一人』の誰かは歩き続ける。

　やがて、遠くで扉が開き、閉じた。再度、沈黙が訪れる。

　今まで、ここには誰がいたのだろう。わからない。だが、

　どうせ、ろくでもない者達に違いなかった。





　　　　＊＊＊






「……………それでは、しばし、無音の暗闇が続くかと思いきや、ところがどっこい」

「…………んん？」

「空気を読まずに、こんにちはですぞーっ！」

　何やら、間抜けな声が聞こえた。エリザベートは首を傾かしげる。

　どうやら、闇の中に新たな人物が現れたようだ。だが、その姿は見えない。注意深く目を細め、彼女は暗闇を探った。確かに、一部の黒色が奇妙な存在感を放っている。

（だが、近づいてくる足音はしなかった）

　まるで、何もない場所から突然生まれたかのようだ。エリザベートは眉根を寄せる。

　謎の存在は、彼女の懸念に気づかなかった。わざとか否か、相手は朗らかな声をあげる。

「はいはい、それではエリザベート様っ！　起きて下さいませー、ほいほいほーっ！」

「……起き、る？　いや、待て、余は」

「ちぇすとぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「うわあああああああああああああああああっ！」

　突如、怪鳥じみた奇声が響いた。

　危険を察知し、エリザベートは『飛び起きた』。『目を開き』、彼女は前へ転がる。

　ちらりと、エリザベートは後方を確認した。鱗うろこに覆われた、鉤かぎ爪づめの輝く脚が、石畳に罅ひびを入れている。今まで彼女のいた位置に、踵かかと落としが炸さく裂れつしたのだ。

　強烈な一撃を放った相手は、細く息を吐いた。だが、実際に『息を吐く』様子が見えたわけではない。相手の口元は、フード奥の暗闇の中に隠されていた。

　頭から爪先まで襤ぼ褸ろ布で覆い隠したまま、彼はポーズを決める。

「ふっ……今日も鮮やかに決めてしまいましたな。これぞ『肉屋』必殺目覚ましキック！」

「貴様、そんな技は持っておらんかっただろうがっ！」

　思わず、エリザベートは力いっぱい叫んだ。『肉屋』は袋を背中に、天を指差す。聞いているのかどうか怪しい。堂々とした背中に向けて、彼女は一息に言い募った。

「そもそも、起こしたいのか、殺したいのかどちらだ！　永眠させてどうする！　隅から隅までわけがわからん！　げっほ、げっほ」

「うーむ、流石さすがはエリザベート様……喉を犠牲にされてまで、キレのあるツッコミをなさるとは期待を裏切りませんなぁ。まさしく、職人芸と評せましょう」

「勝手に人を謎の職人にするなぁ！　げっほげっほ」

　派手に、エリザベートは咳せき込こむ。何せ、ここまで声を荒らげたのは久しぶりだ。

　彼女の前で、懐かしい姿は飛び跳ねた。やたらと『肉屋』は嬉うれしそうだ。

　もう知らんわとエリザベートは胡坐あぐらをかいた。素肌に『岩製』の床が冷たい。ここはどこだと彼女は辺りを見回した。圧迫感のある狭い部屋だ。家具は少ない。傍らには上質だが簡素な造りの寝台が置かれていた。魔力で補強されたナイフで壁には地図が留めてある。

　当然、エリザベートには見覚えのある場所だった。他でもない、『拷問姫』の寝室だ。

　そこで、彼女は寝台ではなく、床に横たわっていたらしい。

「一体、何な故ぜだ？　いや、そもそも、余は……何がどうなっておる？」

「でやっ！」

「んんっ？」

　突然『肉屋』は跳んだ。エリザベートが見守る中、彼は壁に張りつく。カサカサと這はい進み、『肉屋』はナイフを一本抜いた。床に着地すると、袖から出した林りん檎ごを剥むき始める。

　どう見ても、最初に壁に張りつく必要性はなかった。エリザベートは半目になる。

「せっせ、せっせ、せっせ」

「………いや、何を始めたのだ、お主？」

「ほっほっほ、林檎を剥いておりますなー」

「一目瞭然だが」

「エリザベート様は咳せきが出るご様子！　ならば、この『肉屋』、瑞みず々みずしい林檎を差し上げようと思いましてな！　デザートに、肉もばっちりですぞーっ！」

「メインとデザートが逆な気がするのだが」

　やや疲弊しながら、エリザベートはツッコんだ。無言で『肉屋』はぐっと親指を立てる。意訳すると『それな』だろう。エリザベートはますます半目になった。場に沈黙が広がる。

　くるくると、『肉屋』は林檎を剥き続けた。定められた軌跡をなぞるかのように、紅が伸びていく。蛇めいた形の皮を前に、エリザベートはぼそりと呟つぶやいた。

「なぁ、『肉屋』？」

「なんでしょうか、エリザベート様？　ハッ、もしや林檎はうさちゃん型がよかったと？」

「何故──余達たちを裏切った？」

　ブツッと、皮が断たれた。だが、紅の落下は途中で止まる。

　螺ら旋せんを描き、皮はふわふわと宙を漂った。その端を、『肉屋』は摘つまむ。玩がん具ぐで遊ぶように、彼は皮を回転させた。外側の紅と内側の白がくるくると回る。

「……『今更』、『ここで』、尋ねても無意味ですなぁ」

　ぼそりと『肉屋』は呟いた。

　予想外に穏やかな口調だ。彼は螺旋を操りながら続ける。

「『私』に聞いているようで、それは鏡を眺めての自問に他なりません。己に他者への問いを投げても答えなど出ない。正解のない自問は、心を壊す第一歩にもなりましょう……私も、幾度も悩みましたからなぁ。何故、『あの方』は私に使徒の役割を命じられたのか」

「────『肉屋』」

　くるり、くるりと、螺旋が踊る。

[image: ]

　ふっと、『肉屋』は指を離した。続けて、掌てのひらから林りん檎ご本体も落とす。白く剥むかれた実は、緩やかに回転しながら宙を漂った。エリザベートと『肉屋』の間をソレは無音で通過する。

　林檎の向こう側に、彼はいる。隠された顔へ、彼女は薄く笑ってみせた。

「嘘うそ、であろう？」

「ご名答。正確には『本当ではない』ですがな……貴女あなたとておわかりでしょう、エリザベート様。『実在の私』は、『そんなこと悩みもしなかった』のです」

「そうであろうな……あぁ、貴様はそうであろうよ。胸むな糞くそ悪い話だ。思考を停止しおって。己は『捨て駒』だと理解していたであろうに馬鹿だ、貴様は」

　前触れなく、エリザベートは腕を伸ばした。空中から、彼女は林檎を掴つかみ取る。ガブッとエリザベートはソレを齧かじった。乱暴に、彼女は実を咀そ嚼しやくする。『肉屋』は無言を保った。

　エリザベートは食べ進める。途中、彼女は種を吐き出した。黒い種子は床へ落ちる。

　ぐいっと、エリザベートは果汁で濡ぬれた口元を拭った。

「大馬鹿者だ──世界を愛しながら、悪意の種子を蒔まく奴やつがどこにいる」

「ここにいるのですなぁ。いやー、面目ないですぞ。しかし、『本当に大切なものなんて、皆、たった一つきり』故に、仕方がないのです」

　静かに、『肉屋』は頷うなずいた。再度舌打ちしながら、エリザベートは彼の言葉を反はん芻すうする。

『本当に大切なものなんて、皆、たった一つきり』

　だが、ソレは別の誰かの言葉だったのかもしれない。

　彼女は林りん檎ごを食べ終えた。エリザベートは芯を後ろ手に放る。ソレは壁にぶつかり、落ちた。改めて、彼女は『肉屋』と向かい合う。不機嫌に目を細め、エリザベートは囁ささやいた。

「あと、だな……これは余の話だが」

「はいはい、なんでしょうか？」

「なんとなく、だが、わかってきたぞ」

「何が、ですかな？」

『肉屋』は首を傾かしげた。瞼まぶたを閉じ、エリザベートは天井を仰ぐ。背後に、彼女は体重をかけた。虚空へ、エリザベートは倒れ込む。だが、彼女の頭は何かにトンッと当たった。

　硬く、滑らかな代物に、エリザベートは凭もたれかかる。

　ソレは冷たい。ゆっくりと、エリザベートは目を閉じた。

「わかってきたのだ──『この世界』がなんなのか、な」

　彼女は囁く。『肉屋』は応えない。

　エリザベートは知っていた。

　もう、目の前のどこにも、

　彼は存在などしないのだ。
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　ギッ！




「──つまり、余にとって、貴様はそういう存在であるわけだ」

　ぽつりと、エリザベートは呟つぶやいた。上体を起こし、彼女は徐おもむろに瞼を開く。

　目の前では、予想通りの者達たちが微笑ほほえんでいた。

「あっ、エリザベートが起きたぞ」

「まぁ、おはようございます、エリザベート様。よくお眠りになられましたか？」

「──カイト、ヒナ」

　再び、場所は食堂だ。気がつけば、エリザベートは猫脚の椅子に腰かけている。

　櫂かい人とは木製の脚立に乗っていた。ヒナがそれを支えている。何な故ぜかは不明だが、二人は壁面を飾りつけているらしい。高所に、櫂人はリボンを留めた。ヒナが造花を手渡す。

　共同作業を進める様は仲睦むつまじい。眩まぶしい者を仰ぐような顔で、エリザベートは尋ねた。

「お前達たちは、一体何をしておるのだ？」

「何って……エリザベートの治安維持部隊、隊長就任三年目のお祝いの準備だろ？」

「エリザベート様を驚かせようとの、カイト様のご提案です！　ヒナも大賛成しました！」

「うーん、ヒナの言葉は嬉うれしいがなぁ。目の前で準備をされては、驚きようがないぞ？」

「それは一理ある」

「確かに、その通りなのですよねぇ」

　うーんと、二人は各々に両腕を組んだ。ヒナはともかく、普段の櫂かい人とはツッコミ気質だ。だが、夫婦単位になると途端にボケる。どう反応せいと言うのかとエリザベートは悩んだ。

　しばらく考えると、櫂人は応えた。

「だけどさ、城主の許可も取らずに食堂を飾ったり、客人を招いたら、流石さすがに迷惑だろ？」

「うむ、それには問題がある」

　エリザベートは頷うなずいた。言われてみれば尤もつともだ。事前確認がなくては困る。櫂人達が宴うたげを開いた日にエリザベート側は教会の使者を招く予定だった、という事態も有り得るのだ。

　櫂人にしてはちゃんと考えた結果だったらしい。だが、と、エリザベートは首を傾かしげた。

「いや、待て、客人？　お前達だけで済ませるのではなく、誰かを呼んだのか？」

「だって、『拷問姫』が悪魔との戦い以外の任に就いて遂ついに三年目だぞ？　記念すべき日だろ？　せっかくだ。招待状はあちこちに出しておいたからな」

「無論、エリザベート様はご心配なく！　もてなしは、このヒナが致します！　お酒も二人で新しく仕入れました！　お料理もたっくさん作りましたからね！」

「やれやれ、全く賑にぎやかなことだ。子供のような無邪気さとも称せるだろう。最も早はや、私は感心すら覚えるとも。よくもまぁ、ここまで俗世への興味を維持できるものだ」

　滑らかかつ低い声が聞こえた。エリザベートは眉根を寄せる。

　造花の位置を微調整しながら、櫂人は当然のごとく応えた。

「ヴラドー？　嫌いや味みかー？」

「まさか、皮肉だとも！　嫌味よりはやや棘とげを抜いてある」

　ギギッと、エリザベートは左隣へ向けて首を回した。視線の先では、貴族的な装いの男が堂々と腰かけている。ついさっき、見た顔だ。強こわ張ばった口調で、エリザベートは尋ねた。

「待て、何な故ぜ、貴様まで、いるのだ？」

「ハハハッ、歓迎されないと予測してはいたがね！　それにしても随分な扱いと言い方だ、【我が愛娘マイプレシヤス】。だが、私は既に【ここにいる】。ならば、仕方がないだろう？」

「いや、だが、貴様は」

「考えてもみたまえ。元々、【私という存在】は、我ながらしぶといのだ。一度死んだ時も複製は残った。今だって、そう簡単に消えはしないとも。何より、【君がそう理解している】。だから、【こうなった】わけだ……理解はできただろうか？」

　ヴラドは肩を竦すくめた。数秒間の沈黙後、エリザベートは頷うなずく。つまり、彼女にとって彼もまた、『そういう』存在に他ならないわけだ。深く、エリザベートは椅子に凭もたれ直した。

「なるほど。確かに、それならば仕方がなかろう」

「あぁ、何せ、【私の意志】というわけではないのだからね。仕方のないことだとも。だが……そもそも、あえて再確認をすれば人の生きる世界は無駄ばかりだ。ならば、無駄を楽しんでこその人間というものだろう。我々という種は、存在自体が不合理なのだから」

「流石さすがに、それは適当を連ねすぎであろう、貴様」

「ハハッ、やはり、君は簡単には騙だませないか。鋭いな、【我が愛娘マイプレシヤス】。【我が後継マイデイア】ならば、既に納得しているところだ。彼は警戒心が低いからな」

「聞こえてるぞー、ヴラドー」

　不機嫌に、櫂かい人とは声をあげた。造花を整え終え、彼は脚立から飛び降りようとする。だが、寸前で動きを止めた。ハッと、櫂人はヒナを見る。彼女は両腕を広げて待機していた。

　迷いなく、櫂人はヒナの胸に飛び込んだ。彼を抱き留め、彼女はくるくると回り始める。

　相変わらず、隙あらばイチャイチャしだす夫婦だった。

「あははは、ヒナ、ヒナー」

「うふふふ、カイト様、カイト様ー」

「ちなみに、あの繰り返しのせいで、先程から作業は順調に滞っている」

「あれでは確かに進まんよなぁ」

「予想通り、実に非効率的な作業方法ですね。【別に、羨ましいとかじゃねぇからな！】」

　人形的でありながら、どこかうるさい、不思議な声が響いた。

　エリザベートは顔をあげる。食堂の入り口で、蜜色の長髪が豪ごう奢しやに靡なびいた。

　どうやら、早々に、

　第一の客人の登場だ。
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　黄金の美貌の娘、ジャンヌ・ド・レ。彼女の姿を、エリザベートは上から下まで眺めた。

　うんと、エリザベートは頷いた。彼女は淡々と口を開く。

「……ジャンヌよ。ささやかなものとは言え、一応は宴うたげなのだ。普通の服装で来る、というか、せめて肌を隠すという選択肢はなかったのか？」

「普通と言われても、私にはこちらが普通ですので。それに、貴女あなた自身も似たようなものではありませんか？　【テメェも十分すぎるほど痴女じゃねぇか！】」

「痴女という自覚があるのではないか。少しは着飾ってくるがいい」

　ジャンヌは相変わらずの際どいボンデージドレス姿だった。魔力で編まれた衣い装しようは、魔術師のみに許された姿でもある。王都にて勤務時以外は、不自然極まりない格好だ。だが、確かにエリザベートも僅かに布面積が多いだけで、似たような服装だった。しかし、ここは彼女の城なのだ。また、街に赴く際、エリザベートはドレスを着用している。故に、彼女は己のことは知らぬ存ぜぬの姿勢を貫いた。不機嫌に、ジャンヌは両腕を組む。

「余計なお世話ですとお返ししましょう。それに私は客人としてではなく、準備を手伝いにきたのです。【どーせ、キャッキャうふふしながら時間を無駄に使ってんだろうと思ってな、このバカップルがよぉ！　宴うたげだなんだって気取ったこと言ってんじゃねぇぜ！】」

「いや、着飾る、というのはいい。君にとって素晴らしい提案だと思う」

　突然、凛りんとした声が響いた。ジャンヌはピシッと固まる。彼女は綺き麗れいに背筋を伸ばした。

　硬質な靴音が、食堂の入り口から響く。

　エリザベートは再度視線を向けた。白の麗人の姿が見えた。心地いい声の語りは続く。

「ジャンヌ、せっかく君は美しいんだ。宴に相応ふさわしいドレスは、さぞかし似合うことだろう……そうだな、出立が別々だったとはいえ、私も気が利かなかったな。今度、贈ろう」

「はいイエス、【いいえノー】、はいイエス」

「混乱するな、混乱を」

　落ち着けと、エリザベートはジャンヌを宥なだめた。だが、無理があるのは明白だ。元々、ジャンヌは己の感情の機微に疎く、恋愛経験はなきに等しい。

　つまり、初恋相手、イザベラ・ヴィッカーの言葉で即死するのだ。

　イザベラは凍ったままのジャンヌの隣に並んだ。そこで、櫂かい人ととヒナが客人に気づく。

「んっ？」

「あら？」

　少し前から、櫂人とヒナは回るのを止やめていた。

　ひしと抱き合っていたものの、二人は揃そろって顔をあげる。櫂人は声を弾ませた。

「来てくれたのか、ジャンヌ、イザベラ！　二人共、早いな！」

「あぁ、他でもない貴殿達たちに呼ばれたのだ。当然、招きは受けるとも。だが、エリザベート殿、カイト殿、ヒナ殿には何度も世話になった。客人に甘んじるのも落ち着かない……よければ手伝いをしたいのだが……まずはヒ、いや、奥方にこれを」

「まぁ、素敵なお花！　ありがとうございます！」

「気に入ってもらえたのならば何よりだ。宴の彩の一つにでも加えてもらいたい」

　イザベラは片手に抱えた花束を差し出した。ヒナは明るい笑みを浮かべて受け取る。

　銀と白だけで構成された、美しい逸品だ。百ゆ合りと共に、獣人達の開発した新種が纏まとめられている。細い茎に無数の小花がつき、星のように輝いていた。

　ヒナは花束に鼻先を埋める。イザベラも柔らかな笑みを浮かべた。

「あぁ、やはり、奥方の銀髪にもよく映える。エリザベート殿の黒髪にも似合おう」

「イーザーベーラー、人の妻を口説くなぁ！」

　櫂かい人とが訴えた。イザベラとヒナはキョトンとする。

　数秒後、ヒナはぼんっと赤くなった。彼女は早口で、言葉を並べ立てる。

「そ、そんな、いえ、イザベラ様にはそんなつもりはないと思いますし、私は口説かれることは歯車が止まろうとありはしませんが、でも、今ってカイト様が嫉妬？　嫉妬をなされて？　きゃぁ、神様ありがとうございます！　胸のときめきが全てを灰と化す業火に」

「ご、誤解だ！　そんなわけがないぞ！　貴殿の奥方にだけではない！　負傷騎士の慰安の際や、新人の祝い事の時にもよく贈っている！　それに、これはカイト殿の意志の強い目にも当然似合うと思ってだな」

　ヒナがきゃっきゃっとくねくねする。一方、イザベラはあたふたと応えた。

　思わず、櫂人は額ひたいを押さえた。納得したと、彼は頷うなずく。

「今、俺にははっきりとわかったぞ……お前、絶対、聖騎士の中に隠れファン多いだろ？」

「ふぁ、ふぁん？」

「ついでに、男女の区別なくオトしてるだろ？」

「お、おとす？」

「うむ、余もな。それはちょっと予想するところがあったぞ」

　うんうんと、エリザベートは神妙に同意した。なーと、櫂人は相あい槌づちを打つ。

　エリザベートは思い返す。長年に亘わたって、教会は複数の歪ゆがみを抱えてきたのだ。また、『拷問姫』と、ヴラドの率いる悪魔の軍勢との戦闘により、多くの聖騎士が無残に死んだ。だが、混乱の最さ中なか、若くして団長の任を背負った女性は美しかった。

　常に、彼女は高潔であり続けた。かつ身も蓋もない言い方をすれば天然タラシであった。

　実際、聖騎士団内でのイザベラの支持率は、再編派を除けば絶大である。

　また、彼女は既にとんでもないモノをオトしていた。

「うーん、それにやっぱり美人がビシッとした服を着てるとかっこいい……わわっ」

「失敬──訂正なさい」

　瞬間、櫂人の短く結んだ髪をジャンヌが引っ張った。イザベラにオトされた代表こと金の『拷問姫』は不機嫌な顔をしている。ちなみに、イザベラは未いまだ混乱したままだ。

　櫂人の褒めた通り、その装いは凛りんとしていた。聖騎士の鎧よろいを脱ぎ、イザベラは細身の礼服に身を包んでいる。白を基調としたコートにズボンは型こそ女性用だが、男性が着ても違和感のないデザインだ。イザベラの中性的な魅力は、まさに麗人と言える。

　だが、櫂人は更に髪を引っ張られ、続く称賛の言葉を呑み込んだ。慌てて、彼は謝る。

「いてててて……じゃ、ジャンヌさん。なんだか殺意を感じます、殺意を！　悪かったって、お前の初恋相手に色々言いすぎた……てててて」

「自覚があるのは何よりです、『愚かな貴方ミスタ』。理解させる手間が省けますからね。【だったら、言うべきことはなんだかわかるよなぁ、あぁん？】」

　終盤は、見事にドスが利いていた。思わず、櫂かい人とは冷や汗を流す。だが、イザベラとヒナの前では惨事には至らないだろう。ピンチよなぁと、エリザベートはただ温かく見守る。

　降参するように、櫂人は小さく両手を挙げた。

「え、えーっと、……ごめんなさい？」

「違います。謝罪を要求しているわけではありません。【相変わらず、テメェは日向ひなたの猫みてぇだな！　頭の中まで、もっふもっふのふっかふかかよ！】」

「えっ、じゃあ……なん、だ？」

「むむ、コレは余にも正解がわからぬぞ」

「エリザベートさん、従者の危機に気づいているのなら助けてください」

「余は知らーぬ、存ぜーぬ、自力で頑張るがよーい」

　飄ひよう々ひようと、エリザベートはそう返した。気がつけば、ヒナとイザベラは花が萎しおれる前にと花瓶を取りに行っている。本格的に櫂人の危機ならば、ヒナは秒で飛んでくるのだ。

　つまり、現状に生命を危ぶむ余地はない。

　多分、だが。

　ジャンヌは口元を微かすかに曲げた。彼女は低く続ける。

「いいですか、『学ばない人ミスタ』？　一度しか言いませんよ？　【中に綿毛でもみっしり生えてんのかって耳をかっぽじって、よく聞きやがれ！】」

「聞いてます、聞いてますからなんだよ！」

「『愛しい彼女マイ・レデイ』は……」

　スゥッと、ジャンヌは息を吸い込んだ。ここまで、黄金の【拷問姫】が人間らしい挙動を見せるのは稀まれだ。櫂人、エリザベート、ついでにヴラドも耳を澄ませる。

　ジャンヌは奥底に熱を隠した口調で続けた。

「かっこいい、だけではなく、愛らしい、のです。【愛らしいんだよなぁ！】」

「えっ、そこ？　お前、訂正迫る部分、そこでいいの？」

「あと、なんで二回言ったのだ？」

「大切なことだから、ではないだろうか？」

　困惑しつつ、三人は口々に言った。一方、ジャンヌは無表情のままコクコクと頷うなずいている。勝手に納得している様子だ。いつの間にか、彼女は櫂人の髪から手を放してもいる。

　これ幸いと、櫂人は素早く逃げ出した。

　その時、だ。

「────えっ？」

　黒い塊が、

　砲丸のごとく飛んできた。
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「ちぇすとぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「うわあああああああああああああああああっ！」

　突如、怪鳥じみた奇声が響いた。

　櫂かい人との顔面に黒いナニカ──改め、骨付き肉が炸さく裂れつする。

　敵襲かと、腰の細剣に手を伸ばしかけ、イザベラは首を捻ひねった。本来、骨付き肉は急襲には使わない。衝撃で、櫂人は倒れかけた。その背中を、ヒナがサッと支える。

　華麗な動きで彼に膝枕をしながら、ヒナは訴えた。

「もう、『肉屋』さん！　カイト様に不意打ちをなさらないでくださいまし！　いくら『肉屋』さんと言えども、このヒナ、本気で怒りますよ！」

「……何な故ぜ、俺は膝枕をされたのだろうか？」

「よっほほーい、申し訳ありません、麗しきメイド殿！　宴うたげにお誘い頂いて、この『肉屋』、はしゃぎにはしゃいでおりましてふんふんっ！　よっほほーい、エリザベート殿！」

「おーう」

「なんちゃら就任三年目、おめでとうございますですぞーっ！」

「相変わらず、肝心なところが曖あい昧まいな奴やつよ」

　エリザベートはボヤいた。生肉が炸裂したダメージから立ち直り、櫂人は上半身を起こそうとする。そこで、彼とヒナの目があった。櫂人は動きを止める。

　そのまま、二人はひしっと抱き合った。

「いや、なんでだ、そこの二人」

「仲良きことはよきこととも言うが、日常生活に差し障りがありそうだな」

　エリザベートとヴラドは呟つぶやいた。その間も、『肉屋』はくるくると回転をしている。彼は独こ楽まのように回りながら、食堂に入ってきた。だが、食卓の傍そばでぴたっと止まる。

　ヴラドを見上げ、『肉屋』はしばし沈黙した。だが、思い直したように親指を立てる。

「ヴラド様も、イェーイッ！」

「どう接するべきか、君なりに悩んだ結果とは思うが……異様に友好的な方向に振り切るのは止やめてもらえるだろうか？　意外にも、私は寛大な性質だがね。流石さすがに不愉快に思う」

　ヴラドは甘く微笑ほほえんだ。彼は頬ほお杖づえを突き、優雅に足を組む。だが、口調には露骨な剣けん呑のんさが滲にじんでいた。今更、エリザベートは思い出す。

（そう言えば、『肉屋』とヴラドには因縁があったな）

『肉屋』から、ヴラドは『始まりの悪魔』の肉を仕入れた。だが、その時既に、聖女の企ては始められていたのだ。最終決戦時、ヴラドは己が駒とされた事実に怒りを示した。

（この二人がどう巡り合い、どのような関係性に至ったかは知らぬがな……ヴラドは利用されることをよしとしなかった。『肉屋』に対し、思うところはあろうな）

　ヴラドの言葉に『肉屋』は腕を下げた。だが、『何となく誤魔化す』ことにしたらしい。

　口笛を吹きつつ、『肉屋』は歩き出した。彼はヒナの方へ近づいていく。そうして、『肉屋』はぴゃっと彼女の背中に隠れた。メイド服の陰から、彼は訴える。

「そう言えばですぞ！　途中で、他の御お客きやく人じんらしき方々をお見掛けしましたな！　そろそろ到着するものと思いますぞ！」

「他の御客人らしき方々？」

『肉屋』の言葉に、エリザベートは眉根を寄せる。

　その答えは、直すぐにわかった。

　騒々しい声が、食堂に近づいてきたのだ。
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「リュート殿……今更ではありますが、やはり勝手に入ったのはまずかったのでは？」

「いや、カイト殿に伺った限りでは、問題ないはずだが……まさか、入って直ぐ、動く鎧よろいに追いかけられるとは……うん、ここ、か？」

「リュートっ！」

「おおっ、カイト殿、ヒナ殿、エリザベート新隊長殿！」

　櫂かい人とはヒナの膝枕から起き上がった。リュートが声を弾ませる。駆け寄ると二人は軽く拳をぶつけ合った。獣人と人間は以前より親しくなっている様子だ。櫂人が礼を口にする。

「よく来てくれたな！　全員で休暇を取るのは、大変だっただろう？」

「ハッハッハッ、なんのこれしき。我らがヴァリシーサ・ウラ・ホウストラスト様は寛大な御お方かたなれば！　それに三年前に比べても物騒な事件は減っております！　無理な話ではありませんでしたとも！　これもまた、我らが新隊長殿の働きによるものです」

　リュートの言葉に、他の部下達たちも頷うなずいた。称賛と反して、エリザベートは眉根を寄せた。

　高貴な獣人の姿を思い描き、彼女は低く呟つぶやく。

「ヴァリシーサ・ウラ・ホウストラスト、か」

　それもまた重い懐かしさを伴う名だ。ヴァリシーサが健在なように、王都ではラ・クリストフが本日も業務に励んでいるのだろう。彼は今も祈り、民に慕われ、神を信じている。

　言葉を続けず、エリザベートは口を閉じた。

　治安維持部隊の部下達は、安あん堵どの声と共に食堂内に足を進めた。どうやら、広大な城内で迷っていたようだ。中の数人が、ヒナに手土産を渡した。部下達は一様に鎧を脱ぎ、布を重ねた獣人の礼服を纏まとっている。胸元には色を付けた鳥の尾羽が飾られていた。

　平時でも獣人の兵が鎧よろいを脱ぐのは珍しい。それだけ、城の主を信頼していることを示す。

　エリザベートの前に揃そろい、彼らは敬礼をしかけた。だが、そこで部下達たちは動きを止める。

「あの……新隊長殿？」

「聞きたいことの察しならば大体つくが、何か？」

「こちらの贈り物達は、どこへ置けばよろしいでしょうか？」

　部下達は各々の持つ箱を掲げた。巨大な布包みもあれば、蓋をされた籠もある。なんとも賑にぎやかな有様だ。座ったまま、エリザベートは軽く溜ため息いきを吐ついた。

「幼子の誕生日、というわけではないのだぞ？　お前達の気遣いはありがたく受け取ろう。だが、流石さすがに多すぎであろうが！　大おお袈げ裟さな」

「しかし、……新隊長殿は日頃からたくさん召し上がりますので、我々もつい気合が」

「待て……もしや……それらは全て食べ物ではあるまいな？」

　思わず、エリザベートは椅子から腰を浮かせた。神妙な調子で、部下達はそうですと頷うなずく。余の印象はなんだと、エリザベートは天井を仰いだ。その時、彼女は肩を叩たたかれた。

　エリザベートは隣を向く。そこに、山や羊ぎ頭の獣人が立っていた。

「嘆いているところを、失礼。よろしいでしょうか、エリザベート殿？」

「アインか、どうした？」

　リュートの妻の才女は、灰色を中心とした簡素なドレスを纏まとっていた。彼女は小さく顎を振る。見れば、櫂かい人ととリュートがこちらを窺うかがっていた。アインは小声で囁ささやく。

「先程、あちらの私の夫と、カイト殿に頼まれました。せっかくなので、女性はぜひ着替えをとのことです。私が手伝いましょう。衣い装しよう置き場はどちらに？」

「待て、ジャンヌはともかくだぞ。余も着替えるのか？　なんとも面倒な話よな」

「私ですら同意したのに、主役が何を拒んでいるのですか。貴女あなたが準備をしなければ始まらず、また終わらないこともあります。【俺はな、さっさと着替えて、愛いとしい女に褒めてもらわなきゃならねーんだよ！　おら、キリキリ働けや！】」

「うーん、見事に懐柔されておる」

　あの【奴隷を虐げ、世を救う、聖女にして阿あ婆ば擦ずれ】が、こうも骨抜きにされるとは誰も予想しないだろう。やれやれと溜息を吐きつつ、エリザベートは考えた。

（余が準備をしなければ始まらず、また終わらない、か）

　確かに、その通りなのだ。

　短く頷き、エリザベートは靴音も高く歩き出した。アイン達と共に、彼女は廊下に出る。

　途端、食堂の賑やかさはシンッと静まった。

　最初から、誰もいなかったかのように。

　その事実に、エリザベートは気づかない振りをした。
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　城に複数ある部屋の中、多くの服を詰め込んだ一室がある。

　中身は、まるで布の海だ。

　白に黒に赤に青。雪の色、闇の色、花の色、空の色。

　あらゆる柔らかさ、様々な性質を持つ生地が、自由に加工され、詰め込まれている。部屋の奥行きは無限に見えた。あるいは菓子箱のように狭い。どちらにしろ、異常事態だ。

　元々、エリザベートはそれほどドレスを持っていない。衣装部屋には主に従者のための服が仕し舞まってあった。だが、この程度の歪いびつさの発生は、最も早はや構うに値しないだろう。

　何せ、今は言葉にするのならば、

　全部が全部、おかしいのだから。

　衣装部屋に、ヒナはついて来なかった。客人の到着が早かったため、今から配膳に取り掛かると言う。リュート達たちもえっちらおっちら並んで皿を運んでいた。

　彼らに指示を請われながら、ヒナはエリザベートに手を振った。

　温かな笑顔に見送られ、エリザベートは場を後にしたのだ。

　そうして今、彼女は無数のドレスと向き合っている。隣で、ジャンヌがぼそりと呟つぶやいた。

「【どれがいいか、ぜんっぜんわかんねぇ】」

「おい、敬語部分を切り捨てるな、貴様」

　エリザベートが忠告する。イザベラに聞かれれば、口が悪いと怒られるところだ。だが、ジャンヌは引き続き首を捻ひねった。本気で、彼女にはどれが好みかもわからないらしい。

　そこで、アインが足早に前に出た。両腕を広げ、彼女は衣い装しようを背に口を開く。

「さて……ないようですが、一応聞いておきましょう。どれがいいか、ご希望は？」

「ありません。【こりゃさっぱりだ！　世の女ってのはよく服を自分で選んでんなぁ！】」

「これだけの量を見て回るのは、余とて面倒だ。流石さすがに貴様に任せる。だが、それなりに華やかで、布地はばっさり切っておるものがよいな」

「あっ……私は【愛しい彼女マイ・レデイ】の好みそうなものがいいですね」

「了解しました。華麗なものと清せい楚そなものですね。お待ちを」

　冷静な面持ちのまま、アインは進んだ。エリザベート達が見守る前で、彼女は布の海に潜もぐる。まるで波の間に消える魚か、薔ば薇らに潜り込む蜜蜂だ。柔らかな布の襞ひだはアインを受け入れ、静かに戻った。なんとなく厳粛に、エリザベートとジャンヌは待つ。

　数分後、二人はぽつりと呟つぶやいた。

「……暇だな」

「全くです【全くだぜ】」

「お待たせしました」

　そこで、アインがドレスの間からズボォッと首を突き出した。二人はやや飛び上がる。

　宣言通り、アインは手にドレスを下げていた。エリザベートとジャンヌは、どうぞと差し出された二着を受け取る。裏表と動かし、エリザベートは頷うなずいた。

「うむ、悪くない」

「えぇ、私もよいと思います。【これなら上々ってもんだ！】」

　ジャンヌも気に入ったらしい。彼女のドレスは金を中心に、少しずつ淡く輝く布地が重ねられていた。後ろには花を思わせるリボンがあしらわれている。エリザベートのドレスは黒を基調に、紅の差し色が映えていた。脇には際どい切れ目も入れられている。

　二人の表情を確認し、アインは頷いた。

「それでは探索に時間がかかりましたので……着つけは手早く、素早く参りましょう」

「なんとなく、だが」

「ええ、そうですね。【嫌な予感がするぜ】」

　エリザベートもジャンヌも、コルセットやベルトの締め付け具合には慣れている。だが、目の前で、凄すご腕うでの治療師に腕をボキキッと鳴らされては恐怖するものがあった。

　更に、アインは言葉を重ねた。トドメのように、その口調は明るい。

「お二人共、丈夫さ故に体の管理は適当とお見受けします。関節も動かしておきましょう」

『拷問姫』は『拷問姫』である。

　故に、整体の感覚は未知だ。

　発作的に、二人は逃げ出そうとする。だが、そこでガシィッとジャンヌはアインに肩を掴つかまれた。素早く、ジャンヌはエリザベートの手首を掴む。

「こ、こら、ジャンヌ！　人を巻き込むな！　離さんか！」

「嫌ですとも！　【死なばもろともってなぁ！】」

「被害者を増やしてどうする！」

「大丈夫です、痛かったら左手を挙げてください」

「既に痛い目に遭わせる宣言をしておる！」

「ちょっ、ちょっと【待てって言ってんだろこらぁああああっ】！」

　布の海に、甲高い声が響く。

『拷問姫』達たちの世にも珍しい悲鳴は、ふつりと消えた。
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「お、恐ろしい目に遭ったぞぉ」

「すごい、ガキガキ、ガキガキされました【こう、骨がな、あんだけ動くんだな】」

「これを機に、御お二人ふたり共、体の管理は定期的に行うようにしてください。改善が見込めなければ、次回は薬湯も取り入れます」

「何をする気だ？　これ以上、何をする気なのだ？」

　エリザベートとジャンヌは抱き合って震えた。アインは爪こそ硬いものの、細かな作業も可能な指を滑らかに動かす。獣人の手の進化が、この時ほど怨うらまれたことはなかった。

「お帰りなさいませ！　きゃっ、流石さすがはエリザベート様とジャンヌ様！　お似合いです！　素晴らしいです！　エリザベート様は硬質な宝石のよう！　ジャンヌ様は可か憐れんな花のようですね！　御二人共、世界に誇る美貌と称せましょう！」

「ううむ、悪い気はしない褒め方であるのよな」

　エリザベートの前で、ヒナは子犬のように飛び跳ねた。その喜びように、エリザベートは疲弊した甲か斐いはあったかと頷うなずく。櫂かい人ともリュート達たちと酒瓶を運ぶ手を止めた。

　櫂人はエリザベートの前に駆け寄った、彼は感嘆の声をあげる。

「おー、似合ってる！　やっぱり、たまには普通のドレスがいいよなぁ」

「貴様の褒め方は適当なのでアウトだ」

「なんでだよ！　似合ってるって！」

　慌てて、櫂人はそう返した。今のエリザベートは細身の体型を黒で覆い、二の腕を出している。鎖骨が覗のぞくほど開いた襟えり元には、紅あかいショールを巻いていた。

　艶なまめかしくもどこか儚はかなげな姿で、エリザベートは訴える。

「余のこの繊細な美しさを前に『似合ってる』だけで済ますとは、百遍出直すがよい」

「自信があるのはいいことだけどな。俺は理不尽さを覚えるのであった」

「うん、やはりよく似合うな！」

　その時、弾んだ声が聞こえた。エリザベートと櫂人は視線を動かす。

　ジャンヌの前に、イザベラが立っていた。彼女は何度も頷く。ジャンヌの方はカチカチに固まっていた。豊かな蜜色の髪を、イザベラは白手袋で覆った指で一房掬すくう。

「思った通りだ。君の美貌には、こうした少女らしさもあるドレスが、実に映える。可憐で、愛らしい。君の髪に、この色もぴったりだ！」

「…………【…………】」

「おい、遂ついに沈黙したぞ、アイツ」

「アレが手本だ。もっと貴様も頑張れ」

「俺がやったらなんか嫌じゃないか？」

「一理ある」

　深々と、エリザベートは頷うなずいた。彼女の前で、ヒナはぴょんぴょんと飛び跳ねる。

「そんなことはありませんよ！　カイト様の蕩とろけるような甘い声で紡がれる言葉は、常に至高です！　生まれながらに上はなく、手本なんて必要ありませんとも！　ふんすっ！」

「あー、はいはい。ヒナはかわいい、かわいい。ありがとうな」

　ぎゅうぎゅうと抱き締め、櫂かい人とは彼女を落ち着かせた。

　イザベラはジャンヌの手を取り、席へ向かう。酒を運び終え、獣人達たちも慌てて食卓に戻った。気取った調子で、リュートがアインの分の椅子の背を引く。ヴラドは己の席から動かない。落ち着く様子もなく、『肉屋』は花弁を撒まきまくっている。

　主賓席に立ち、エリザベートは食卓を眺めた。

　真珠色のテーブルクロスの上には、御ご馳ち走そうが並んでいる。

　内臓のパイに鳥の丸焼き、各種香味野菜、ゼリー寄せやポタージュ等の冷菜の数々、海の幸を活いかした品々に、何種類ものデザートと、腕によりをかけた料理が揃そろえられている。

　白と銀の花々が、その間には飾られていた。

　櫂人がヒナの隣に立つ。そっと彼は己の花嫁の腰を抱いた。

[image: ]

　二人は幸福そうに寄り添い合う。櫂かい人ととヒナはエリザベートに向けて微笑ほほえんだ。

「おめでとう、エリザベート。三年間、よく頑張ったな」

「おめでとうございます、エリザベート様。三年間、お疲れ様でした」

「あぁ、ありがとう……皆も、よく来てくれたな」

　集った面々を、エリザベートは眺めた。皆が皆、穏やかな微笑みを浮かべている。

　櫂人にヒナ、イザベラにジャンヌ、リュートにアイン、獣人の部下達たち、『肉屋』、ヴラド。

　なんとも『都合よく』揃そろったものだ。

「……本当に、よく来てくれた」

　一時、エリザベートは瞼まぶたを閉じた。彼女は息を吸い込む。

　拳を握り、エリザベートは口を開いた。

「さて、それでは────…………」

　だが、彼女はそこで言葉を止めた。エリザベートは続けることを躊躇ためらう。

　再度、エリザベートは櫂人の方を向いた。彼女はどこか子供じみた視線を投げる。

　これでいいのかと。間違っていないのかと、尋ねるように。

　だが、瀬せ名な櫂人は、

　ただ、

　いつかのような笑みで、彼女を見つめ返した。

　だから、エリザベートは口を開いた。肺から、彼女は息と言葉を吐き出す。

　全てを、断ち切るように。




「戯たわ言ごとは、ここまでにしようではないかっ！」




　瞬間、世界に、

　重く、重く、鐘が鳴ったのだ。
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　ここには何もない。

　そして、何もかもがあった。

　例えるならばこの場は真っ白なカンバスだ。または真っ黒なカンバス。『意味のある』画えは描かれていない。つまり、絵具を好きなようにいくらでも重ねられる状態にあった。

　ここは虚無だ。同時に、自由だ。

　何もないのに、何もかもがある。

　そこに、エリザベートは立っていた。

『終わった後、始まる前の場所』、に。

　ここは無人のはずだ。まだ人間は生まれていないのだから。だが、エリザベートの背後に人の気配が立った。無言のまま、相手は動かない。

　振り向くことなく、エリザベートは囁ささやいた。

「余はこの場所を知らぬ。いや、余だけではない。独りを除いて、知る者はいないはずだ」

　再編前の白紙の世界。そこを目撃した経験のある人間は限られた。

　再編者、世界を創った者、過去に絵筆を取った聖女のみ、である。

「ここは『そなたの記憶』から造りだした一幕であろう？」

「……いつから気づいていたのですか？」

「何に、だ？」

「貴女あなたの前に広がる世界は、全て嘘うそにすぎない、と」

　問いながらも、声の持ち主に動揺の気配はなかった。結果を予測していたかのようだ。

　エリザベートは空を見上げた。そこは虚うつろだ。雲も太陽も星も存在しない。色すらなかった。やはり、エリザベート達たちはキャンバスの中にいるかのようだ。底は白く、上はない。

　寂しい場所だ。

　ここに死はない。

　だが、世界自体が生きてもいないのだ。

『何も生まれていない世界』はこんなにも寂しい。

　自然と声を殺し、エリザベートは言葉を紡いだ。

「無意識の内には、最初から、であろうな……明確に意識し始めたのは、『肉屋』からだ。奴やつは余達を裏切った。そして、悔いもしなかった。再び、余達の前に現れるはずはない。だからこそ、余はアレの姿を、己が違和感を整理するための手段として造りだした」

　彼女にとって、彼はそういう役割だった。

『肉屋』という存在は、道化的でありながら常に答えを持っていたからだ。

　背後の人物は応えない。エリザベートの口にした言葉は、白い空間内を反響した。不意に、ソレは形を持った。声はガラスじみた硬質さと形を帯びる。だが直後、砕けて消えた。

『何もない場所』では、言葉さえ異質なのだ。水に落とされたインクのようにソレは混まざらず、見えざる手で除去をされる。その変化に臆することなく、エリザベートは続けた。

「ここはある場に似ている──悪魔の造り出した夢。尤もつとも精神攻撃であるアレとは、趣が異なるがな……ここは記憶を基に造り出され、余が違和感を覚える度に崩壊し、再編を繰り返す。そういう仕組みの、あくまでも『優しい』世界だ。ハッ、なんとも都合のよい夢であったわ……【終しゆう焉えん】の訪れがなければ、余は処刑されていた。運命通り、火刑にな」

　エリザベートは拳を握り締めた。最終決戦から三年──全てが揃そろい、何も欠けることなく、得たモノだけがある。どのような運命を辿たどろうと、そんな世界は在り得ないのだ。

「カイトがいて、ヒナがいて、『肉屋』は死なず、ジャンヌにイザベラ、部下達たちもいて、余が獣人の国に務めている──そんな空間が成立するわけがあるか！　馬鹿馬鹿しい！　だが、あそこでは完成していた。確かに、あったのだ」

　エリザベートは固く唇を噛かんだ。彼女の記憶を利用し、不可能な未来は一時成立した。

　まるで、砂で造った虚構の城だ。

　何度崩れても、何度でも戻る場。

　だが、決して確固たる形を得ない城。

「海辺の砂の城。一幕ごとの連続する舞台。溶け落ちる砂糖菓子──悪夢と呼ぶには魅力的で、善意と取るには悪趣味だった──なぁ、何な故ぜ、貴様はこうして余を招いた？」

　背後の人影は動かなかった。エリザベートも振り向かない。

　相手に殺意があれば、彼女は殺している。害意を示せば、四肢を切り落としただろう。だが、相手は、己の行為に困惑するかのように立ち尽くしたままだ。

　だから、エリザベートは問いを重ねる。

『彼女』の顔を、見ることすらなく。

「──何故だ、『聖女』よ」

「──ゆめを、です、ね」

　どこか幼く、『聖女』は応え始めた。瞼まぶたを閉じ、エリザベートは紡がれる言葉を聞く。

　自分の意図を、確認するかのように、『聖女』は続けた。

「ゆめを見る権利は、誰にでもあると、思ったのです」

「夢を見る権利、とな？」

「貴女あなたは世界を負った……正確には、貴女の大事な人間が負った。その苦悩を、貴女は抱いた。だからです……叶かなうのならば、私も全てが台無しになる前の夢を見続けたかった」

　最後に、息を呑む音が小さく続いた。それもまた、『聖女』自身が奥底に封印していた願いなのだろう。あまりに儚はかなく愚かな望みだ。やがて、エリザベートは軽く溜ため息いきを吐ついた。

「そうか。つまり、善意まではいかずとも慈悲であったか……だが、」

　彼女は目を開かない。そのまま、エリザベートは闇の中を歩き出す。だが、一歩、足を進めた時だった。彼女はふわりと手首を掴つかまれるのを感じた。『聖女』の指ではない。それは震えるほどに懐かしい感触だった。憎らしいほどに親しい、二人の掌てのひらだ。だが、エリザベートは知っている。あの二人ならば、彼女を止めはしないだろう。

　どうか、独りでも先へと望むだろう。

　それこそ、残酷なことだ。

　それでも───、

　それでも、

「余には必要ない。夢ならば、確かにかつて見たのだ」

『拷問姫』は美しいものを見た。

　本当に、美しいもの達たちを見た。

　世界を救うに相応ふさわしいものと、

「余は共にいた」

　今はいない。

　それでも、消えないものはある。

　だから、エリザベートは歩き出した。彼女は記憶の中の影を振り払う。いつか、悪夢に囚とらわれた夢の中、櫂かい人との先に立って歩き出したように。

　今は共に行く、影はなくとも。




「それだけで、十分だ」




　そうして、彼女は足を速める。エリザベートは走る。振り向くことなく、

　背後に、『聖女』を置き去りにして。





　　　　＊＊＊






　Ding-dong………ing-Dong……ding-dong……Ding-dong……ding-Dong……ding-dong




　Ding-Dong





　　　　＊＊＊






　どこかで、鐘が鳴った気がした。

　荘厳な音は、空気を鳴らして消えていく。

　終わりを、告げる。

　だが、それは気のせいだろう。

　もしくは、きっと、

　誰かの夢に、違いなかった。





　　　　＊＊＊






　ゆっくりと、エリザベートは目を開いた。

　夜も昼もない場所に、彼女は座っている。

　エリザベートは辺りを眺めた。見渡す限り、雪と水、風と魔力で構成された、清浄な土地が広がっている。頭上には虹の幕が揺れる乳白色の空が広がっていた。太陽も月もない。

　ただ何もかもが美しく、虚うつろだ。地面には繊細な結晶が降り積もっている。

　その上に、蔦つたで編まれた二つの柱が倒れていた。

　ここは『世界の果て』だ。清浄な世界で、二柱は巨人の屍しかばねのごとく横たわっている。だが、途中で重なり合い、お互いを支えていた。その中央、神殿じみた空間は、蔦に残る紅あかい薔ば薇らと蒼あおい薔薇に飾られている。そこに、エリザベートは座っていた。

　彼女は結晶に凭もたれている。状況を把握し、エリザベートはそっと息を吐いた。

「……あぁ、そうか。そうよな」

　振り向かなくてもわかる。結晶の中では、二人の人物が眠っていた。

　無言を保ったまま、彼らは変わらない微笑ほほえみを浮かべている。

　これこそが、現実だ。

　結晶は硬く、冷たい。

　透明な壁に隔てられた僅かな距離は、世界の果てより遠かった。

　無関係なはずの異世界の全てを背負い──瀬せ名な櫂かい人とは花嫁と共に眠っている。

　エリザベートは現状を思い返す。

　人類は間違いを犯し、多くの者が傍観し、混血種は復ふく讐しゆうに走った。皇女は誇り高く死に、亜人の男は己の大切な者のため全てを裏切り、聖人の代表は神と全てを信じたまま死んだ。

　結果、生者は疑心暗鬼に陥りながら、新たな戦いを始めようとしている。

　火蓋の落ちる寸前、エリザベートはこの地を訪れたのだ。

　結晶を背に座り──彼女は気がつけば眠っていたらしい。

　そうして、夢を見たのだ。

　長い、長い、長い、夢を。

　眠る前に己の呟つぶやいた言葉を、彼女は思い返した。

　───やはり、世界など終わった方がよいのではないか？

「…………それでも」

　エリザベートは呟つぶやく。やはり、彼女は振り向かない。

　夢の中で見たモノに、

　既に失われた笑顔に向けて、エリザベートは囁ささやく。

「────それでも、」

　強く、エリザベートは拳を握った。

　宝石のような目で、彼女は前を睨にらむ。




　命運をわける戦いが始まりつつあった。




　皆が皆生きるべきなのか、

　それとも、死ぬべきかを。







　後少しで、開演の鐘は鳴る。














　贖しよく罪ざいについて、考えることがあります。

　それは今まで、私は思い浮かべもしないことでした。

　いいえ、正確にはかつて選びながらも忘却したことです。かつて、私は己の罪を償うべく、世界を再編する道を選びました。しかし、無む辜この人々の罪を許すことができなかった。

　私一人だけが、全てを負う事実に耐えられなかった。だから、全てを壊しました。

　そうして、生き残った今、私は思うのです。

『私が悪い』と、『私が知っている』。

　それはなんと恐ろしいことか、と。

　人が死んだ。多くが無残に殺された。世界は壊れかけた。数千と遺体が積まれた。数万の泣き声があがった。誰かを守ろうとした者が死んだ。必死に生きようとした者が死んだ。

　全てが、私のせいだ。私のせいなのだ。

【狂王】は告げました。喜べと、アンタの望みは全て叶かなったと。

　確かに、その通りです。

　しかし、そうではない。

　私は全ての破滅を望んだ。

　だが、こんなことは望んではいない。

　矛盾は承知の上です。それでも、何度考えたところで答えは変わらない。




　あなた……私の話をずっと聞いていてくれた、あなた。私は、あなたに語りましたね？




　私はあなた達たちのことを、

　言葉を残したいと望むほどに、愛したことなどなかった。




　それは本音です。真実です。私は望みました。呪いあれ。全てに、お前に、呪いあれと。

　でも、私はこの手を汚し、壮絶な痛みを与え、腹を裂き、内臓を覗のぞいてまで、




　あなた達を殺したくはなかった。




　笑っていて欲しくなかったのに、

　悲鳴なんて聞きたくはなかった。




　そういうものです。

　そういう、ことなのです。

　今更、気づいても遅い。ですが、そうだったのです。

　また、【狂王】は、私にもう一つ真実を告げました。

　私は、自分で独りを選んだだけだ、と。

　私はその言葉の意味を知らなければなりませんでした。彼の口にした、好きだった、という者のことを、確かめなければならなかった。そして、私は知ったのです。

　私はあまりに無知でした。全知であったはずなのに、多くを見落としてきたのです。

　聞いて、くれますか、あなた？

　最後まで返事はなかった、あなた？

　私はあなたを憎みました。私はあなたを呪いました。私はあなたに死ねと望みました。

　それでも、

　それでも────、

　私に、今更言われても困るでしょう。ですが、本心です。聞いてください。

　どうか、生きてください。

　ずっと、生きていてください。

　この脆もろい世界にて、次の醜い戦いが始まっても。

　私の伝言を聞いてくれて、ありがとう。

　待っても、待っても、返事はなかったけれども。

　聞いてくれる人のいたことが、私の救いでした。




　これが、最後の言葉になります。

　生きとし生ける者達たち、全てに、

　あなたに、

　私の呪いと、

　呪いに負けないほどの、幸福がありますよう。




　私の再編した世界に、

　私の憎しみに逆らって、

　生まれてきてくれて、ありがとう。










　さようなら。
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　世界の果てにて、結晶に包まれた二人が眠っている。

　その前で、『拷問姫』が目を覚ました。

　じっと、彼女は空を見つめる。

『聖女』もまた、夢に微睡まどろむ意識を浮上させた。『拷問姫』が眠っている間、彼女も造られた世界に共にいたのだ。『聖女』は仮初の城の主あるじとして、中の様子を把握してきた。

　既に、彼女に神と悪魔と契約していた時の莫ばく大だいな魔力はなかった。だが、『とある方法』で、『聖女』は無尽蔵に魔力を引き出せた。また、彼女は世界再編前から稀き代たいの魔術師でもあった。技術は失われない。肉体が崩壊した悪魔の真ま似ね事ごと程度、容易たやすくできた。

　本来、『聖女』の編んだ世界は、もう少し長続きするはずだった。だが、ソレは直すぐに違和感からの崩壊を繰り返した。やがては形を取り戻すこともできず、拒絶され、砕けた。

　強い波に押し流された、砂の城のように。

　そうして、遊んでいた子供は海岸から消えた。

「────貴女あなたは独り、辛つらい道を選ぶのですね」

『聖女』は呟つぶやく。夢は彼女の与えた慈悲だ。愚かな世界を背負って戦う辛さを、『聖女』は誰より知っている。孤独な戦いはやがて心を蝕むしばむ。美しいと思ったものさえ忘れるのだ。

　全てを憎く思う前に、エリザベート・レ・ファニュには逃げる権利があった。

　それでも、と、『拷問姫』は言った。

　それでも、と。

　ならば、『聖女』が語るべきことはもう何もなかった。

　エリザベートは宙を睨にらんでいる。彼女に見つかる前に、『聖女』は動き出した。

　かつてとは様変わりした旅装を整え、『聖女』はフードを目深に被かぶる。蔦つたの死骸の陰から、彼女は足早に移動を始めた。結晶を踏み砕きながら、『聖女』は天上を眺める。

　虹色の膜に変化はない。だが、遠い空では、悪意と怨えん嗟さ、殺意の宣言が響いているのだ。

「故に、私も参りましょう」

『拷問姫』は戦いを選んだ。ならば、彼女も行かなければならない。

　かつて、呪った者達たちのため、

　かつて、捨てたもののため、

『聖女』自身の戦いのために。




　かくして『聖女』と『拷問姫』の邂かい逅こうは、

　静かに終わりを告げたのだ。




　世界を憎む者達の最後の戦いが始まる、

　少し前の話だった。





あとがき




　こんにちは、綾あや里さとけいしです。今回は７・５巻、短編集となりました。八巻に向けて、ぜひお読み頂きたい話になったので、手にして頂ければ幸いに思います。

　それでは枚数もありませんので、各短編の軽い説明をば！




【瀬せ名な櫂かい人との日常　表・裏】

　時系列としては『騎士』との戦いの直後の話です。まだ、櫂人はノエルと会っていません。Ｗｅｂサイトでの連載の際、一番初めに書いた話でした。二視点の表・裏で日常を綴つづっていこうとのコンセプトも、ここから始まっています。日常とはなんだろう。今回本に収録するにあたり、最も徹底的に書き直した話でもあります。お楽しみ頂ければ幸いです。




【エリザベートの日常　表・裏】

　時系列としては二巻前、特装版にて【大総裁】を下した『獣耳狂騒曲』後の話です。一番、『異世界拷問姫』らしい短編になったのではないかと思います。本編では登場していませんが、『エクセター公の娘ドーター・オブ・エクセター』は個人的に気に入っています。また、『肉屋』とヒナのコンビは一度書いておきたかったので、こちらも書けて楽しかったです。この二人が組むとツッコミという概念が消滅します。




【ヒナの日常　表・裏】

　こちらも時系列としては二巻前、『獣耳狂騒曲』の更に後──特装版収録の『入れ替わりロンドと眠り姫の口づけ』後の話となります。一番ギャグらしいギャグになったのではないかなぁと。ヒナ中心の話を考えると、明るく動く感覚があって楽しいです。




【書き下ろし】

　こちらは読めばわかる、七巻直後の御お話はなしです。八巻、第二部本格稼働を前に、総集編的な、振り返りの意味も込めています。そのため、各巻のシーンを所々に取り入れています。少し意識して読み返して頂くと、面白いかもしれません。文章も内容も自由に書いたので、大変楽しかったです。また、八巻に向けた話ともなっております。彼ら全員の最後のパーティー、お楽しみ頂けたのならば幸いです。




【聖女からの伝言】

　Ｗｅｂ連載時は、【誰かからの伝言】まででした。この頃から、聖女の構想自体はあり、いずれわかるようにと意識していました。そのため、やっと最後まで伝言を書ききることができ、ほっとしました。彼女の想おもいはこれが全てです。

　またいつか、お会いする機会が得られることを願っています。




【二人の親子、あるいは世界の敵について】

　こちらは、当初は執筆予定になかった話です。ですが、短編集である都合上、空白ページが多く出るとのことで、綾あや里さとが追加の書き下ろしを要望、編集Ｏさんに『アリスとルイスの話』をご提案頂き、一本入れることとなりました。こちらも八巻までにお読み頂けたら嬉うれしい話になったと思います。この二人にも短編集で触れることができて、幸いでした。




　全体的に、『異世界拷問姫』の面々を大量に出すことができて、綾里は嬉しかったです。

　今回はあまり出なかった獣人、聖人の話もまた機会があれば書いてみたいなと思います。今は一ひと先まずのこの休息の後、本編の続きをお楽しみ頂ければ嬉しいです。




　それでは、毎度お馴染み、お礼コーナーに移りたいと思います。

　驚くほどに大人数の華やかなシーンを表紙にお描きくださいました、鵜う飼かい沙さ樹き先生。この度もありがとうございました、担当のＯ様。愛溢あふれたコミカライズを拝読でき、幸せでした倭やまとヒナ先生。関係者の皆様方、大切な家族と特に姉、皆様にお礼を申し上げます。

　何よりも７・５巻も手にしてくださった読者の皆様、本当にありがとうございます。

　次は八巻。七巻執筆後、更に細部までを埋めたプロットは、書くのが非常に大変そうなものとなりました。ですが、全力で完成させたいと思います。もしもよろしければ、どうか、彼らの運命にお付き合い頂ければこれ以上の喜びはありません。




　それでもと、彼女は言いました。

　ならば、全ての始まりです。










【初出】本作はComicWalkerにて２０１７年５月21日更新分から２０１７年10月21日更新分を加筆・修正し、書き下ろしを加えたものです。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『エリザベートの日常』・後





　その日、瀬名櫂人は清々しく目を覚ました。ヒナは既に起きているが、エリザベートは寝ている時間だ。かつて、悪夢のせいで寝坊をすることもあったが、最近はそうでもない。少なくとも、主より遅くに起きる事態は避けられているのだ。十分だろう。

「よしっ、今日も従者としての目覚めは成功！　行くか！」

　起き上がり、彼は厨房へ向かった。だが、ヒナの姿はない。彼女の協力なしに、メニューを決めるわけにはいかなかった。何せ、櫂人は料理が壊滅的に下手なのだ。首を傾げ、彼は大食堂へ向かった。そこには、既にエリザベートがいた。彼女は猫脚の椅子の上で優雅に足を組み、食後のワインを楽しんでいる。しかも、隣には謎の人物までいた。

『肉屋』がもっごもっごとサンドイッチを食べている。固めのパンの間には、焼き加減の絶妙な赤身肉が挟まれていた。ワインと玉葱を主体としたソースが、なんとも美味しそうだ。口はどこにあるものか、あっという間に一個を片づけ、『肉屋』は深々と頷いた。

「うむ、流石、麗しのメイド殿でありますな！　なんとも美味！　この最適な焼き加減、肉汁の旨さを殺すことのないソース！　これには、肉も泣いて喜んでおりましょう！」

「ふふっ、他でもない『肉屋』さんに、そうしてお喜び頂けるのは光栄です。エリザベート様も、朝の疲れは無事に取れましたか？」

「美味い料理は、英気を養うには一番よ。面倒な出来事であったが、もうこの通り上機嫌だ。そなたのおかげだな、ヒナ。礼を言う」

「まぁ、それなら本当によかったです！　お疲れ様でした」

「お疲れ、様、でした？　あれ？　……また、なんかあったのか？」

　そう、櫂人は首を捻った。夜のうちに、何かがあった覚えはない。だが、確かに、考えてみれば喉が何事かにツッコミ続けていたかのように疲れてはいた。櫂人の問いに、エリザベートとヒナは顔を見合わせた。だが、そこで二人はにんまりと笑みを浮かべた。

（──あれ？）

　思わず、櫂人は瞬きをした。なんだか、一瞬、いたずらっ子めいた目配せが、二人の間で交わされた気がしたのだ。だが、直ぐに、エリザベートとヒナは視線を櫂人の方へ戻す。

　エリザベートは尊大に、ヒナは生真面目に口にした。

「なーんでもない」

「えぇ、なーにもありません」

「か、確実に何かあったなこれは」

　一体何がと、櫂人は眉根を寄せる。危険な事態だったのならば、彼も知っておくべきだろう。だが、エリザベートとヒナは何故か応えようとしない。櫂人の尋ねる視線を受けて、二人は更に堂々と胸を張った。

「何せ、女同士の秘密だからな！」

「えぇ、女同士の秘密なのです！」

　そんなのありかと、櫂人は眉根を寄せた。彼は助けを求めるように、『肉屋』を見る。最後のサンドイッチをもしもしもしもしもしっと食べながら、彼は神妙に首を横に振った。

　翻訳するのならば、女性陣が結託した時、勝つ術はないのです。だろう。

　元から、ヒナは最強のメイドで、『拷問姫』は最悪の魔術師だ。

　そして何より、櫂人の嫁志望で、主だった。

　二人が組めば、櫂人に勝てる術はないのである。

　えっへんと胸を張る二人を見て、彼は仕方ないなと頬を掻いた。

　まぁ、何はともあれ、仲良きことはいいことだろう。

　こうして、今日一日も、なかなか平穏なスタートを切ったのであった。
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